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序文

熊本県では、農業の振興をはかるため、以前より広域にわたる農業用道路の整備を進めてき

ております。球磨郡内においても年々整備を進め、いくつかの路線はすでに完成しているもの

もあります。

整備事業の進展に伴い、埋蔵文化財包蔵地もその対象となる状況が現れています。本県とし

ましては、文化財保護の立場から、遺跡本来の姿を残す努力に努めてまいっております。しか

し、路線変更などの措置がとりえない場合は、やむをえず発掘調査をし、記録保存に留めるこ

とになります。この遺跡も諸般の事'情からこの措置を取ることになりました。この間、農地整

備課、球磨事務所耕地課との協議をもとに調査をすすめました。

その結果、昭和63年度の調査においては、前年度調査の古墳時代前期の住居跡群に続く住居

跡を確認し、当地における古墳時代の住居のあり方を解明する手掛りをつかむことができまし

た。また、先土器時代、縄文時代の豊富な遺物、さらには平安時代の掘立柱建物の確認などこ

の地が、遠い過去から人の居住する豊かな土地であったことを改めて知ることができました。

この報告書が文化財の保護と研究の一助となれば幸いです。

最後に、この調査をするに当たり、関係各位・機関におかれましては、'快く調査にご協力を

いただきました。心から深く感謝の意を表したいと思います。

平成6年3月31日

熊本県教育長道越温
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1．本書は、球磨郡広域営農団地農道整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2．熊本県耕地課から依頼を受け、熊本県教育庁文化課が発掘調査を行ったものである。

3．この遺跡は、球磨郡相良村大字深水字谷川に所在する。遺跡名は、その大字と字名から、深水谷

川遺跡とした。

4．発掘現場における遺構の実測・写真撮影は、各調査員で行った。遺物の実測は、光永美栄・吉

内素子・高宮京子・坂田和弘が行った。遺構・遺物実測図の製図、遺構・遺物分布図の作成・製

図は、瀬丸延子・加来恭子・木下春千代・洲上真由美・森裕子・徳丸郁代・連河由紀が行い、久

保田真・山隈誠の協力があった。

5．石材の鑑定は、熊本大学教養部地学教室の高橋俊正教授に依頼した。

6．本書の執筆は、坂田があたり、一部を古森（第II章第1節）が担当した。

7．本書の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、坂田、古森が担当した。

凡 例

1．本書に示した方位は、全て磁北である。

2．本書に使用したレベル高(L＝)は、球磨事務所耕地課が設置したKBMNo､2（L＝160.463m）を

基にしたものである。

3．遺構の深さは、特に断わりがないものは、検出面からの深さである。

4．土器の図については、復元図及び完形の図については、中心線より右に断面及び内部を、左に

表面を表現する。復元不可能なもは、断面及び拓本を添えた。

5．石器の図については、基本的に第三角図法を使用した。石器の表現では、磨研された部分は破

線で囲み、白抜きで表現した。特に、磨研方向がはっきりするものは、細線で表現した。



本文目次

序文

例言・凡例

第I章遺跡の位置と環境

第1節遺跡の位置と地理的環境………･……………･………………･…1

第2節遺跡の歴史的環境…･……………………………･…･…………4

第II章調査に至る経緯

第1節調査の経緯……………………………………………………7

第2節調査の組織…………………･…………………………．．……8

第III章調査の経過

第1節調査の方法……………………･……………………………・・9

第2節調査の経過……………………………………………………9

第IV章深水小園遺跡谷川地区の調査の成果

第1節調査の概要……………………………………………………13

第2節深水小園遺跡谷川地区の層序．．……………………………………14

第3節遺構と遺物……………………………………………………14

第4節小結………………………．｡…………･……………………33

第V章深水谷川遺跡の調査の成果

第1節遺跡の層序と包含層………．．……………･………………･……34

第2節旧石器時代の遺物………･………………………………･……･36

第3節縄文時代の遺構と遺物……………･……………………･………36

第4節弥生時代の遺物…．．……………･……………………………135

第5節古墳時代の遺物……………･……･……･……………………135

第6節歴史時代の遺構と遺物･…･…………………………･…………138

第7節小結･………………………………………………………145

第VI章まとめ……･…………………………………………………146

土器・石器観察表……………･……･…．．……………………･………151



挿図目次

９
０
１
２
４
７
６
９
９
０
１
３
４
５
６
９
０
２
３
４
５
７
８

２
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５

図測

実
》
図

物
一
式
》
図
》
石
》
》
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１
１
１
１

遺
》
模
ｊ
測
》
集
一
一
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅱ
岨

土
物
》
物
》
物
》
層
構
み
実
部
》
部
》
号
》

出
遣
ｊ
遺
ｊ
遣
ｊ
土
遣
込
器
中
》
中
》
３
》
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

内
土
器
土
器
土
器
跡
跡
り
石
集
〕
集
１
。
》
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測

跡
出
土
出
石
出
鉄
遺
遣
お
代
片
１
片
２
号
》
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実

居
中
Ｉ
中
く
中
く
川
川
く
時
器
Ｉ
器
く
２

石
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

住
層
図
層
図
層
図
谷
谷
図
器
土
図
土
図
・
図
集
土
土
士
土
土
土
士
土
土
土
土
土

碍
飴
釧
飴
釧
飴
釧
卿
卿
鵬
陥
撤
訓
撤
鋤
喝
釧
帰
撤
撤
撤
撤
撤
撤
撤
徹
撤
徹
撤
撤

第20図

第21図

周辺遺跡分布図………………2

週略計画図……………………7

調査区位置関係図……………9

小園遺跡遺構配置図…………13

深水小園遺跡谷川地区住居跡

配置図・……………………･…・14

1号住居跡実測図…･………・・15

1号住居跡内出土遺物

実測図・……………･………･…16

2号住居跡実測図（1）………18

2号住居跡実測図（2）………19

2号住居跡内出土遺物

実測図（1）…･………………・・20

2号住居跡内出土遺物

実測図（2）…･……………･･…21

2号住居跡内出土遺物

実測図（3）…･……･………･…22

2号住居跡内出土遺物

実測図（4）……………………23

2号住居跡内出土遺物

実測図（5）．．………………･…24

2号住居跡内出土遺物

実測図（6）…………･……･…・25

2号住居跡内出土遺物

実測図（7）．…………･……･…26

2号住居跡内出土遺物

実測図（8）……………………27

2号住居跡内出土遺物

実測図（9）．．……･……………27

4号・5号住居跡実測図……28

図
図
図
図
図

１
２
３
４
５

第
第
第
第
第

第22図

第23図

図
図
６
７
第
第 第24図

第25図

図
図
図

８
９
ｍ

第
第
第

第26図

第27図

第28図第11図

第29図第12図

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

第13図

第14図

第15図

第16図

第17図

第18図

第19図



図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

９
０
１
２
３
４
５
６
７
０
１
２
４
６
７
８
９
０
１
２
４
５
６
７
８
９
０
１
２
４
５
６

５
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９

鋤
の
印
①
刀
副
帥
の
Ｄ
沙
一
一
》
、
幻
鋤
心
帥
印
、
帥
帥
川
皿
切
剛
剛
励
励
一
一
一

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
》
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
１
２
３

測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
図
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
測
く
く

実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
測
図
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
図
図
図

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
実
測
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
斧
測
測
測

土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
品
実
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
実
実
実

徹
撤
撤
撤
撤
撤
撤
撤
撤
撤
蝋
珊
醗
棚
槻
棚
棚
棚
棚
棚
棚
槻
棚
棚
棚
棚
棚
棚
捌
飾
飾
既

７
８
９
１
２
４
５
６
８
９
０
１
２
４
５
６
７
８
０
１
２
３
４
５
６
８
９

９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
》
器

》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
》
》
》
》
石

一
一
一
一
一
一
一
一
図
》
一
一
一
一
一
一
一
一
》
》
一
一
一
一
明

“
亜
叩
”
”
”
唖
亜
狽

》
》
》
一
一
一
一
》
》
》
》
一
一
一
一
不

》
》
一
一
一
一
》
》
実

、
ノ
、
ノ
、
ノ
．
．
、
ノ
、
ノ
、
ノ
片
片
》
片
《
片
》
片
》
’
ノ
ー
ノ
ｊ
、
ノ
ー
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
石

４
５
６
．
・
１
２
３
剥
剥
》
剥
》
剥
》
剥
》
１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
１
２
１
２
台

／
Ｉ
ｉ
ｔ
ｆ
、
プ
つ
プ
つ
、
ノ
ブ
つ
、
ノ
プ
つ
、
ノ
プ
旬
、
ノ

細
細
細
伽
細
細
棚
湘
州
肪
ｕ
伽
⑫
伽
⑬
伽
“
細
細
細
細
細
細
湘
伽
細
細
細
細
細
細
陥

実
実
実
実
実
実
実
実
痕
痕
図
痕
図
痕
図
痕
図
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
実
・

石
石
石
匙
錐
核
核
核
工
用
測
用
測
用
測
用
測
石
石
石
石
石
器
器
器
器
器
錘
錘
皿
皿
皿

磨
磨
磨
石
石
石
石
石
加
使
実
使
実
使
実
使
実
敵
敵
敵
散
敵
操
操
操
操
篠
石
石
石
石
石

図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
咽
咽
咽

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
０
０

７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
１
１
１

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第



実測図…………………………130

第103図石皿実測図（3）………………131

第104図その他の石器実測図（1）……132

第105図その他の石器実測図（2）……133

第106図弥生時代及び古墳時代土器

実測図…………………………136

第107図古墳時代須恵器実測図………137

第108図1号掘立柱建物跡

実測図（1）……………………139

第109図1号掘立柱建物跡

実測図（2）……………………140

第110図平安時代土師器実測図（1）…141

第111図平安時代土師器実測図（2）…142

第112図平安時代土師器実測図（3）…143

第113図青磁実測図……………………145



表目次

第1表周辺遺跡地名表…………3

図版

PL1遺跡遠景（南より）

PL2遺跡遠景（東より）

PL3深水谷川地区近景（調査前）

PL4深水谷川地区近景（調査後）

PL5深水谷川地区調査風景

PL6深水谷川地区5－B区縄文土器

集中部調査風景

PL7深水谷川地区5－B区縄文土器

集中部出土状態

PL8深水谷川地区5－B区縄文土器

集中部出土状態

PL9深水谷川地区9－A区縄文晩期

土器出土状態

PL10深水谷川地区1号集石出土状態

（北より）

PL11深水谷川地区1号集石出土状態

（西より）

PL12深水谷川地区3号集石出土状態

PL13深水谷川地区4号集石出土状態

PL14小園遺跡谷川地区全景

（調査後西より）

PL15小園遺跡谷川地区全景

（調査後東より）

PL16小園遺跡谷川地区1号住居跡

遺物出土状態

PL17小園遺跡谷川地区1号住居跡

土器・石器観察表………………151

目次

完掘状態

PL18小園遺跡谷川地区1号住居跡

炉跡検出状況

PL19小園遺跡谷川地区2号住居跡(調査前）

PL20小園遺跡谷川地区2号住居跡

遺物出土状態

PL21小園遺跡谷川地区2号住居跡

完掘状態

PL22小園遺跡谷川地区2号住居跡

遺物出土状態

PL23小園遺跡谷川地区2号住居跡

遺物出土状態

PL24小園遺跡谷川地区2号住居跡

遺物出土状態

PL25小園遺跡谷川地区4．5号住居

遺物出土状態

PL26小園遺跡谷川地区4号住居跡

完掘状態

PL27小園遺跡谷川地区5号住居跡

完掘状態

PL28深水谷川地区1号掘立柱建物検出

状況

PL29深水谷川地区1号掘立柱建物

完掘状態(東より）

PL30深水谷川地区1号掘立柱建物

完掘状態(南より）



第1節遺跡の位置と地理的環境
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第1節遺跡の位置と地理的環境

遺跡の所在地：熊本県球磨郡相良村大字深水字谷川

熊本県は、阿蘇の大火山を含む九州脊陵山地をその東部に有する。この山地地帯は、祖母．

国見・市房などの1700,級の山々が連なる高山地帯である。人吉・球磨地方は、この山地の一

角である球磨盆地に中心を置く。

相良村は、その球磨盆地の北西部に位置する○東は多良木町・須恵村･深田村、南は錦町、

西は人吉市・山江村、北は五木村に接する。東西約9km、南北約24kmの村域を占め、南に

狭く北に広い扇形である。

球磨盆地中央には、日本三急流の一つにはいる球磨川が西から東へと流れている。盆地内で

は、球磨川は、緩やかな流れを見せるが、盆地を抜けると急流の名に恥じず、中部山地の谷間

を流れ、八代海へと注ぐ。この球磨川が人吉盆地の地形に大きな影響を与えている。球磨川沿

いには、沖積平野が広がり、球磨川の支流である川辺川の下流でもみられる。川辺川は、五木

村に流れを発し、谷間の急流となり流れ、南進して相良村の中央を縦断し、錦町との境で球磨

川に合流する。相良村は、この川辺川の影響を大きく受けており、この地域の主要河川として

大きな役割を担ってきた。

遺跡は、この川辺川が急峻な流れが山間を縫ってきて盆地の中へ入ろうとするところにある｡

ここは、いわゆる「深水原」といわれる一帯で、川辺川の河岸段丘上として形成されたようで

ある。相良村の中でもかなり広い平坦地を形成する。

次にこの遺跡周辺の地質的な様子を見てみよう。球磨川の北岸では、川辺川の形勢した広大

な扇状地がある。また、それ以外に阿蘇の未固結堆積物及び入戸火砕流の堆積物よりなる小起

伏丘陵地が発達している。遺跡の位置する付近は、火砕流堆積物よりなる小起伏丘陵地と河岸

段丘の境界付近である｡

本遺跡では、石器時代の遺物に多量の石器類がある｡それらに使用されたのは、黒曜石．安

山岩・砂岩・千枚岩などがある○いずれの石材も盆地内で入手が可能なものである。黒曜石は、

人吉市桑ノ木鶴と球磨村黒白で、珪岩・安山岩は、人吉盆地の山地地帯やそれに発する河川の

操層・転石中に、また、砂岩・千枚岩なども球磨の山中にみられ、河川の転石にみられるもの

である｡特にこの遺跡で多量に出土した砂岩製の石器類は、川辺川の転石を持ってきたものと

思われる。このようにこの遺跡でみられる石器に使用された石材は、球磨郡内で十分供給可能

なものばかりである。

遺跡周辺の土壌は、黒ボクである。その下部には、イモゴ層がある。本遺跡内では表層の黒
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第1図周辺遺跡分布図(縮尺2万5千分の1図）
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第1表周辺遺跡地名表
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ボクと混じった分布を示しており、単一の堆積状況にはなかった。そのさらに下層には、シラ

スが存在しているようであるが、明確な確認はできなかった。それよりもこの付近の段丘堆積

物である砂篠が部分的な摺曲によって現れていた。本遺跡でもこの堆積物の層は見られ、集石

遺構と混同させられた。

第2節遣跡の歴史的環境

相良村は、藩政時代には、旧川村が柳瀬・深水・川辺でそれぞれ一村を形成していた。後に

旧四浦と合併し、相良村を形成した。深水谷川遺跡の位置する相良村深水の周辺には、多くの

遺跡が存在する。ここでは、この遺跡の周辺ならびに球磨郡内の遺跡の分布状況をみていきた

い。

相良村には、これまで多くの遺跡が知られ、調査されたものも幾つかある。遺跡は、多くが

川辺川に沿って分布する。平地が少ない川辺川の上流でも急斜面を形成する一帯では、どうし

てもやや狭いながらも平地を遺跡の立地場所としているようである。

(1)旧石器時代

本遺跡からも旧石器時代と思われる遺物が2点出土している。他に前年度調査の小園遺跡で

も1点表採されている。球磨郡内でもこの時代の遺跡は、20カ所以上で確認されている。特に

近年九州縦貫道の関係で調査されている人吉・山江では、層位的に遺物が捉えられ、旧石器時

代の石器文化を考える上で大きな成果をあげている。

(2)縄文時代

本遺跡では、縄文時代の早期・前期・後期・晩期の各時期の遺物が出土している。中でも晩

期の土器・石器の出土量は多くこの遺跡の特徴をしめす。

早期の遺跡としては、狸谷遺跡、山村遺跡、山村闇谷遺跡、石清水遺跡、大丸・藤ノ迫遺跡、

城馬場遺跡、天道ヶ尾遺跡などがある。狸谷遺跡では、押型文土器の時期の住居跡と石組炉が

確認されている。山村闇谷遺跡は山村遺跡などとともに山村台地の上にあり、一帯に多くの遺

跡が存在し、山村遺跡群を形成する。ここでは、集石・炉跡とともに円筒土器・押型文土器・

塞ノ神式土器などが出土し、この地における早期の生活状況をしるうえで重要な遺跡である。

また、大丸・藤ノ迫遺跡では、塞の神式土器が大量に出土し、キャンプサイト的な様相をしめ

す。この他にも鹿児島系統の土器が出土し、球磨郡と鹿児島地区との関係を考えさせるもので

ある。

前期の遺跡としては、鼓ガ峰遺跡・湯前町米山遺跡などがあるが、全体的に出土点数も少な

く、主体的な遺跡としては、まだよく分からない。鼓ヶ峰遺跡では、曾畑式土器・船元式土器

が僅かに出土している。湯前町の米山遺跡は、I区において、数十点出土している｡いずれも

遺構などの確認はなく、その'性格は不明である。
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球磨郡内における縄文時代中期の実態は、まだ不明である。先に挙げた米山遺跡では、阿高

系統の土器が数点出土しており、中には完形に近いものもある。しかし、遺跡の中心時期は、

後期である。出水式・南福寺式・鐘ケ崎式土器などが出土している。遺構としては、不明土坑

のみであった。

続く後晩期の遺跡が、球磨郡内で現在注目を浴び始めている。特に後期の後半から晩期末は、

多くの遺物を出土する。立地の上でも興味深い傾向を示している。それは、丘陵地・台地上に

位置するものと、その下の低地部分に位置するものである。前者の例としては、天道力尾遺跡・

木上龍口遺跡・大原天子遺跡などがある。後者には、アンモン山遺跡・七地遺跡・中神遺跡な

どがある。中でも人吉市調査の中神遺跡では、数十軒の円形住居跡、埋め要、装飾品などが出

土し、球磨郡内で始めてこの時期の遺構を確認したことで意義の大きい遺跡である。集落の構

成面でも多くの事がつかめている。

(3)弥生時代

弥生時代前期の遺跡は球磨郡内で確認されていない。中期の遺跡も確認されてはいないが、

遺物としては、幾つかの場所で確認されている。弥生時代後期になると確認されている遺跡も

ずっと多くなる。特に免田式土器の遺跡は、この時期の特徴的な土器として郡内でも多く出土

している。大丸藤ノ迫遺跡・本目遺跡・荒毛遺跡・夏女遺跡などでも出土している。大丸藤ノ

迫遺跡では、竪穴式住居跡が10基ほど、土坑・穴類が確認されている。夏女遺跡では、やはり

台地上であるが、数十基の住居跡が確認されている。住居跡は、円形のものと方形のものの2

種類があり、いずれにもベッド状の高まりをもつ。弥生時代後期から古墳時代の前期にかけて

のものと思われる。出土遺物のうち土器の多様さは、時代の変化のようすを示すものであろう。

鏡が2面出土した点でも大きな意義を持つ。

(4)古墳時代

古墳時代における中心は、球磨川の南側である人吉盆地の中央部にある。亀塚古墳群・四塚

古墳群・才園古墳群・鬼ノ釜古墳群などの大型の墳丘をもつ古墳が分布するものもその証左で

ある。これに対して、球磨川の北岸には、小型石室墳や横穴などが存在し、そのあり方に大き

な差異がある。本遺跡周辺の瀬戸山古墳群・石坂古墳群も小型の石室墳であり、墳丘をあまり

持たないものである。また群集墳的な性格を持つものである。瀬戸山古墳群は調査がなされ、

多くの鉄器類が出土し、古墳時代の後期前半のものであるとされている。また、石坂古墳群は、

現在18基ほどを数えるが、破壊されたものも考えれば数はさらに多くなろう。調査はなされて

いないが、これも古墳時代後期のものと思われる。

この様な古墳時代の状況の中で、生活跡の調査はまだ数が少ない。人吉市のアンモン山遺跡

では、成川式土器を伴った住居跡が確認されている。また、本遺跡の内小園遺跡でも前年度調

査の分とあわせて、20基ほどの成川式土器を伴う住居跡が確認されている。須恵器も出土して
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いるが、出土点数も少なくまた、住居跡と完全に伴うか分からないが、近接する石坂古墳群と

の関係を伺わせるものである。この他、同時期と思われるが、城馬場遺跡でも古墳時代の住居

跡が2基確認されている。

(5)歴史時代

古代においても、やはり現在判明している遺跡の分布から盆地の中央部がその中心であろう。

ただ、平安時代にはいると徐々に周辺へと拡大していく傾向がある。荘園などの発展過程にお

いても球磨郡中央部から周辺地域へと広がる傾向がそれを示す。特に寺院などの造営では、有

力氏族によるものがあったと思われる。平安時代の研究は、まだ十分進展しているとはいえず、

この寺院の造営についてもその成立ちなどは、文献からの史料はほとんど期待できない状況で

ある。ただ、鎌倉期における文献から、前代の寺院造営のあったことを伺うことができる。文

献以外には、遺物としての仏像から僅かに平安時代のようすを伺うことができる。その仏像で

は、天台宗を中心とする山岳仏教がまず浸透してきたような痕跡がある。天台宗の進展を示す

物としては、荒田観音堂の保延七年銘の釈迦如来座像がある。その胎内銘に天台僧林与なるも

のの名が記されている。まだ、この一体のみのことであるため、球磨郡内に天台宗の浸透が真

言宗の浸透に先立ってあったということはできない。しかし、これからその証左が発見される

可能性はある。

一方、この時期の人々の生活に関係する遺構はまだ確認されていない。しかし、精神活動に

関係するような遺構は確認されている。錦町のトビラ山遺跡では、多量の土師器の坪・高台付

坪・皿が廃棄された状態で見つかっている。また、天道ガ尾遺跡においても多量の土師器が掘

立柱建物に伴って出土している。いずれも調査者により、祭祁に伴うものとの見解がしめされ

ている。遺物の中には、本遺跡出土の土師器に共通するものがみられ、時期と遺跡の‘性格につ

いて示唆を与えるものである。

中世になると史料がそろってくるため、その方面からの歴史は良く分かってくるようになる。

しかし、いざ地域の歴史を明らかにしようとすると史料的制約が大きい。この深水地区におい

ても、史料の中に地頭として深水氏の名がみられ、深水の名が登場するが、その生活実態など

になると正確なところはつかめない。城郭の調査も球磨郡内は、県下でもかなりなされた状況

であり、居館跡の調査も今後なされていけば、この時期の歴史もより明らかになろう。
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第II章調査に至る経緯

第1節調査の経緯

昭和53年、農業基盤整備の一環として、

広域営農団地農道整備事業が球磨郡内に広

く計画された。相良村を南北に貫く今回の

農道もその一つである。

文化課では、昭和61年、建設予定地区内

についてくまなく踏査と試掘を行った。そ

の結果、大字深水字谷川と小園に縄文時代

から中世にかけての遺跡が存在することが

判明した。

その後、県農政部、県文化課、相良村関

係当局との協議の結果、遺跡の現状保存は

現段階では不可能であるとし、工事着工前

に緊急発掘調査を実施することになった。

発掘調査は、本来地元教育委員会が実施

することが望ましいが、調査体制が整って

いないため、県文化課が国庫補助を受け実

施することになった。

字小園地区には古墳時代の集落を中心と

した遺跡があり、昭和62年度に発掘調査

(未報告）された。今回の調査は、これに

引き続いて字谷川地区にある遺跡について

の発掘調査である。字谷川地区には遺跡が

2カ所存在する◎1カ所は小園遺跡に続い

ていると考えられる遺跡である。もう1カ

所はより西側にあり、丘陵の斜面上に位置

している。

発掘調査は道路建設がさしせまっていた

こともあり、2カ所同時に進行することに

なった。
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第II章調査に至る経緯

第2節調査の組織

〔発掘調査〕

昭和63年度（現地調査）

調査主体熊本県教育委員会

調査責任者江崎正（文化課長）

隈昭志（文化課課長補佐）

松本健郎（文化課調査第一係長）

調査担当浦田信智（嘱託、現西合志町教育委員会）

坂田和弘（文化財保護主事、現玉名市立玉名中学校）

調査事務林田敏嗣（文化課課長補佐）

松崎厚生（文化課主幹・経理係長）

上村祐司（文化課主事）泉野順子（文化課主事）

調査参加者田頭一義、西和子、上村信子、丸尾栄子、山内孝子、中村三香、

溝口クニ子、森口オエカ、中村恵、高田ユリ子、平山妙子、前田筆子、

山本せい子、米良和子、阿川きゆき

調査協力者松舟博満

溝下昌美（湯前町教育委員会）

鶴島俊彦・和田好史（人吉市教育委員会）

原田正史（人吉市文化財保護委員）

相良村役場、相良村教育委員会

球磨事務所耕地課、熊本県耕地建設課

〔整理・報告書作成〕

総括隈昭志（文化課課長補佐、現県立荒尾養護学校校長）

松本健郎（文化課調査第一係長、現文化課主幹・調査第二係長）

島津義昭（文化課主幹・調査第一係長）

担当坂田和弘（文化財保護主事、現玉名中学校教諭）

実測担当坂田和弘吉内素子（嘱託）光永美栄（大学生）高宮京子（大学生）

製図担当瀬丸延子（臨時職員）加来恭子（臨時職員）木下春千代（嘱託）淵一瀬丸延子（臨時職員）加来恭子（臨時職員）木下春千代（嘱託）淵上真由美

（臨時職員）森裕子（臨時職員）徳丸郁代（臨時職員）連河由紀（臨時

職員）
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第1節調査の方法

第III章調査の経過

第1節調査の方法

調査は、試掘調査を通して、2地区になった。そこで、前年度調査との続き方から、東側の

丘陵地裾部を深水小園遺跡の谷川地区とし、丘陵地斜面を深水谷川遺跡とした。

深水小園遺跡谷川地区では、前年度との整合性を考え、共通点をもとにグリッド設定をすべ

きであったが、前年度調査者との連絡がうまくできなかったため、独自に基準点を設け、調査

⑮づ蝋

／

；没
〃

／
ぐ

1

J4Nn40

第3図調査区位置関係図

r、
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に取り掛かった。その基準点は、道路建設

における基準杭であるIP、7を利用した。

深水谷川遺跡では、道路の基準起点とな

るNn6とKA7-1を結ぶ線を東西に延長し、

NO6の杭を中心として、10m×10mのグリッ

ドを設定し北西側から1～10、北からAB

Cの順にグリッド番号をふった（第3図)。

第2節調査の経過

調査は、昭和63年7月11日に開始した。

調査地は樹木の伐採が終わったのみで竹類

や草類が繁茂していたため、当初伐採から

始まった。まだ暑さ酷しい時期であった。

遺物は、伐採作業中にも数多く見られた。

伐採作業の落ち着いた後に、調査区の絞

り込みを行うために試掘を行った。その結

果、字谷川のうち斜面状の地点に加えて、

前年度調査の深水小園遺跡に続く下方の平

坦地点も調査地になった。そこで、斜面地

の遺跡を「深水谷川遺跡」とし、下方地点

を仮に「深水谷川遺跡小園地区」の名で呼

んだ。後に「深水谷川遺跡小園地区」の方

は、「小園遺跡谷川地区」と名称を変更し

た。

調査は、調査の日程の関係もあり、この



第III章調査の経過

二つの地区を同時に進行させることにし、「深水谷川遺跡」の方を主に坂田が、「小園遺跡谷川

地区」を主に浦田が調査を進めた。

「小園遺跡谷川地区」の調査では、8月9日から重機による表土の除去を行った。除去後の

時点で、5軒の竪穴式住居跡を確認した。南側から順に1号から5号までの住居跡番号をふっ

た。このうち2号と3号は、2軒の住居跡の切り合いと捉えた。また、4号と5号は、一部切

り合っていた。8月末から、1号の発掘調査に取り掛かった。その結果、1号住居跡は、削平

を受け、ほとんど壁面は残っていなかった。2．3号は、当初の予想と異なり、一軒の住居跡

であった。遺物の出土量もこの調査区内で一番多く、器種も多様であった。4号と5号住居跡

が最後に発掘したものである。共に遺物の出土が少なかった。遺構も小振りのものであった。

5号住居跡は、一部が路線内に掛かったものである。出土遺物は少なく、大部分が埋土の上層

でみられた。ただ、一点炉跡の中央部に高坪が立った状態で出土した。5号住居跡までの調査

を終え、完掘写真を取り、仕上げとした。9月30日までに終了した。

谷川遺跡の調査は、小園遺跡の調査と並行して進めた。遺物の出土する範囲について調査を

進め、10cm毎に剥ぎながら遺物の検出に努めた。ここは、調査前は雑木林であったため、伐

採していたものの伐根していなかったため樹根が残っており、それを手作業で除去しながら調

査を進めた。そのため、調査の進行はかなり遅れた。

〔調査経過概要〕

･雑木、竹林の伐採・焼却（7／11～7／26）

･プレハブ建設(7／22）

･両地区i創跡範囲確認のための試掘(7／27～7／29）

（深水谷川地区）

･表土剥ぎ(8／1～8／25）

･遺構検出開始(8／25～9／5）

･包含層掘り下げ開始(9／6～）

。B－5区縄文土器集中部及び1～3号集石

調査開始(10／19～）

･各グリッド遺物出土状態調査及びドット図

作成開始(10／26～）

（小園谷川地区）

･表土剥ぎ(8／9～8／10）

･遺構検出(8／10～8／19）

･住居跡発掘開始(8／24～）

･住居跡実測開始(8／26～）

･住居跡発掘終了(9／10）

･住居跡実測終了（9／29）

･全体仕上げ写真・遺構配置測量図作成

小園地区終了(9／30）
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第2節調査の経過

。B－5区縄文土器集中部実測終了

・1号掘立建物調査開始(11／30）

・1～3号集石実測終了(12／2）

・1号掘立建物実測開始(12／6）

・1号掘立建物実測終了(12／14）

･人吉新聞取材（月足記者）

。4号集石発掘(12／16）

・4号集石実測終了(12／22）

･各グリッド遺物出土状態調査及びドット図

作成終了(12／23）

･プレハブ後かたずけ、機材撤収(12／23）

･全ての図面終了、調査終了(12／24）

最初から多くの土器片、石器、石片などが出土していた。遺物の出土する層は、あまり締ま

りがなく、露出させ原位置にとどめたものも僅かな衝撃で移動してしまう事が多かった。条件

は、この様にあまりよくなかったが、0層からI層へと掘り進めていくに連れて、遺物の出土

も増えてきた。出土した遺物は、グリッドごとに平板で点を落としレベルを記入し、取り上げ

た。その間、移動したと認められた遺物は、一括遺物として取り上げ、出土したグリッドのみ

を記入した。さらに、遺物はII層、111層へと調査を進めるにつれて遺物は相対的により古いも

のが出土した。縄文時代前期、早期の土器も確認できた。しかし、傾斜地という条件のなかで、

層序の反転も見られ、弥生土器と縄文時代早期の土器が同レベルに出土する状況も見られた。

また、いわゆる「風倒木」といわれる横転層が十数カ所で確認され、層位が不明確になる部分

も多かった。そのような中で、B－5区とB－6区において土器の集中する部分がみられた。

いずれも遺物は、縄文時代晩期のものであった。精査したが掘り込みなどの遺構は確認できな

かった。

調査も半ばを過ぎた頃に集石らしきものがB－5区に2カ所、B－6に1カ所確認された。

実測し、取り上げると明確な掘り込みはなく、広がり方もやや散漫気味であった。遺物も縄文

時代晩期の土器が含まれていた。しかし、最後に確認された4号集石は、明らかな掘り込みを

もつもので、石自体も焼けていた｡

調査も終盤を迎えた12月に入って、掘立柱建物跡が一棟確認できた。これは、柱の掘方痕跡

は一部確認していたものの、その形状からイモ穴と勘違いしていたものである。周囲にあった

硬化面を精査していて確認したものである。最終的には、三間×三間の総柱の建物であった。

調査初期にすでに多量に出土していた平安時代の土師器が出土したレベルがその整地面であっ

－11－



第III章調査の経過

たように思われる。この遺構の写真撮影は高さを十分採ることができず、かなり斜めからのも

のとなった。

調査は調査区全体を最終的に図化し、遠景写真を撮り終わった。12月24日のことであった。
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第1節調査の概要

第IV章深水小園遺跡谷川地区の調査の成果

第1節調査の概要

昭和62年度に同じ広域農道における調査で、深水小園遺跡が調査された。その調査では、古

墳時代の17軒の竪穴式住居跡が確認されている。また、中世の道路なども確認されている。昭

和63年度の調査即ち今回調査ではその続き部分である。ここでも、住居跡が確認された｡時期

はほぼ同じであると考えられ、一連の
l64ml68m

賊伽WTI⑮
遺跡であるのは間違いない。調査期間

中は、字を「小園」と勘違いしていた

、ため、当初は深水谷川遺跡の中の「小l7C

斑f三： 園地区」の名称で呼び、深水谷川遺跡

の一地区に含めていた。ところが、整

理段階で字切り図で再確認すると、こ

の調査地区の字名も「谷川」の中に入

るため、「深水小園遺跡の谷川地区」

という呼び方に整理の段階で改名した。

この調査区は、63年度の調査区には、

当初含まれていなかった。前年度調査

の際にこの部分にはプレハブの仮設小

屋が立てられていたため、今回調査に

際して、この部分まで遺跡が広がるか

再確認してみた。見たところ丘陵の緩

斜面を農地とするため、斜面を削り平

らにしたように思われた。しかし、試

掘坑を4本入れてみると、そのうちの

2本で遺物が出土した。中には、多量

の遺物が出土する一方で操層にあたっ

た部分もあったため、判断しにくかっ

たが、遺構の存在が十分に予想された

ので、表土剥ぎを重機で行い、調査を

開始した。

この小園遺跡が一連の遺跡である点
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第IV章深水小園遺跡谷川地区の調査の成果

を考えれば、前年度62年度の調査と63年度の調査との整合を考えるべきであったが、調査者間

の十分な連絡ができなかったため、独自の調査となった。特に前回の調査と対応する基準点が

分からなかったのは、遺跡のあり方を考える上では大きな失点である。ただ、前回調査部分と

今回調査部分とに掛かる遺構がなかったのは幸いであった。

第2節深水小園遺跡谷川地区の層序

この地区では、試掘調査を行った段階で大まかな層序は確認していた。調査段階でもさらに

層の確認を行っていった。以下、それらの結果を踏まえて層の状態を述べていくことにする。

I層表土。

II層遺物包含層｡暗褐色を呈し､小さい砂喋を多く含む｡111層の崩壊による混入であろう。

111層地山で、ローム層で暗黄褐色を呈する。部分的にはひどく風化した火山性の砂操のみ

の場所もある。この111層は谷川遺跡の方では地山でもかなり下層のほうでみられたものである。

このようにおおまかにとらえたが、部分的には摺曲や｢風倒木｣による横転層によって下層が

上に上がってきたり､斜面の裾であるため上方から流れてきた土砂の堆積による層もあった。

第3節遺構と遺物

住居跡

ここでは、4軒の竪穴式住居を確認した。ただ、住居跡番号において2号住居跡を当初2軒

の住居跡の切り合い関係と考えたため、番号を2号・3号としてしまった。ところが、その後

④

010m
砦一一一一一一三

第5図深水小園遺跡谷川地区住居跡配置図
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第3節遺構と遺物
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第IV章深水小園遺跡谷川地区の調査の成果
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第7図1号住居跡内出土遺物実測図

2軒の住居跡の切り合い関係にあるのではなく、一軒の住居跡であった。そのため、3号住居

跡は後に欠番となった。整理段階で住居跡番号の打ち直しをするべきであったが、そのままに

なっている。そこで、住居跡番号は、1号から5号までとなっているが、実際は4軒である。

では、以下に番号の順に住居跡の概要を述べる。

1号住居跡【第6図】

試掘の際にこの住居跡の一部を掘削し、遺物の出土があったためここまで調査範囲に加えた

ものである。しかし、包含層と勘違いしていたため、住居跡の隅を一部削平してしまい欠損し
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第3節遺構と遺物

た状態となっている。表土を除去し遺構確認をするため精査したところ、床の硬化面がすでに

出ていた。早い時期にかなりの削平を受けていたようで辛うじて壁面の立ち上がりを確認でき

た。しかし、住居跡のうち北西の丘陵側は削平のため壁はほとんどなく床面もなかった。この

ため住居跡の範囲は、ある程度想定の域をでない。南側は、僅かに壁が残り、埋土も認められ

た。埋土は暗褐色を呈し、カーボンを多く含んでいた。分層は不可能であった。また、遺物も

わずかであった。

規模は、長軸が4.35m、短軸が3.64mで隅丸長方形を呈する。立上りは、先にも述べたよう

にほとんどない。主柱は、これに伴うと思われるものは、はっきりとしなかった。炉が、住居

跡の中央よりもやや北よりに設けられていた。深さ17cmほどの掘りこみがあり、中に焼土が

認められた。住居跡中央部には、硬化面が炉を取り巻くように広がり、硬く締まっていた。

出土遺物

遺物は､かなり削平を受けていたため出土点数が少ない｡そのため､図化できる遺物も少ない。

高坪【第7図1】

図化したものは、高坪の坪部のみである。口径19.8cmを測り、体部に明瞭な稜線をもつ。

断面観察によると、その稜線のある部分に繋ぎ目があり、坪部底と口縁部の組み合わせによる

ものと思われる。脚部は、欠け方からこれに接合されている。外にも数点の高坪の一部とみら

れるものがあった。内器面、外器面共にナデによる調整が施されている。

塊【第7図2．3．4】

ごく一部の破片であり、全体は分からない。やや内傾するもの（2．3）と、直になるもの

（4）に分けられそうである。

妻【第7図5】

図上復元により、ほぼ全体の3分の2ほどがわかる。口径が25cmを測り、口唇が丸く体部

よりも広がる。頚部までの長さが7.5cmあり、頚部でかなり窄まる。頚部の直下で急にふく

らみ、そこが体部の最大径となる。あとは、緩やかに底部へ向けて窄まっていく。底部の形状

は不明であるが、丸底と思われる。外器面は、ナデによる調整が施される。内器面は、口縁部

がナデで、体部は、縦方向のケズリがなされている。

2号住居跡【第8図・第9図】

この住居跡は、先にも述べたように当初2軒の住居跡の切り合いと捉えたため番号を2．3

号住居跡とした。調査の結果、床の硬化面に途切れる部分がなく一面に広がることや炉跡がほ

ぼ中央部に一カ所であること、柱穴は4本で確実におさえられることなどから、一軒の住居跡

と断定した。そこで住居跡番号も2号住居跡のみとした。

この住居跡内には多量の遺物が流入した状況で出土した。多量の遺物は、出土状況より、住
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居跡内に廃棄したものに加えて、流入したものも多かったようである。というのは、遺跡のあ

るこの地点には、操層が露出したところであり、その操がかなり埋土中に混入していたためで

ある。また、遺物も完形に近く復元できる物が出土量に比べて少なく、破片の大きさも小さく

摩耗したものもあった。

住居跡の規模は、長辺が5.62～6.24m、短辺が4.86～5.66m、床からの立上りの深さが22cm

であった。平面形はやや不定形である。中央に径約70cmほどの焼土の詰まった深さ10cmほ

どの掘り込みがあり、これがこの住居跡の炉穴と思われる。ピットはいくつか確認されるが、

No.1、No.2、No.3、No.4の4本が主柱穴かと考えられるが、No.5、No.6、No.7、

No.8も並び方が似通うため、主柱穴かそれの補助かとも考えられる。また、住居跡自体を拡

張した際に新たに立て直した可能’性もある。炉跡の埋土は、暗褐色でカーボン粒、焼土粒を含

む。硬化面内にも焼土が見られたが、踏み固められて堅く硬化していた。おそらく炉跡内の焼

土を取り出したものの、屋外に出さずにそのままにしていたため踏まれたものであろう。

出土遺物

高f不【第10図・第11図】

出土しているのは、30点以上であるが、図化したのはそのうちの18点である。破損状況

と断面の観察により、坪部と脚部は別々に作られ、接合されたものと思われる。坪部の形態は、

大きく2種に分けられる。坪部が接合部を境として屈曲の度合の強いもの傍10図1．2．3・

4．5）と、やや暖昧なもの（第10図9．10．11）である。どちらも接合部に稜線は残るが、

－19－
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坪部の深さの差となって表れる。脚部は、残屈曲の度合が異なり、坪部の深さの差となって表れる。脚部は、残っているものが少ないので

形態がはっきりしないので、明確ではないが接地部分が非常に平たくなるもの（第11図1）と、

あまり屈曲せず接地が少ないもの（第11図2）とに分けられそうである。この脚部と坪部の組

み合わせは、完形になるものが少ないので明確ではないが、完形出土の一点（第10図3）をみ

ると、坪部の屈曲の大きいものが、脚部の屈曲のやや大きいものと組み合わさっている。

塊【第12図・第13図9】

1～3は、口径が約13～14cm、高さが約6cmのもので口縁でやや窄まり弱い屈曲から外へ

開く。4は、高さは不明であるが、口径が18cmでかなり外に開くもので、碗というより、坪

を思わせるものである。5は、口径が15cm、高さが約7cmのもので底部から口縁に向けて直

線的に伸び、口縁付近で外に屈曲し、広く開くものである。6は、高さは不明、口径が18cm

のもので、内部をケズリによる調節を施し、やや胴が張り、口縁が内側に入り込む。この土器

は鉢の形態に近い。次に7は、口径が23cm、高さが約11cmのもので外器面はハケによる調整、

内器面はナデとハケによる調整である。口縁付近で外に反るものである。8は口縁が10cmの

－21－
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高さは不明である。口縁付近で弱い屈曲があり外反する。9．10は破片のためよく分もので、高さは不明である。口縁付近で弱い屈曲があり外反する。9．10は破片のためよく分

からない。第13図の9は、小型のもので塊の中に入れたが、盃様の使用があったものかもしれ

ない。

小型壷【第13図1～8】

1．2は、頚部から口縁部までが約1cmほどの短頚壷である。3．4は、弱い二重口縁の

壷で、口径は約9cmほどを計る。5は、完形品で口径約5cm、高さ8cmの小型壷である。

6は、口縁と底部が欠けているため全体は不明であるが、口が広く開くもののようである。7．

8は、いわゆる「小型の手握ね」土器である。7は壷というより蕊に含まれるかもしれない。

口径5.3cmを計る。8は5に似たものであろうか。

壷【第14図・第16図1～5】

完形のものがないため、全体的な特徴は分からない。口縁部では、二重口縁を意識した緩や

かな屈曲のあるもの（第14図1．3．4）と、直線的なもの（第14図2．5、第16図1～5）

がある。外器面は、ハケによる調整を施した後にナデを行っている。内器面は、縦方向のケズ

リが明らかに残るもの（第14図2）とナデによりケズリの不明瞭なもの（1．3）の二つに分

かれる。底部は、平底気味の丸底が多い。
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第15図】妻【第16図6．7、第15図】

大きくは2種ある。口縁部の屈曲が明瞭であるもの（第16図7．第15図1）と不明瞭なもの

(第16図6．第15図2）である。完形になるものは少ないが、内器面のケズリのはっきりする

もの（第15図2．3）とナデによりはっきりわからないもの（第15図1）がある。外器面は、

ハケによる調整が残るもの（第15図1．3）とナデにより部分的に消されているもの（第15図

2）がある。底部は、平底かやや平底気味の丸底である。ただ、1例においては、底部外器面

にケズリを施すもの（第15図3）がある。

その他【第17図・第18図】

その他に、須恵器が3点（第18図2．3）出土している。いずれも住居跡埋土の中程度より

上から出土したものである。この住居跡の時期に伴うかどうかは不明である。器形は、いずれ

も破片のため不明である。ただ、醜（はそう）の一部と思われるもの（第18図3）もある。ま

た、脚台付きの蕊の一部と思われるもの（第18図1）もある。歴史時代の土師器（第17図1．

2）もある。小型のj不皿であろう。底部は、ヘラ切りである。第17図の3～8は壷か喪の底部

－26－
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であろう。丸底と平底気味の丸底がある。この8は、この形ではずれたような印象を受けるも

のである。内器面に円弧を描くような沈線がはいる。

4号住居跡【第19図】

5号住居跡との切り合い関係である。新旧関係は、切り合う位置でピットがちょうど掘り込

まれているため、不明である。住居跡は非常に小形のものと思われるが、半分ほどが調査区外

に広がるため詳細は分からない。一辺が確認できたので計測すると長さ3.18mであった。炉跡

及び明確な柱穴は確認していない。硬化面は、部分的には壁面近くまで広がっていた。j里士は

暗褐色士のみの単一層であった。Pit6は貯蔵穴であろう。Pit5は住居跡より後の時代に掘

り込まれたものであるが、埋土が住居跡埋土と同色であることから、時期差はそう開かないも

のと考えられる。出土遺物は少なく、図示できなかった。

5号住居跡【第19図】

4号住居跡との切り合いである。4号住居跡にきられており、こちらの方が古いものと思わ

れる。住居跡の規模は長径3.00m、短径2.80mを計るが、不整形を呈している。中央に炉跡が

あり、長軸70cm、短軸50cm、深さ6cmの掘り込みがあり、中に焼土と炭化物がある。この

住居跡も遺物は少なく、図示できたのは4点であった。柱穴として明確なものはない。遺物の

内、炉跡の直ぐ横にあった1の高坪は、床に立った状態で出土しており、やや特殊な状態を呈

する。

土里士は3層に分割される。I層は、やや砂質の暗褐色士。11層は、色・質ともにI層に同じ

であるが、中に黄色土粒（アカホヤか）を少量含む土である。111層は、暗褐色土に黄色土粒を

－29－
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多量に含む土である。炉跡の埋土は、暗褐色土で焼土粒・カーボン粒を含む。

出土遺物【第20図】

出土遺物は少なく、4点が実測できた。高坪が2点、壷の頚部が2点である。

高塊

1の高坪は、炉跡の周囲に床直で、垂直に立った状態で出土している。坪部が欠けて床に落

ちていたが、完形であった。脚部は、裾部との境が明瞭でなく、末広がりに広がる。内器面は、

横方向のケズリが施される。端部に小刻みなケズリが施され、外器面端部の指による押さえと

共に緩やかな段を形成する。坪部は、体部に明瞭な屈曲部が稜線となってあらわれている。坪

部の口径17.7cm、全体の高さ18.2cmを計る。2は1よりも坪部の屈曲が弱い。口径18.3cmを

計る。

壷

3．4ともに一部であり、全体は不明である。

包含層の遺物

土器【第21図】

試掘坑などからの出土遺物をあげる。1．2は、古墳時代の遺物である。1は、浅鉢の底部、

2は、脚付きの要の一部であろうか。3は、須恵器で大要の一部であろう。4．5．6は、歴

史時代の土師器である。4は、塊の口縁部である。5．6は、坪の底部である。底部はヘラケ

ズリである。

石器【第22図】

本遺跡では、包含層中から数点の石器が出土している。打製石斧が3点、磨製石斧が1点、

磨石が1点、加工痕のある石が1点ある。
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打製石斧は、深水谷川遺跡で出土したものと同じものである。’は、刃部を丸くしたもので

側面が平行なものである。厚みも一様でわりと薄手のものである。自然面を片面に、その裏側

が主要剥離面となっている。2は、刃部が広がり薄くなるものである。基部の方は厚みが増し

ていくもので、側面も絞り込まれてくる。片面に自然面を残す。刃部の切先に僅かに使用痕が

認められる。4は、’に似るが、やや基部の方が刃部よりも窄まってくるものである。片面に

自然面、その裏側に主要剥離面が残る。完形品である。これらの石斧類は、いずれも砂岩製で

ある。

磨製石斧は、3である。体部途中から欠損したものである。シルトに近い砂岩製であろう。

かなり表面が風化している。刃部近くまで、調整痕としての敵打のあとが残る。刃部付近は、

丁寧な磨研がなされているようである。刃部は、体部より窄まっている。切先に使用による刃

こぼれがみられる。

磨石として、5があげられるが、あまり明確には、痕跡が残っていない。一面は、緩やかな

凹みがあり、ここが磨石か、あるいは、砥石としての使用があったと思われる。また、もう一

方の面には、敵打のあとが僅かにみられる。

6は、加工痕が施されたものである。ヘン岩の剥片を側面から打ちかいている。偏平で細長

いものを利用している。打製石斧とは異なるようであるが、製品として何になるのか不明であ

る。

これらの石器類は、竪穴式住居跡にともなうものではなく、縄文時代のものである。

鉄器【第23図】

いずれも包含層中で発見されたものである。’は、小型の鉄斧の刃部のようである。真ん中
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に扶りが入る。幅3cmを計る。2は、鉄であるのは分かるが器種などは不明である。3は、

やや太目の釘の先のようなものである。長さ5．4cmで太さ1cm程である。

第4節小結

この調査区においては、以下のことが確認できた。

1）古墳時代前期の竪穴式住居跡が4棟あった。このうち2号住居跡はこの調査区中最も大

きく、長軸が約6m、短軸が約5mの長方形をなしていた。また、ここからは、おびただし

い数の遺物が出土した。1号は中型、4号と5号は小型のもので出土遺物は少なかった。

2）前年度調査された小園遺跡の範囲が、丘陵地のすぐ裾近くまで広がっていた。

3）この住居跡群の成立年代は、須恵器が入る直前もしくは入って間もない頃とみたい。そ

れは、2号住居跡の埋土上部に2点須恵器が含まれていたからである。しかし、確実にこれ

らの住居跡とこの須恵器が伴うとは言えない。したがって、5世紀末から6世紀前半ととら

えておく。

4）遺跡北東にある石坂古墳群と本遺跡との関係が課題である。ただし、この古墳群は確実

に須恵器を伴い、小園遺跡より後代になると思われる。2つの遺跡の間の関係は今後検討が

必要であろう。
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第V章深水谷川遺跡の調査の成果

第V章深水谷川遺跡の調査の成果

第1節遺跡の層位と包含層

本遺跡は、丘陵地斜面に形成された遺跡であるため、調査の過程で層位の確認を常に行って

いた。最初、2グリッドおきに土層観察用のベルトを残していた｡また、調査途中に下部の層

位まで確認するため3カ所トレンチを掘ってもいる。以下は、それらの知見をもとにまとめた

ものである。（各地点は第25図を参照）

第0層流入土層。

調査区の北側、斜面の上方では、土地の造成が行われている｡その工事の際に、土砂が調査

地に流入してきたものと思われる。

第1層本来の表土層。ふかふかした黒褐色土。

縄文時代晩期の土器片、石器類を含む。

第Ⅱ層暗褐色土。

アカホヤ火山灰の二次堆積土を含む。縄文時代晩期の土器片、一部には、縄文時代早期の土

器片を含み、石器類も含む。

第111層黄褐色土。

アカホヤ火山灰の土層である。この層は、土の状態と性質により、二つの層、IIIa層とIIIb

層に分けられる。

鰐 175.50m

174.50m

第2型どt

173．50m

172.50m

171.50m

170.50m

第24図深水谷川遺跡土層模式図
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第1節遺跡の層位と包含層

第lVa層

アカホヤの二次堆積層で、しまりはほとんどなく、場所によっては、第'''層と分離の難しい

ところもある。遺物は、縄文時代後晩期の土器類がある。

第lVb層

遺跡の南側、斜面の下方でみられる。下方では、ブロック状に現われ、よくしまる。縄文時

代前期の土器を含む。

第v層黒褐色土。

この層も部分的に現われるもので、遺跡の南側特に、C司・6．7区でみられる。粘性が

強く、よくしまった層である。縄文時代土器を僅かに含む。

第vI層暗黄褐色士。

シラスの二次堆積。しまりはあるが、粒子は砂質である。無遺物層。

第Ⅵl層緑黄褐色士。

シラス層で、キメの細かい粒子で、よくしまっている。無遺物層である。

この他に第ⅥI層の下に、操を多量に含む赤褐色土がある。この層は、斜面の上方、遺跡の北

側で顕著にみられ、集石のような印象を受けた。

遺跡の中には、いわゆる「倒木痕」が'0数カ所にみられた。円形ないしは楕円形に土層が順

に並んだ状態で露出しているものである。この痕跡の状態から層序の推定ができるようになっ

た。いずれも表土を除去する段階で現われ、遺構と混同する場合もあった。層序の状態から、

この痕跡の形成された時期の推定がなされてきているが、この遺跡でみられるものは、遺物の

混入や、層の含まれかたなどから、アカホヤ層形成後長くない時期と思われる｡それは、遺跡

の中では、流出が著しく、あまり明確なアカホヤ層を形成していないのに対して、この痕跡内

に認められるアカホヤ火山灰層は、はっきりとしており、層がまだ流出する以前にこの状態に

なったものと思われるからである。遺物からみると、縄文時代前期とされる蕊A式の土器片

が出土しているが、縄文時代晩期の土器は含まれないことから、縄文時代前期から後期の間に

形成されている可能性がある。ただ、層の状態から考えると、縄文時代中期としておきたい。

また、倒れた方向については、層位の状態より、北方から北東にかけてと思われる。この痕跡

によって、出土層がかなり撹乱されている場合があった。
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第V章深水谷川遺跡の調査の成果

第2節旧石器時代の遣物

本遺跡では、2点の旧石器時代の遺物を確認している。

層である｡これらの層は確定した層序ではなく、上から

の流入により形勢されてきたものであるため、多分本来

の位置をとどめるものではなく、土の流れによって移動

してきたものと思われる。ちなみに、トレンチの中でこ

の時期の遺物を含む層を確認できなかった。しかし、地

形的なことを考えると、調査区の上の丘陵上に旧石器時

出土層は、いずれも0層ないしはI

ー ﾘ
代の鋤が存在する可能性がある｡しかし､現在､そのくこ’
丘陵は、昭和40年代の造成工事により、牧草地となって

いる。かなりの地形改変が行われたようである。その際

に遺跡も破壊されたのではないかと思われる。懲

董職繭繋縛患覇欝駐
と思われる。細かい乳白色の黒曜石を加工せずそのまま

利用したものである。わずか1cmほどの剥片を剥いだ L－－一一一一－三－」

跡が残る。剥片は、実際の製品として後に利用できたか第26図旧石器時代石器実測図

は不明である。

前年度調査時にも小園遺跡において、細石刃が見つかっており、この外に旧石器時代の遺物

が存在した可能'性があるが、一応確認できたものだけをあげるにとどめる。

第3節縄文時代の遺構と遺物

1遺構

縄文土器集中部【第27図・第28図】

本遺跡内の2カ所で土器の集中部が見られた、それぞれについて以下に記す。

B5区のものは、掘り込みが不明である。若干黒っぽい黄褐色士（II層）に埋もれていた。

出土した縄文土器は縄文時代晩期の土器であり、3～5個体分あるようである。おそらく上方

からアカホヤの土と共に流れてきて、凹地に堆積したものであろう。

B6区のものも、掘り込みと認められるものはなかった。傾斜地の凹地に堆積したもののよ

うである。あまり接合のできる物はないようである。何れも縄文時代晩期の土器片である。

集石【第29図．30図】
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本遺跡では、四つの集石を確認した。形態と層位の違いから大きく二つのタイプに分けられ

よう。1号から3号までと4号である。

1号集石【第27図】

掘り込みは不明。検出面は、I層内である。時期は不明であるが、出土遺物より縄文時代晩

期であろうか。集石は一段であり、中央付近に二段認められた。石は小さく、掘り込みも検出

できなかった。集石内からは、焼土・炭化物は全く認められなかった。また、石も焼けている

のは認められなかった。

2号集石【第28図】

I層中に検出されたもので、掘り込みは不明である。時期は1号と同じく不明である。ここ

からは土器が出土している。出土している土器の内、大半は縄文土器の中であるが、須恵器片

が1点含まれている。混入の可能性はあるが、時期の目安になるかもしれない。

3号集石【第29図】

集石下面は黒ニガである。集石の掘り込みは不明確である。時期は、集石内より遺物の出土

が全くないため不明である。

4号集石【第30図】

明確な掘り込みを持つ。掘り込みは、長径89cm、短径82cmの不整円形で、深さが約40cm

～25cmを計る。掘り込み面は小石を多量に含むⅥl層下層の赤燈色土である｡埋土は黒褐色土

の単一層である。埋土中には多量のカーボンを含む。しかし、焼土は全く含まれない。掘り込

みの床面から壁の中位面付近は、熱を受けて淡い黄灰色に全体が変色している。また、石も下
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第V章深水谷川遺跡の調査の成果

面付近はほとんどが熱を受けて脆くなり、亀裂が入っている。この石の脆くなっていく傾向は、

上面にいくに従い割合が少なくなる。この集石は、穴の中で火を焚いたのは明らかであるが、

穴の中に焼土が全くない。石の入り方は特別な傾向は認められない。穴の中に石を投げ込んだ

感じである。

2遺物

本遺跡では、多量の土器、石器などの遺物が出土した。斜面地という地形的な条件のもとに、

縄文時代から歴史時代に到る数千年に渡る遺物が出土いている。斜面であるため、層位的に出

土土器の分類が十分行える状態ではなかったが、多様な遺物は、この遺跡における一つの特色

である。

また、地形的条件ゆえに遺物の移動も大きいと思われたが、遺物取り上げに際しては、でき

る限り遺物の出土原位置の記録に努めた。十分な成果は得られなかったが、出土傾向はとらえ

られるので、遺物観察表のところに参考として記載しておく。

（1）土器

出土した土器をここでは、これまでの土器研究の成果を踏まえて一応時代ごとに分けること

にする。縄文時代・弥生時代・古墳時代・歴史時代に分けて扱う。まず、縄文時代の土器から

である。以下順に記録していく。

縄文時代の土器としてとらえたものは、分類の結果、第I類から第ⅢI類までみられた｡縄文

時代早期から晩期まで幅広く時代を通して遺物が出土している。

第I類（円筒土器）【第31図】

出土地点は、A・B。C－5．6．7であった。出土点数は少なく、15点である。器形は、部

分的な出土であるため全体の形態は不明である。口縁部が直行かもしくはやや外反し、口唇部

は丸みをもって終る。器壁は、いずれも1cmほどの厚みがあり、内器面は、丁寧はへう研きで

仕上げられている。焼成は、ほとんどのものが良好であり、胎土は、長石や石英などの砂粒を

混入する。

文様は口縁の上部に貝殻腹縁に施文するものが中心であるが、胴部にかけてひろがるものも

ある。文様のあり方から更にIa類からIf類の5類に分けられる。Ia類は、1の1点のみ

であるが、口縁に径3，前後の円形の工具で刺突を連続して施すものである。一列のみしか残っ

ていないため、文様全体は不明である◎Ib類は2で、口縁部に貝殻腹縁による連続刺突を施

すものである。施文具の違いにより、やや大きさの違いがある。IC類は3．6．7で、口唇

部に貝殻による刺突をもち、口縁にも数状の貝殻による刺突文を施す。1．類は4．9で、口

縁外面に貝殻による連続刺突押し引き文をもつ。Ie類は、口唇部に刺突をもち、口縁に数状
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の貝殻による条痕文を施す。8．11．12がそれにあたる。

If類は、Ie類の文様帯を胴部まで広げるものである。13．14がそれにあたる。この2片

は同一個体の可能性がある。15もこの中に入ろう。これらの土器は、文様や形態などからみて、

鹿児島県内を中心として分布する円筒土器のうち貝殻条痕文とされるものに近い。この系統の

中に含まれよう。

第11類（押型文系土器）【第32図1～15，17．18】

土器の外面に回転による型押しを施し文様にしたものである。18点以上出土している。文様

と形態により3類に分けられる。

IIa類は、山型の文様を施すもので、分布は、A－4．5、B－5．7に集中する。破片がほ

とんどである。その中で1は、口縁部から胴部までみられるもので、口縁が丸くなりややふく

らむ。胴部の器壁は、約1cmほどである。山型文が幅10mの3単位で10本ないし9本を1本の

原体に深く彫り込んでいたものと思われる。かなり精繊に作られた文様をもつ。胎土、焼成も

良い。やや胴のはった器形である。2も1に近い原体によるものと思われる。山型文の土器は、

もう一つ異なるパターンをもつものがある。3．4．5．6は、山型の幅1.2～1.4mのもので、1・

2より文様が間のびした観があるものである｡こちらは、焼成･胎土がやや劣る。

IIb類は、格子文様を施すもので、いずれも胴部片のみである。7．8．9．10．11がそれ

である。器壁は、1cmほどである。胎土はかなり砂粒を含み、焼成もあまり良くない。格子の

間は、4mほどで、文様の残りが悪い。7．9．11は、同一個体の可能'性がある。

IIc類は、出土点数は、13．14の2点で、ともにB－5区からの出土である。5m×2mmの

長粒の豆粒状の楕円文を施文したもので、かなり精繊である。胎土・焼成はやや良好である。

小破片のため、形態などは不明である。この外に、17は、口縁部で、口径が小さく、外器面に

撚糸文を縦走させ、内器面口唇部には、横方向に撚糸文を施す。18は、胴部片で網目の押型文

を施したものである。小破片のため全体は不明である。17．18の土器は、押型文土器の系統に

いれられるもので、いわゆる「手向山式土器」であろう。15は、胴部破片である。押型文系の

土器に入れるのかよく分からないのであるが、文様の操返しを考えここに入れる。砂粒を多く

含み、あまり焼成も良くない。文様は、沈線もしくは押し引きのようでもある。

第III類【第32図16】

1点だけの出土である。16は、口縁部の破片で、ラッパ状に開く。三条の凸帯を貼り付け、

その上に刺突を施す。凸帯の下には、痛状突起を貼付ている。この土器は、類とするには、た

めらわれたが、外にいれられるものではないため、あえてここで分けた。平栴式土器と塞の神

式土器の中間形態の土器として、「天道ガ尾遺跡」の報告で触れられている。調査者は、新た

に「天道ガ尾式土器」の名を提唱している。

第Ⅳ類（塞の神式土器）【第33図】

－47－
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破片数で20点ほど出土しているが、文様・器形とも類似するものが多く同一個体と思われる

ものも多い。A－4．5．6、B－5．6、C－5の各区に出土している。

土器の形態は、口縁部が頚部に屈曲し、大きく外側にラッパ状に開く。胴部は、ややふくら

むか、直行する。文様は、口縁部に貝殻腹縁を加工し、3本の腹縁による平行押し引き文を横

位に数条施す。胴部には、同じ貝殻腹縁の原体かやや異なるもので、沈線による区画のなかに

条痕文を施して、充填している。胎土はやや良好であるが、焼成はあまりよくない。1．2。

3．4．5．8．9．10．13は、同一個体の可能性が高い。6．11も同一個体であろう。

第V類（条痕文土器）【第34図、第36図10．11．15】

内外面に条痕文を施したものである。C－5．6．7区で大部分出土している。出土層位は、

基本層序の4．5層であり、アカホヤ層の前後に集中する傾向がある。出土点数は、かなり多

い。完形となるものはなく全体の器形はつかめないが、砲弾型で底部が丸くなるか、尖底にな

るのではないかと思われる。これも分化が可能で、VaからVdの4類に分けられる。

Va類は、口唇部に貝殻腹縁による刺突または刻み目をいれ、その下を横方向の条痕文また

は、斜方向の条痕文を施す。更に下方に斜方向の条痕文を施すものがある（第34図1．2．3。

5、第38図15)。条痕文の方向の異なりは、条痕文を文様帯として意識しているものと思われ

る。深鉢状のものが多いが、4は、やや口が窄まり壷のようである。

Vb類は、口唇部に貝殻腹縁による刺突または刻み目をいれ、その下に斜方向の条痕文を施

す。これが胴部まで斜方向もしくは、条痕文を交差させたものを施す（第34図6．8．14．15．

16)。中でも6．14は、同一個体と思われるが、外器面では底部近くになると、ナデにより条

痕文を消すか、条痕文を下まで付けず無文化しているようである。

Vc類は、口縁部から貝殻腹縁による条痕文を施すものである（第34図10．11．12．13)。

11には、内器面の口縁部近くに貝殻腹縁で波状に文様をほどこしている。

Vd類は、口唇部に突帯を貼り付け、刻み目をいれたものである（第34図9、鏑6図10．11)。

9は、突帯を貼り付け、斜めの刻みをいれている。突帯の下部には横方向の条痕文を施し、更

にその下を斜方向の条痕文を付けている。第36図11は、やや内傾し、貼り付けた凸帯が口唇部

に会わさり、その上に貝殻腹縁による刺突が連続して施される。外器面は、細かい条痕文が施

される。第36図10は、口唇部外面に貼り付け突帯を設け、刻みがまばらにはいる。その下部は、

条痕文が施される。これらの土器は、さらに細分可能なものも含まれていると思われるが、い

わゆる「蕊A式土器」の範晴で捉えておく。
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第35図縄文土器実測図(5)

第VI類【第35図】

一点のみの出土であるが、他の土器類の中に入れるのがためらわれたので、一点のみの出土であるが、他の土器類の中に入れるのがためらわれたので、一類を設ける。

口縁部近くの破片であるが、口径の復元が可能であった。復元口径は45cmあり、かなり大型

の土器である。口唇部近くに2条の突帯を回らし、それに0.5mm間隔で刻み目を入れる。そ

の下部には、内外面ともに条痕文が施される。縦方向のものが中心であるが、斜方向のものも

はいり、複雑である。外器面は、この条痕文を突帯下部付近では、ナデ消しをしているようで

やや暖昧となる。突帯は、横に巡るものと、部分的であるが、縦方向に三条（一本は、剥落）

貼り付けられ、これにも刻み目が付けられる。内器面の口縁部付近では、条痕文を横方向に施

す。また、部分的に波状の沈線がある。器壁は薄く、7mmほどである。また、器面には、外

器面から穴があけられ、補修孔を作っており、5穴確認される。一つは対応する。

条痕文を持つものとしては、類の中に含めても良いようであるが、器壁の厚さが類に比べか

なり薄く、焼成もよく堅繊である。出土層位は明確にはつかめないが、アカホヤ層のやや上部

のようである。この土器は、蕊のB式の範晴にはいるものであろうか。

－49－



第V章深水谷川遺跡の調査の成果

〃
：雲

卿Ⅷ00'、、、、…公乏型

管蕊＝遷塗

蕊蕊

'
－－

〃
一
一
一

3

少少
11

11

10

1

I

4

一
』》

議謹謹議
■
■
■
甲
一

Ｊ
９

5

鶴識灘 '･煙琴零号窪

扉
…－－

鱗蹴

塾蕊議 鵜霧蕊繍
ニーヘニー

鯛薄
鰯

鋤蕊汀 I勤霧I夢
ii

ノ01

00

10

9

篭謹慧譲~1,,識 1
0『

14

10cm0
13 旧

第36図縄文土器実測図(6)

－50－



第3節縄文時代の遺構と遺物

第Ⅶ類（春日式系土器）【第36図1～9，12．13．14．第37図1．2．4．5．8．9．10】

内外面に条痕による調整がなされる。口縁部がキャリパー形を呈するもの、細かい波状口縁

で真っ直なものを併せて、ここに入れる。器壁が6mm前後と薄く、焼成も良い。点数はそれ

ほど多くはない。ここでは、Ⅵla類からⅥ1．類の4類に細分する。

VIIa類は、口唇部が連続押圧文で、外器面の下部には、押し引きの連点を二条を施す。やや

口縁の窄まる深鉢である。外器面は細かい貝殻腹縁による条痕文力流されるが、内器面は、ナ

デによる調整が施される。第36図の1．14がそれに当たる。

VIlb類は、キャリパー形を呈し、口唇部に連続押圧文を施し、その下部に押し引きの連続沈

線を2条ないし3条施す2．5がある。

ⅥIC類は、口縁が広く開き、屈曲部を持つ。3は、口唇部に連続する刻み目を持ち、屈曲部

にも刻み目を持つ。その問には、3条の沈線を施す。4は、3に似るが、口唇部と屈曲部の刻

み目がない。また、その間は、貝殻腹縁による押し引き文が施される。何れも内外面ともに条

痕文による調整が施される。7．12は、同一個体のようであるが接合しない。波状口縁で口縁

に3条の沈線を持ち、その間に刺突を2列施す。焼成はよいが、胎土中に砂粒が多くはいるた

め、破損した口がぼろぼろ崩れる。調整は、ナデにより丁寧に仕上げられる。

VIId類

口唇部に突帯を貼付るものである。6は、口縁が開き、口唇部に突帯を貼り付ける。貼り付

けた突帯の上部に連続押し引き文を施す。さらに口唇部内部には、刺突文を連続させる。内器

面は、条痕文による器面調整が明確に残る。外器面は、条痕文による器面調整の後にナデによ

り消されている◎8は、口唇にくねらせた貼り付け突帯を設け小さい貝殻腹縁による刺突を行

う。さらに下は、刻み目がつけられる。9は、8に似るが、貼り付け突帯の上に径5mmほど

円形工具による刺突が連続している。その下に条痕文がはいる。8．9ともに破片が小さいた

め、その詳しい様子はつかめない。

以上の土器は、口縁部から胴部に限られている。そのため、底部との関係は、明確ではない

が、第37図の8．9．10などのようなやや上げ底気味の平底であろう。底部内面にも条痕がある。

VIIe類

内外面とも条痕文のみである。第37図の1は、口縁が開き、連続押圧による波状の口唇部を

持つ。2は、破片の一部であるが、口唇に一つの突起を作り出す。調整は、1の工具に比べ、

粗く浅い。

第V''I類（野口式土器）【第37図3．6．7】

3は、口縁部に半円状の2本の沈線を持つものである。一点のみの出土である。滑石を多く

含み表面がつるつるしている。6は、やや波状気味の口縁で、口唇部に連続刺突を施す。これ

も滑石を多く含み、滑石製のようである。7は、底部でやや上げ底気味である。かなり多くの
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第37図縄文土器実測図(7)

滑石を含む。底部は必ずしも3と同一とは限らないが、出土層位や胎土が似ているためここに

あげた。

第Ⅸ類（船元式系土器）【第38図5．9】

第38図の5は、口縁部に貼付突帯を蛇行させて貼り付ける。その突帯のうえに円形工具によっ

て、刺突文を施す。外器面には、地文として撚り糸を転がしている。内器面は、ナデによる調

整を施す。破片のため、全体は、つかめないが、いわゆる「船元式系土器」にこれと似るもの

がある。一点のみの出土である。9は、底部である。やや上げ底気味である。器壁は薄く、焼

成は良好である。外器面に縄文を施している。5と同じものにはいるかどうかは難しい。
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第X類【第38図1．6～8．10～17】

無文の土器である。第38図の1は、図上復元であるが、口縁が直行し、深鉢で内外面ともに

細かい条痕文が施される。6は、口縁に幾つかの立上りを持ち、上から穴があけられているよ

うで、この部分に装飾があったのかも知れない。口縁はやや開いている。底部は、平底である。

器面は、ナデにより仕上られ、滑らかで堅く焼かれている。しかし、胎土中に多くの砂粒を含

むため、かえって破損し易くなっている。この土器に類似するものとして、7．11があり、器

形は異なるものの同じ類の中にいれられよう。底部は、10のように他に上げ底気味のものもあ

る。外に無文ではないが、口縁部に綾杉文を施す3のような土器や2のような押圧波状口縁の

土器がある。底部は、他に8．12．13．14．15．16．17のようなものもある。ただ、全体とし

て点数も少なく、見分けることは難しいので、細かく類別はしない。

第XI類（黒色磨研土器）【第39図、第40図】

黒褐色を呈し、器表面を磨きあげた精製土器である。器形としては、浅鉢がほとんどで

ある。器形から幾つかに分類できる。
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Xla類【第39図1～4．6、第40図1．4】

第39図の1．2．3．4．6、第40図の1．4である。口縁部は、頚部から急角度に開き、

僅かの長さをもって終る。口縁内部に一条の浅い沈線を持つ。中には、第39図の3や第40図の

4のような口唇部に鰭伏の突起やリボン状の突起を付けるものがある。胴部は、屈曲が強く1

のように尖り気味になるものからやや丸みを帯びるものまである。この屈曲部が最大径を計る。

XIb類【第40図2】

口縁部の外器面に帯伏の突帯をつけたものである。胴部は、大きく屈曲部が張り出す。器壁

は、5mm前後をはかり、かなり薄手である。ここでは、第40図の2のみである。

XIC類【第39図5、第40図12】

口縁は、頚部から急角度に広がるが、XIa類よりも長く伸びる。内外器面ともに沈線などは

施さない。第39図の5と第40図の12がこれに含まれる。中でも5は、頚部付近で、器壁がやや

厚くなり、そこに削り込むように3条の沈線が廻されている。沈線は、途中で上下2本の沈線

が丸くなって繋がり、対する沈線と共にX字型の文様を作り出す。胴部は、強く張りだすが、

XIa・XIb類に比べ、その位置が低くなっている。また､胴部には、一番径の張り出した位地
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に沈線が薄く廻る。頚部の沈線にも胴部の沈線にも出土した当初から赤色顔料が残っており、

胴部にも部分的に付着しており、器面全体を赤く塗っていた可能'性がある。

Xld類【第39図3．5～8．13】

口縁が広く開き、土器の最大径となるもので、第40図の3．5．6．7．8．13などがこれ

に含まれる。口縁部は、内器面に弱い沈線を1本廻らすか弱く内傾させる。外器面にも弱い沈

線を廻らせる。また、3のようにリボン条の突起をつけるものもある。口縁部から急激に窄まっ

ていき、胴部途中で屈曲を設ける。屈曲部は、8のように単に曲げるものと、13のように2段

の屈曲にするものがある。8は、屈曲部に沈線を彫り込み山型の文様をつける。削り込むよう

に作られる。底部は、残るものがないが、窄まり方から丸底に近い平底で、狭いものであろう。

XIe類【第39図9～11．14．15、第40図7～13】

以上の他をこの中に含める。細分が可能である。第39図の9．10は、鉢と思われる。10は、

口縁外器面に2本の沈線を区画として、間に斜格子の沈線を施す。11は、他の土器に比べ器壁

が厚く、土器自体も大型のものになりそうである。やや内傾気味で直に立ち上がる。口唇部は

丸みを帯びながらも平坦になって終る。14は、外器面に条痕文の残るものである。口唇部でや

や外反する。かなり堅く焼かれているもので、この中に含めたが、別の時期の土器の可能性も

ある。15は、底部である。再下部に2本の沈線を廻らし、緩やかな屈曲で底になる。平底であ

る。第40図の7は、口唇部内部にやや張り出しを持ち内傾する土器である。8は、やや内傾す

る小型の深鉢か。9は、小型の皿伏を呈する。10も小形の深鉢であろうか、口縁がやや外反す

る。11は、鉢型のものである｡内外器面ともに磨研される。12は、底部であるが、器種につい

ては、よく分からない。底部外面はよく使用されているものと思われ、擦れている。13は、ほ

ぼ直に降りるもので底部である。外器面には、たてに撚り糸状の圧痕が残る。器種は不明であ

る。別時期の遺物の可能'性も有ったが、焼成や調整が黒色磨研土器によく似ていたのでここで

取り上げた。

第X11類【第41図】

器面調整の条痕文をそのまま残すもので粗製土器である。器形により幾つかに分類される。

XIla類【第41図2】

大型の深鉢である。胴部に屈曲部を持ち、ここが肩部となり、口縁まで長く徐々に外反して

いく。内外器面とも貝殻による条痕文が明確に残る。内器面がややナデによる調整を加えるも

のもある。ここでは、第41図の2、第42図の1．3、第44図の5、第43図の1などが当たる。

Xllb類

XIIa類に似るが､胴部の屈曲から口縁にかけて直に延びていく大型の深鉢である。同じく内

外面ともに条痕文による器面調整がされる。第41図の2、第44図の1．9．7．8．10．11、

第43図の2．4．6．3．5、第45図の1などがある。ただし、第44図の7．8．10．11、第
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43図の3．5などは一部分のためこの中に含められるかどうかは不明である。

XIlc類

やはり、大型の深鉢土器である。胴部にやはり屈曲を持つが、屈曲部からの立ち上がる長さ

が短い。屈曲部から内径し口唇部近くで外反する。器面調整は、やはり上に同じくしてよいか

いささか暖昧である。第42図の1、第44図の2がそれに当たる。

XIld類

胴部の屈曲がもっとも径の大きいところとなり、口縁部が内傾するものである。口縁部付近

の出土が多く、大型の深鉢になるかと思われるが、明確でない。ⅢIC類に似るが､口唇近くで

外半せず、そのまま延びて終るものである。出土点数は少ない。第44図の4．6，第38図の2

がそれに当たる。
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第V章深水谷川遺跡の調査の成果

XIle類

大型の浅鉢土器である。内器面は、丁寧に磨研もしくはナデによって調整されている。外器

面は、条痕文による調整がそのまま残るものと、上部をややナデて薄く消しているものがある。

第46図の2．3、第47図の2．3は、径の復元ができたもので、径36～49cmあり、大きさに

やや異なりがあるようである。口縁から緩やかカーブを描きながら底部に延びていくもの、途

中で緩い屈曲を持つものがある（第46図の2．4)。また、第47図の6は、口縁外側に帯状の

突帯をもっている。第47図の4．5のように口唇部上部にアンペラ状の圧痕があるものもある。

他に第46図の1．4．5．6．7もこの中にはいる。

この種の土器には、底部に紅職痕を持つものがある。第49図の12．13及び紅職痕集成（第50

図）のように底部の外面に網目の圧痕がつくものである。底部中心から放射条に網目が延びる

ようで土器製作の際に、土器の底にアンペラ状の編み物を敷いたものと思われる。

XlIf類

第47図の1に代表される浅鉢土器である。口縁からほぼ直に底部に向かって延び、やや上げ

底気味の広い底部を持つものである。内外面とも粗い条痕文で調整されている。ただし、ここ

では、この一点しか確認していない。この器種は、口縁だけではよく分からないので、破片の

なかにこれに類するものがある可能'性がある。

xIIg類

中形の浅鉢で、胴部で屈曲し、口縁がやや内傾するか直になる。内外面とも条痕文により調

整され、そのまま痕跡が残る。第48図の2．3．4．5がそれに当たる。

X11h類

刻み目突帯文を有する要形土器である。出土点数は、少なく、図示したものだけである。第

49図の1は、口縁部の口唇部近くに太い突帯を貼り付け、太い刻みを入れるものでやや荒らさ

を感じるものである。2は、やや小型のものと思われ、器面調整も条痕文の後をナデにより丁

寧に消している。口唇部に突帯を貼り付け、太めの刻み目を入れる。3は、口唇部で、そのま

ま刻みというより刺突を施し、胴部では刻み目突帯を有するものである。4も3と同じものと

思われるが、胴部の突帯の刻みが大きい。これらの土器は、2を除いて何れも内外器面とも条

痕文による調整がなされている。その後緩いナデを行っているようである。

XIli類

第48図の1は、一点のみの出土で、中形の深鉢土器である。口縁部は胴部の屈曲部から内径

しながら口縁近くに至り急激に外反する。胴部の屈曲部より下部に編み篭状の圧痕が残る。痕

跡を観察すると、縦の骨組に交互にひごを交差させている。底部は残っていないため、不明で

あるが、平底にはならないようである。器壁もこの部分では、薄くなっているため、使用に際

しても特別の使われ方をされたと思われる。
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xllj類

口縁部に薄い沈線を施すものである。器形は、ほとんど深鉢であるが、浅鉢もあるようであ

る。第49図の5．6．10は、数条の沈線を緩やかなカーブで描くものである。6は、薄い器壁

の土器で小型の浅鉢であるが、その外器面に3条の沈線を描く。

X'1k類

鰭条の突起を口縁部につけるものである。第49図の7は、小型の深鉢であろうか。8は、大

型の深鉢であろう。内外器面とも条痕文が残る。

XIII類

一点のみであるが、第49図の11は、胴部の屈曲部上面に逆八の字伏の突帯をつけるものであ

る。外器面は、ナデにより調整されているが、内器面は、条痕文が残る。

XII類の底部

第51図は、XII類土器に伴う底部である。何れも平たい盤状の粘土を作り、その上にやや円

周よりも縮めて粘土を積み上げて作ったものと思われる。そのため、その接合部から欠けるも

のが多い。また、底部面の盤状のものは、粘土紐を巴状に巻きながら丸めたもののようである。

底部製作時に、下に何か敷いたものがあったようであるが、ナデにより消されているためはっ

きりしない。

X'V類【第52図1～3】

第52図1の1．2は、同一個体と思われ、同じC－6区から出土したものである。器壁が2

cm前後を計る厚手の土器である。ほぼ直に上部から降りていくもので、この残存部分だけか

らみると無文の円筒形の土器のようである。径の復元は困難であるが、残された部分のカーブ

から考えるとかなり大きなものとなりそうである。焼成はあまりよくないが、外器面は良くナ

デによる調整が施されている。3は、A－4区出土の土器で、器壁の厚さ3cmほどの底部片で

ある。外器面には、製作時の植物の葉の圧痕が残る。復元径は、14.5cmほどである。

±製品【第53図】

土製品として出土したのは、円板状のものが4点、土錘が1点、土偶片のようなものl点で

ある。1は、土偶の一部と思われるものである。上下が欠けており、一方の欠けた面に径5

mmほどの穴があく。やや楕円状の断面で指で形を整えたものと思われる。土偶とすれば、腕

か足にでもなろうか。

2は、土錘である。細長の団子状のものに両側から穴を通している。

3．4．5．6は、円板状の土製品で、いわゆる「メンコ」とよばれるものである。大小の

差はあるが、いずれも先に取り上げた土器類を利用して作っている。3．4は、特に作りが丁

寧で、縁を研いて調整している。これらの遺物は、所属時期がはっきりしないが、利用されて

いる土器や製作されたものが縄文時代の物であったためここで取り上げた。
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以上が縄文時代の土器および関連する遺物である。この中では、特に晩期のものの出土量は

多かった。他の類の土器は、出土量はまちまちで数点から数10点までと差が大きい。ただ、斜

面状に形成された遺跡のため、出土層位を明確にすることができなかった。出土レベルの低い

ものほど古くなる傾向はあるが、早期の土器は、斜面の途中からの出土であり、晩期の土器と

の差はほとんどない。前期の土器は、谷部の黒色土からの出土であり、これもやや流れ込んだ

という印象があるが、ほぼ層位的にはよいと思われる。ただ、調査者の計画が甘かったため、

途中で調査を打ち切ることになり、完全に掘り切ったとはいえない。調査者として深く責任を

感じている。
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（2）石器

本遺跡で出土した縄文時代の石器は、優に100点を越える。出土状況をみると、ほとんど遺

構に伴うものはなく、O層から111層までの各層に出土した。特に0層とI層における出土点数

は相当なものである。その主な内訳をみると、石錬17点、石匙4点、石錐6点、石錘14点、加

工痕のある剥片10点、使用痕のある剥片37点、打製石斧114点、磨製石斧5点、磨石28点、石

皿6点、砥石1点、敵石32点、石核10点である。その他に分類のはっきりしないものや多くの

黒曜石・砂岩などの剥片や石核が出土している。中でも打製石器類はその半数以上を占める。

剥片は、各種とも石器類の製作に伴って廃棄されたものと思われる。これらの遺物は、遺構に

伴うものはなく、また、斜面上に出土しているため、出土層位も明確に確定できない状態であ

る。したがって、各石器の帰属時代を十分に決められない。そこで分類した各石器について、

時代毎に記述することはせずに石器の分類項目毎に、この中で扱うことにする。

石器の分類については、様々な観点からこれまで論じられてきている。それらの考え方を参

考にし、分類を試みた。これまでの分類をもとに本遺跡で出土した石器類を分けると、磨製石

斧・打製石斧・石鎌・石錐・石錘・石匙・磨石・石皿・砥石・加工痕のある剥片・使用痕のあ

る剥片などがある。特に分布の上で特徴らしきものはみられないが、レベルによる差が若干あ

るようでもある。
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石鑑【第54図】

石鍍は、17点出土した。様々なタイプに類別ができる。分布状況は、A－5．7区、B－4．

5．6．7区、C－6．7区に出土し、特にB・C区に多く出土している。これは、縄文土器

の出土地点とさほど違わない。これは、斜面地の内でも傾斜の緩やかになる部分とも一致する。
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出土層位は、’層から2層にかけてである。石材は、黒曜石とチャートが利用される。黒曜石

は、姫島産と桑木鶴産かと思われ、かなり質の良いものもある。

出土した石鍍は、A類：平基無茎錐、B類：凹基無茎錬に分類される。B類は、さらにa～

fの5類に細分できる。

A類

A類の石鎌は、1点のみの出土である。2は、黒曜石製で、平面形が二等辺三角形を呈する

が、正三角形により近い形である。片面に主要剥離面を一部残す。

B－a類

B－a類は、正三角形を呈し、長さ1.5mほどの小型のものである。1点のみの出土である。

1は、黒曜石製である。

B－b類

B－b類は、扶りがU字形を呈し、切先に対して基部の大きさが大きい。いわゆる「鍬形錬」

とよばれるものである。4の1点のみの出土である。4は、黒曜石製である。

B－c類

B－c類は、二等辺三角形を呈し、底辺に比して高さの高いものである。扶りは、U字形を

呈する。5．6の2点が出土している。

B－d類

B－d類は、二等辺三角形を呈し、扶りがV字形で基部が尖るものである。3．7．8．9

10の5点出土している｡3は、やや小振りのもので3号集石内で出土している。

B－e類

B－e類は、正三角形に近いもので、扶りが緩やかなカーブを描く。11．12．15の3点が出

土している。黒曜石・チャートなどが使用される。11は、両面に主要剥離面を広く残し、側面

を僅かに剥離する技法で製作している。12は、両面の剥離で丁寧に作っている。15は、片面に

主要剥離面を残す。

B－f類

B－f類は、上の分類以外のものを入れている。13は、刃部が欠けている。基部の作りがあ

まり丁寧でなく、扶りも浅い。14は、半分にかけているもので、片面に自然面を残す。形態的

には、B－d類に含まれるかも知れない。16．17は、基部の扶りの浅いもので、形の歪みの大

きいものである。技法的に他のものに比べ劣るようである。形態的には、縦の長い二等辺三角

形を呈する。

石鍍の時代的な差異は、層的にあまり明確な出土がないため、特定できない。形態的には、

1．2．4の石錬は、縄文時代早前期のものの可能性がある。他のものは、縄文時代後期以降

のものであろう。
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磨製石斧【第55図】

出土点数は6点と少ない。石材としては、流紋岩・安山岩・頁岩などが利用される。出土点数は6点と少ない。石材としては、流紋岩・安山岩・頁岩などが利用される。1は、

流紋岩製で、表面がかなり風化している。敵打により器形を整え、刃部をごくわずかに磨研し

て成形している。風化の度合いが大きいため、磨研の実際は良く分からない。出土地点は、C－

5区で、11層の一括取り上げである。2は、安山岩製で、非常に良く磨研されている。やや片

刃気味である。出土地点は、A・B－5．6区で、11層の一括取り上げである。3は、頁岩に

より作られており、啄彫による調整痕が残る。刃部は欠けている。太型の蛤刃であろうか。出

土地点は、C－7区である。4は、安山製で、体部は、打ち欠いた跡が残り、刃部が磨研され

ている。これは、本来そういうふうに作られたものか、作りかけのものか良く分からないが、

使用痕の存在を考えると本来局部磨製的に作られていた可能性がある。5は、体部のごく一部

であるが、形態的に磨製石斧と考えられたのでここにいれた。表面は、打ち欠いて形態を整え

た後に、磨研を加えている。安山岩製であろう。6は、刃の先のみである。使用により刃の部

分が剥落したものであろう。丁寧に研磨され、表面には光沢がある。一方使用痕が切先部に刃
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に対して垂直に残る。流紋岩製であろう。これらの石斧は、それぞれに形態的に異なるもので、

一点ごとに分類されよう。

打製石斧【第56図～第71図】

打製石斧として、認められたものは、114点あり、石器の中ではもっとも多い。石材として

は、砂岩がほとんどで、数点粘板岩のものもある。

出土層位は、大部分がO層とI層であり、縄文時代晩期の土器の出土に重なる。また、分布

範囲も調査区の大部分に渡るが、特にB・C－6．7に集中する傾向がある。

形態上の特徴により分類したが、その基準として、打製石斧の大きさ、刃部の形態、頭部の

形態を利用した。実物と実測図を見比べながら分類したが、必ずしも完形品ばかりではないの

で不正確なものもある。石器の観察表においては、さらに残存した部分の分類や石斧の反りを

載せている。

なお、第71図は形態の分かりにくいものが多かったので、分類からはずしている。

形態分類では大きくはI類からIV類の4つに分けた。中をさらに細分し、12形態となった。

以下にその概要を述べる。

I類

いわゆる短冊型といわれるもので、頭部幅と刃部幅がほぼ同じ、両側縁にえぐりが入らない

ものである。頭部の形態、刃部の形態、横断面の厚さなどからAからEまでの5類に分けられ

る。

1－A類【第56図～第58図、第60図1．2，第61図8】

長さに比べて幅がI－B類より広く、厚さの薄いもので、横断面が薄いレンズ状をなす。頭

部はやや丸みを帯び、刃部は先がとがり気味の弧状を呈するものである。長さが約9.8cm～約

13.5cm、厚さが約1.0cm～約2.0cmのものがある。大きさに幅があり、さらに細分可能かも知れ

ない。

I－B類【第59図～第60図3．6．7．8、第62図4】

長さに比べて幅が狭く、厚さの厚いものである。横断面は厚いレンズ状をなす。頭部は弧状

のものもあるが、やや角ばるものが多い。刃部は完形のものがほとんどないのでよく分からな

いが、弧状を呈するようである。長さは推定で約13.0cm～約15.0cm、厚さは約2.0cm～約2.6cmの

ものがある。

I－C類【第60図4．5～第61図1～4．6】

長さに比べて幅が広いものである。刃部が弧状を呈し、頭部は角ばるものである。長さは推

定で約16.0cm前後であろう。厚さは約2.7cm～約2.8cm、幅が7.0cm前後である。

1－，類【第61図5．7～第62図2．5～9】
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長さに比べて幅の広いもので、全体的にずんぐりした平面形を呈する。頭部、刃部ともに弧

状を呈する。頭部は場より刃部幅が広がる。長さが10.6cm～12.3cm、幅が5.4cm～6.4cmのもので

ある。

I－E類【第63図1～6】

頭部が直線的に角張るもので側縁部も直線的なものである。厚さも約1.0cm～約1.5cmとかな

り薄く作られている。刃部は確認できなかったので不明であるが、多分角張ると思われる。特

に第63図の1は、非常に丁寧に成形されたもので石材も他と異なり、粘板岩が使用されている。

11類

分銅型ではないが、頭部側に扶りを入れるものである。扶りの入り方からA・Bの2類に分

けられる。

II－A類【第63図7～10、第64図l～4】

かなり深く両側縁に扶りの入ったものである｡頭部は丸みを持ち､刃部は欠損しているものが

多いが､しやもじ状になると思われる。最大幅はこの刃部の方で､約7.0cm～約8.0cmになろう｡扶

り部は柄を装着するために作っているものと思われ､この扶り部で折れているものが多い。

II－B類【第64図5～10、第65図1～3．6、第68図5～8】

頭部に弱い扶りを入れるもので、頭部が弧伏または直線状を呈する。刃部は完形が少ないが、

II－A類と同じく、しやもじ状を呈している。厚さが1.5cm前後のものが多い。

III類

頭部幅が刃部幅に比べて小さく、場合によっては尖るものである。横幅と刃の形からAから

Cの3類に分けられる。

III-A類【第66図、第67図1～5】

頭部が尖るか、僅かの平坦面を持つものである。刃部幅に比べ長さの長いものである。刃部

は直線に近い弧状を呈している。長さは、約15.0cm～約17.0cmと大きいものと約11.0cmと小振

りのものがある。幅は約6.5cm～約7.0cm程である。

ⅡI－B類【第67図6．7】

III－A類よりも長さに比べて幅が大きいもので、刃部が直線となっている。長さが10.8cm～

12.2cm、刃部幅が6.5cm～6.9cmとなるものである。

III-C類【第68図1～3】

II－B類に似るが、頭部が尖っている。刃部はしやもじ状になっている。長さが約10.0cm～

約11.0cm、幅が約4.0cm～約5.0cmとなっている。

IV類【第69図、第70図】

これは、形態的にはこれまで述べたものに似るものもあるが、大きさの違いから分けた。こ

こではさらに2類に分ける。
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第3節縄文時代の遺構と遺物

IV－A類【第69図1、第70図2】

いわゆる溌形のものである。頭部は角張り両側から敵打を加え柄の部分を造り出している。

そこからほぼ直線状に伸び、刃部にいたると急激に膨らみ、正しくしやもじ状になる。図化し

た中で特に第69図1と第70図の2はその典型である。長さに比べて厚さが薄い傾向にあるよう

である。

IV－B類【第69図2．3、第70図1．3】

大型の剥片をを利用しているものである。長さが約16.0cmを越え、厚さも約3.0cmほどと

かなり大きい。形態的には1－，類に似るが、長さに対する厚さの比がやや大きいようである。

磨石【第72図～第77図】

この種の石器もかなり点数が多く、22点であった。ほとんどが砂岩であるが、中には、ピ

ン岩・流紋岩なども含まれる。これもその形態から大きくは、I類とII類の2類に分かれそう

である。

I類【第72図、第77図3】

I類は、いわゆる「石鹸石」と呼ばれる定形化しているものである。表裏を両面使用したも

ので、使用頻度が高かったため摩耗しており、平らでつるつるしたものが主である。第72図、

第77図の3などがそれにはいる。第72図の1は、片側面に敵打痕があり、片方の平面にも僅か

に敵打痕がある。2は、左右側面に加えて下の方にも敵打痕がある。破損品であるため、上に

も敵打痕があったかどうか不明である。破損部分の観察によると、側面からの敵打が加えられ

たことにより破損したと思われる。3は、側面全体が敵打されている。石材は脆いが、そのた

めの破損ではなく、意図的に敵打を加えたものである。これが成形のためか使用によるかは不

明である。

II類【第73図～第77図2】

II類は、自然の転石の中から、やや平面があればそれを利用したもので、決まった場所を使

用しないものである。簡便的に使用したのであろうか。かなり使い込んだものもあるが、大部

分は摩耗の度合いの少ないものである。大きさによりさらに細分できる。

II－a類

小円操を中心としたものである。第73図の1は、径が2cmほどのもので、闇肝の跡が明確で

はない。磨石としたがよいかやや不安である。2は、やや縦長の小円操を利用したもので、表

面の凸部分を磨研に利用している。3は、径3.5cmの球に近いものである。僅かずつ3面が使

用され磨痕が残る。4は、やや偏平な小円操を利用し、3カ所ほどに磨痕が残る。

II－b類

中形の不整円形の円操を利用したものである。中形としたがその範囲は、径が6cm以上10cm
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第V章深水谷川遺跡の調査の成果

未満のものである。ただ、この数?値は、長径を計測したものであり、何ら機能的な差異を考え

たものでなく、任意の区分に過ぎない。第73図の5は、II－a類と、さほど違いはない。続く

6．7．8．9も同様に一つの石の中に数カ所の使用樹跡を持つものである。第74図の4は、

破損した剥片を利用したものである。破損面まで磨研が加わり、他の面も3カ所利用される。

やや、他のものとは、趣を異にする。

II－c類

大型のやや偏平な円操を使用したもの。長径が10cm以上のものである。第74図の1．2．3

は、破損したものである。1．2は、I類に含まれるようでもある。破損は、敵打によるもの

であろう。3は、1面だけ使用される。第74図5．第75図・第76図・第77図1は、いずれも両

面もしくは、片面の使用がなされている。

石匙【第78図】

出土したものは、数量的には5点と少ない。B･C－6．7より出土している。使用された石

材は、頁岩･チャートが主である。形態的には横型のものと縦型のものに大きく分けられる。

横型石匙は、1．2である。1は、縦長の剥片の側部に上下から剥離を行いつまみを作り出

している。つまみの長さはあまり大きくはない。刃部は、両面からの押圧剥離により作り出さ

れている。刃部には、使用による剥離も認められる。2は、1に比較して作りが雑である。小

剥片の一部につまみを作り出すため、押圧剥離を加えている。

縦型石匙としては、3．4．5があげられる。3は、横型の剥片の短辺の一方に加工を加え、

つまみを作り出している。刃部は、一方の側片に限られ、片面からのみの調整が加えられてい

る。4は、片面に自然面を残す剥片を利用して作られている。バルブの部分をつまみ部にして

いる。これは、縦長にしたが、刃部は、片面に限られていた。5は、かなり大型のもので作り

もやや他の石匙と異なるようである。薄い縦長の剥片を利用している。剥離面が両面ともにみ

られ、バルブのある方をつまみとしている。刃部は、つまみの方向に斜めに交わるようにつく。

刃部には、使用痕が少し残る。

石錐【第79図】

ここでいう石錐は、回転によって、穴をあける用途・機能を持つものと捉えた剥片の石器で

ある。出土点数は、6点である。1は、押圧剥離により調整し、錐部の部分に扶りを僅かにい

れる。2は、剥片を加工したものである。握りの部分は、片面からの押圧剥離を行っている。

錐部は、尖った部分を使用したものでそこが使用により、扶りがはいっている｡3も剥片を利

用したもので側辺に細かい剥離を施し、先の尖った部分を錐部として利用する。4は、剥片を

ほとんど加工せず、尖った部分を錐部として利用している。5．6は、石錐とするにはやや不

－100－
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第3節縄文時代の遺構と遺物

安がある。5は、剥片をほとんど加工しないで、尖った部分を錐部としたようである。そこが

使用により剥離しているようである。6は、尖った部分がやや剥離している。錐部として使用

したものであろう。石材は、チャートが主である。いずれも縄文時代のものである。

石核【第80図～第82図】

石核として確認した遺物は、12点ある。形態的な違いより2つに分類できる。

I類

I類は、石材の剥ぎ取りにおいて、1面もしくは2面を中心とするものである。第80図の1

は、淡灰色を呈する硬質の凝灰岩で上部から剥ぎ取られている。剥片は、幅広のものであろう。

2は、黒曜石を使用している。片面に自然面を多く残すので、小さい黒曜石の岩塊を母岩とし

たようである。これは、上下からの剥離がなされている。幅広の短い剥片が剥離されたようで

ある。3は、棒状の黒曜石から直接剥ぎとりを行っている。上から2カ所の横幅の広い剥離痕

がある。4は、片面に自然面、片方に主要剥離面を残す。剥ぎ取りは、側辺から中心へ向けて、

ほぼ全方向からなされている。剥片は、やや幅広の短いものであるようである。5は、薄型の

もので、破損したことも分かる。母岩から剥片として剥ぎ取られたもので、剥離面が両面に残

る。剥ぎ取りは、両面からなされ、横幅の広い短い剥片をとっている。方向は特に一定してい

ない。

11類

II類は、断面が台形や四角柱状になるものである。第80図の6は、片面に主要剥離面が残る。

主要剥離面を打面として剥離を行っている。剥片は、幅広のものである。第81図の2は、やは

り断面が台形である。剥離は、平らに近い方では、剥離角度が大きく、側面では、平らな面か

ら角度を浅く剥がれている。横幅の広い剥片がとられたようである。3は、やはり断面が台形

に近く、剥離は、平らに近い方では、側辺の両方向から横幅の広い大型の剥片がとられている。

その裏側では、縦長のものと横広のものの2種類の剥片がとられている。第81図の1は、断面

が四角柱のものである。剥片は、短い横長のものと、やや幅広いが縦に長いものがとられてい

る。第82図の1は、断面が菱形を側面から中心に向かって横幅の広い剥片が多くとられる。2

は、岩塊を加工せず直接剥離を行っている。やや縦長の剥片をはいでいる。自然面が一部に残

る。剥離方向は様々である。3は、自然の岩塊の一部を打ちかいて剥片をとっている。剥片は、

やや縦長のものと細かいものがとられているようである。以上の石器の石材としては、チャー

トが使用されている。

加工痕のある剥片【第83図】

加工痕のある剥片としては、第83図1～6，8があげられる。1は、薄い剥片を片面から押

－103－



第V章深水谷川遺跡の調査の成果

徹 瀞
一

－ l■■■■

＝

〃

1
2

I 一 ー ー

-，
一

II

4

3

I

－

博
－

5

－ ■■■■■ 一

I

6

とニニコシ 0 10cm

L JJヨ

第80図石核実測図(1)

－104－



第3節縄文時代の遺構と遺物

I

｡■■■■
I■■■■■

ー

’

1

－
■■■■■■■

l■■■■■■

’
2

－

一

100
3

’吟一一一一一一三

第81図石核実測図(2)

－105－



第V章深水谷川遺跡の調査の成果

一
|■■■■■

一
一

’

1

一
l■■■■■■ ■■■■■■■

2

’

一

’

3

0 10cm

第82図石核実測図(3)

－106－



第3節縄文時代の遺構と遺物

圧剥離を加えて石鍍状の形にしている。しかし、刃部として十分整ってはいない。剥片鎌の未

製品の可能性がある◎2は、主要剥離面を残し、その裏を押圧剥離により調整しようとしてい

る。製品として完成したものかは不明である。3は、1と同じように刃部を作ろうとしたよう

である。途中まで作りかけ、下部が欠損したため、放棄したものであろうか。4も同じく石鍍

を調整途中にかけたような感じである。ただ、刃部の剥離が片方だけに限る点から、石鍍とは、

別のものかも知れない。5は、側辺の一方に剥離を施したもので、使用等は不明である。6は、

細かな剥離を一部に施し形成し終わったのか、使用したものか不明である。8は、かなり両面

からの調整が施されている。これは、あまり整ってはいないが、横長の石匙の可能性もある。

彫器【第83図7．9．10】

3点のみ確認した。第83図の7．9．10がそれに当たる。7は、縦長の小破片の下部に細か

い押圧剥離を加え、刃部としている。剥離は片面からのみである。やや刃部が縦に対して傾斜

している。9は、やはり縦長の剥片を利用したもので、下の大きくなる部分に縦と直角に刃を

設ける。10は、逆に狭い方に刃をつける。縦方向と直角になる。剥離の方向が一方向に限られ

ることから、細かい部分の削りが使われたのであろう。

使用痕のある剥片【第84図～第87図】

使用痕のある剥片は、数多く出土している。確認し、図化したものだけでも33点ある。使用

痕のあり方から3類に分けられる。

I類

I類は、縦長の剥片の側辺を－部使用したものである。使用による細かい剥離がみられる。

第85図の1～6、第84図の5．6．7、第86図の3．4．6．8、第87図がこれに入る。石材

としては、黒曜石、チャートなどが利用されている。

II類

II類は、狭いノッチの入るものである。第84図の2．4がそれに当たる。ノッチの狭さなど

から小さいものもしくは棒伏のものに対しての削る作業が想定される。

Ⅲ類

III類は、横長の剥片のうち上部がやや厚く、下部が薄くなって刃部として利用可能なものを

使用したものである。第84図の1．3．5．8、第86図の1．2．5．7．9などがそれであ

る。特に第86図の1．2．5は、調整はしてないものの石匙に近いものと思われる。いずれも

使用による刃としての破損がみられる。破損の仕方を仔細に観察すると、一面の側にだけ刃潰

れがみられ、使用に際しての方向'性が見られる。
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敵石【第88図～第92図】

ここで敵石としたものには、形態上からI類・II類・Ⅲ類の3類に分類できる。

I類

I類は、自然篠を加工をあまり加えず、1～2カ所利用したものである。決まった地点のみ

に敵打の跡が残るものである。すべて砂岩を利用したものである。さらに、使用された状況よ

り、4類に分けられる。

1－1類【第88図2．5】

1－1類は、棒状の自然操を利用したものである。第88図の2は、偏平気味の縦長の上下に

敵打の跡が残るものである。表面に磨研された後が薄く残る。5は、下の方にのみ敵打の跡が

－110－
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残るものである。

1－2類【第88図1．3．4．第90図3】

1－2類は、偏平な円形の自然操を利用したものである。表面に磨痕の残るものもある。第

88図の1は、側辺にも細かい敵打の跡が残り、一カ所は、打ち欠いた状態である。平面の部分

には、両面に細かい敵打の跡が残っている。側辺の状態からみて、石錘として利用されていた

可能'性もある。3は、側辺に垂直な細かい敵打の跡が残っている。これは、かなりしつこくた

たいた跡であろうか。4も3に似たものである。第90図の3は、側辺に2カ所の細かい敵打の

跡が残っている。

1－3類【第88図6．第89図1．2】

1－3類は、中形の自然操を利用したものである。第88図の6は、一面に磨研の跡が残る。

細かい敵打の跡が自然操より尖る部分に残っている。第89図の1は、片面に磨研の跡、その裏

に敵打の跡が僅かに残る。2は、偏平の円形操を使用している。一方の面に線状の敵打の跡が

僅かに残る◎石の形からして、この石より硬質の石の尖った部分をたたいたのであろうか。

II類

II類は、さらに利用の状況から3類に細分できる。

11－1類【第90図1．2】

11－1類は、偏平な円操の側辺部を利用して敵打している。形態的には、1－2類に似るが、

使用のされ方がより激しく側辺の全体に渡る。第90図の1．2がそれに当たる。

11－2類【第90図4】

11－2類は、自然操をかなり乱暴に打ち欠いた破片操を敵打に使用している。敵打痕は側面

に一部残される。第90図の4がそれに当たる。これは場合によっては、他の石器を作成するの

に利用されたのかもしれない。

11－3類【第90図5】

11－3類は、自然操をそのまま利用したものである。かなり大型の操を敵打し、剥がれてい

る。左右の側辺に細かい敵打痕が残る。第90図の5がそれに当たる。

III類【第91図．92図】

III類は、大小の棒状の砂岩操を敵打に利用したものである。第91図の1．3、第91図の6．

7、第92図の1～3は明らかに敵打によって破損しているようである。いずれも手にもって使

用するに手ごろな大きさである。第91図の2．4．5、第92図の4は明確な痕跡はみられない

が、表面に磨痕があり何らかの使用が考えられる。

これらは、遺跡内に多く見られた砂岩の破片に関係があるのではないかと考えられる。他の

石器の作成に利用されたのではなかろうか。
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喋器

大きく2類に分けられる。いずれの篠器も使用による敵打のあとが残る。石材は、砂岩が多

く、安山岩と思われるものもある。

I類

I類は、自然石をそのまま使用したものである。第93図3がそれにあたる。

11類

II類は、大型の喋片や剥片を利用したものである。さらにII－A類・II－B類・II－C類に

分けられる。

''一A類【第93図1．2、第94図、第95図】

大型の操片を利用したものである。割れた状態をそのまま加工せずに使用しているものが多

い。使用した部分に打撃痕が残る。

lI－B類【第96図1．2．3】

大型の剥片を利用したものである。刃部にあたるあたりに少し加工を加え、刃部らしくして

いる。これは、見方によっては、打製石斧の一種とみることもできる｡

''一C類【第97図】

側辺全てに剥離を施すものである。

石錘

石錘ととらえた石器は、偏平な自然石の側面に打撃を加え、扶りを設けるものである。主に

区に出土している。13点出土した。石材は、砂岩と頁岩である。扶りのはいり方からI類・

II類の二つに分けられる。

I類

I類は、2つの側面にのみ扶りを入れるものである。中には、砂岩の剥片を利用したり、自

然石の形を利用し、扶りを片方だけに入れるものもある。第99図の1．2は、自然石の一部に

扶りを少しいれただけのものである。これは、石錘とするには、やや難がある。第98図の1．

2．4は、2側面に扶りを入れるものである。4は、頁岩を利用したもので、片面を磨石とし

て利用していたようである。

II類

II類は、2側面に加えて、上下にも入れるものである。その中には、自然石を利用したもの

が多い。中には、磨石として、利用したものを転用したと思われるものもある。第98図3は、

扶りの入る位置が近く、入り方もおかしいが、自然の凹みを利用したものとしてここに入れる。

5．6．7．9．第99図の3は、扶りを4方向から入れるように意図している。この他に第99

図の5は、偏平な石を磨石として利用した後に石錘にしたものであろうか。6は、剥片を利用
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第3節縄文時代の遺構と遺物

したものであるが、剥片を磨石として両面をよく利用しており、表面がつるつるしていた。こ

の側面に扶りを入れている。ただ、あきらかに石錘とするには扶りの入り方などからややため

らわれる。

石皿

従来の分類で明確に石皿と認識できるものは、3点である。外に表面に磨研の跡が残るもの

で、大きさから考えて磨石とするより、石皿とした方が良いものがある。先のものをI類、後

者をII類とする。

I類

I類は、砂岩が使用され、かなり磨研される。第100図の1は、偏平な自然石の一面の平ら

な方を下にして片面を利用している。研磨の跡はかなり残る。2は、破片となっているが、楕

円形のかなり空隙の入る凝灰岩を利用したものである。一面のみが利用されている。磨研され

た面は、よくなされているが平らである。その下面は、やや凸状である。第102図の1は、か

なり大型のもので平らな面を下にして、かなり使い込まれており、凹みが大きい。砂岩製であ

る。

11類

II類は、I類に比べて小型のものである。いずれも平らな石を利用したもので、使用により

表面が凹になるものがある。第101図の1は、小型の偏平な石を利用したもので、表面が両面

磨研されている。2は、砥石かも知れないが、磨研に際しての角がみられる。表面の磨研はよ

くなされている。3は、両面使用されている。片面の使用が大きくよく磨研されている。その

面の端の方には、人工かどうか分からないが、条痕が入る。4は、両面使用されたものである。

使用はさほどよくはなされていない◎第103図の1は、ネ奉伏の石の2面を使用している｡砥石

としての利用も考えられる。2は、平面形力細長い偏平な石を使用している。両面が利用され

ていたようである。3は、欠けているが、イ奉伏なものであろうか。片面を利用しているようで、

磨研されている。4は、角張った石を利用したもので、片面に磨研の跡が残る。これらの石は、

いずれも砂岩を利用したものである。石Ⅱとするより砥石としての利用があるようでもある。

砥石【第102図3】

2つの面に0.50cm前後の線状痕跡を5，6本つけたものである。沈線らしきものから幅1cm

ほどのものまである。石材は、粗目の砂岩で、全体的に火を受けた様に赤くなり脆い。使用す

るには、この条痕の残る面を利用したものであろう。ただ、何を行ったのか不明である。

その他の石器
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第V章深水谷川遺跡の調査の成果
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第V章深水谷川遺跡の調査の成果

その他に、石鎌・環状石斧・沈線の入った石などがある。

第104図の1～3は石鎌ととらえた。縦長の剥片の長側片を刃部と利用しているようである。

1．2は柄の装着部はないが、3には両側から扶りを入れて、柄の装着部を作っている。第104

図の4～6は加工を加えた跡があるが、利用が良く分からない。5は石錘であろうか。6は、

石斧にしてはやや不安である。

第105図の2は環状石斧で、半分に欠けている。石材は砂岩である。本体と刃部を丁寧に研

磨している。擦孔した部分は、両面から他の硬質の石材を回転させることによって穴をあけた

ようで、I蔚跡がそのまま残る。残存した部分で径を推定すると、約9.5cmである。刃部にやや

欠けた跡があるが、使用によるものかどうか不明である。

第105図の3は、凝灰岩を加工した円板状の石である。両表面に凹凸があり、何かを表現し

たものと思われる。側面には、赤色顔料が塗布されており、両表面にも顔料が塗布されていた

可能'性がある。長径が約13cm、矧至が11.5cm、厚さが約2.3cm前後である。図上では、上部より

下部がやや厚い。

102図の2は、不明の石器である。大きな打製石斧のようであるが、表面は火をうけたのか

赤化して、もろくなっている。石材は凝灰岩であろう。
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第4節弥生時代の遺物

第4節弥生時代の遺物

弥生時代の遺物はごく僅かである。ここでは土器のみを取り上げる。

土器

口縁部のみの出土であるが、第106図の1．2がこの中にはいる。1は、要形土器の口縁で

ある。須玖式系統のものであろう。復元口径が28cmをはかり、やや小振りのものである。ナデ

調整でかなり焼きのよいものである。2は、やはり要形土器の一部であるが、非常に限られて

いるため時期は、弥生時代後期のものと思われるが、明確ではない。口縁部にヨコナデの跡が

残る。この他にもこの時期の遺物があるかもしれないが特徴的なものはなく、不明である。

特にこのi罰跡では多量の丹塗りの土器片が出土しており、その中には、弥生時代のものも含ま

れている可能性がある。器形としては壷・要・高坪などがある。しかし、完全に器形を復元で

きるものは僅かであり、それも古墳時代のものに限られていた。このため、弥生土器としては

この2点のみにとどめる。

第5節古墳時代の遣物

この時代の土器としては、須恵器と土師器がある。しかし、この遺跡で出土しているのは、

須恵器と丹塗りの土器片である。数点それ以外の土師器もある。

土師器

古墳時代の土師器として明確に特定はできないが、要形土器と、高坪をあげられそうである。

第106図の3～5．8．9．11．12．14．15．16．17．18．19．20．26．27．28が婆形土器の

一部である。部分的なものが多く全体像を知るには程遠いが、頚部ないし胴部に張り付け突帯

をもち、突帯には、斜めもしくは斜格子の刻みを入れるのが特徴である。器種のバリエーショ

ンがあるようであるが、実態が良くつかめない。口縁部は、ラッパ状に開くものが多い。頚部

が締まるものも多い。

高坪も部分的なものが多い。第106図6．7．10．13．21．22．23．24．25などである。坪

部の屈曲は明瞭で段をもって屈曲をなす。脚部は、坪と脚の繋ぎめでの破損が多い。脚の貼り

付けたものが剥げているところから一つの製作技法がわかる。若干製作方法が異なるものもあ

り、時期差を示すものかも知れない。脚のばらつきも大きく、脚が大きく、付け根から大きく

開いていくものと付け根から直気味に下り摘丘くで急激に開くものがある。22は、前者の例で

あり、21．23は後者の例である。

これらの土器は、多くが丹塗りのもので特に高坪はほとんど塗られている。外にも丹塗りの

土器片は多く、破片だけで100点を越える。これは、通常の生活跡からの遺物としては異常

であるように思える。
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第V章深水谷川遺跡の調査の成果

須恵器

A・B－4．5．6に多く出土した。出土層は、かなり上部で表土もしくは、表土中の出土

である。この出土層を調査の時点で請細に検討していくと、実際の表土層より上部則ち客土で

あることがわかった。この土層は、分布が、斜面上部に限られることから調査地区より上部の

丘陵部よりのものと思われる。現在この丘陵上は、牧草地として利用されている。伝聞である

が、この一帯は、昭和40年代に工事され、丘陵を削平し平坦化したものということである。と

すれば、この丘陵上に古墳時代の遺構が存在した可能性がある。特に遺物のあり方からみて、

生活跡というより、古墳などの埋葬跡存在が想定される。

出土した遺物はいずれも破片である。器種は、婆・醜・坪・壷などがある。第107図1．2．

3．4．5．6は、坪の蓋である。5．6からみると、かなり口縁が立ち、口唇部に明瞭な線が

ある。7～13は、坪の身である。10．13は、口径が復元され、10は、11cmを計り、13は、12．2

cmを計る。7と10は、口唇部に稜が入りやや沈線気味になる。8と13は、口縁が丸まって終る。

14～18は、醜である。14．15は、胴部で、一つの孔がみられる。14は、櫛描波状文が廻る･

17．18は、胴部底部で17の上部に櫛描波状文が僅かに見える。18では、微隆起した線の間に櫛

状工具による連続刺突が施される。16は、口縁で、復元径11.2cmを計る。下部に櫛描波状文が

僅かに見える。

19は、壷の口縁部で、復元径6.5cmを計る。緩やかに立ち上がり、口唇部でほぼ直からやや

内傾して終わる。

20～23は、大要の破片である。20は、口縁部で、復元口径24.6cmを計る。ラッパ状に開き、

外器面に帯状に肥厚する。21は、頚部付近である。外器面は、タタキを施した後カキメカ流さ

れ、タタキをナデ消し、口縁部の調整へと続く。内器面には、同心円の宛て具の跡が薄く残る。

22．23は、胴部片である。外器面に並行叩きを施し、内器面には平行もしくは同心円文の叩き

が残る。22は、横方向カキメが走る。

これらの遺物は、陶邑1．2形式（？）に相当するようであるが、形態的な揺らぎがあり、

実際にはこれより若干遅れそうである。

第6節歴史時代の遣構と遺物

掘立柱建物跡【第108図・第109図】

調査終盤近くになって確認した遺構である。当初2つの柱の掘り方だけを確認していたが、

他地域によく見られるイモ穴の類ととらえていた。埋土も黄褐色土のアカホヤを中心にしたあ

まりしまっていないものであった。しかし、調査を進めていくうちに硬化面を確認した。さら

にその周囲に精査を重ねていくと、数個の柱跡が確認できた。その結果、三間×三間の掘立柱

建物の遺構が判明した。
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遺構は、遺跡のC－6．7区付近にあった。ここは、調査区北東の丘陵頂部から下ってきた

斜面がやや緩やかに変化する地点に当たる。そこを標高172mほどに、約10m四方の平坦面に

造成している。さらに建物の周囲を溝で囲っていた可能性がある。その溝を確認できたのは建

物の北東側だけであったが、調査前の状況から考えると建物北西側にも溝が確かに存在してい

たからである。

この建物の規模は、南西方向を正面とみた場合、間口三間（7.20m)、奥行（6.60mへ6.88m）

三間を測り、柱間は等間隔ではない。尺に換算すれば、間口が約21.8尺、奥行が20尺～20.8尺

あることになり、やや間口が横に広がるようである。柱穴を詳しく見ると、中央のP6・P7・

P10・P11の4つの柱の掘り方力埴径1m前後と大きく、他の周りにならぶ12の柱跡は掘り方

が直径60cmと小さい。しかし、柱痕跡はすべてが直径約30cmで大差ない。建てる柱はそう変わ

りはないのに、中心の4穴だけ他より大きい理由は不明である。進購の'性格としては、平面形

が方三間で平安時代後§期に各地で見られるようになる仏堂に似ることから、この地方における

仏堂ではないかと考えられる。

出土遺物は、柱内からは平安時代後期の土師器や縄文土器が出土した。仏堂の可能'性があっ
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第110図平安時代土師器実測図(1)

たので、柱跡を特に詳しく調査したが、仏教に関係する遺物の出土はなかった。出土遺物のう

ち、平安時代後期の土師器がこの建物に伴うものと考えられる。

遺物

柱痕跡の埋土や整地面上から出土した平安時代の遺物をこの遺構にともなうものとした。そ
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第111図平安時代土師器実測図(2)

れは、遺物の分布を図化してみたところ、ほぼこの整地面上に水平に広がり、建物北東の硬化

面に設置して出土したことによる。遺物は、いずれも先に述べたように土師器である。器種と

しては、坪・高台付塊・高台付皿・皿である。若干時期差があるようである。図化したものは、

完形品や比較的よく残存していたものに限った。

坪

ここで坪としたものは、I～IIIの3類に分けられる。

－142－



第6節歴史時代の遺構と遺物

、ここ=ニノ 皇室グ
21

瀞彦グ 、－－1にグ＝
4 53

ダーク
′

､=生グ 、墓_Lゴ二づ

霧鶏蟻鯵
8

6 7

音
響

､ごブ 蟻騨－

9

0〃〃

上皇乱=ご一了 昏

当

1211

=一ブ ＝ず
14 15 16

＝
IU〃夕

、_－仁ゴ 上三二上ニゴ

鍵
1817

、定一ゴ三一三ブ′ 、三一二ク〆
20

21

010cm
陰一一一一一妻

第112図平安時代土師器実測図(3)

I類

口径が11.0cm、口径が11.0cm、高さ4.5cmを測る。底部から体部への立ち上がりが明確で、ほぼ直線的に口縁

部へ伸びて口唇部にいたる。底部の外面はへう起こしの後にうすくなでている。第110図の1

～3．6がそれに当たる。
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11類

口径が約10.0cm、高さ4.0cmを測る。底部から体部への立ち上がりがあまり明瞭でなく、やや

胴張りし口唇部にいたる。底部の外面はへう起こしの後にうすくなで消している。第110図の

4．5．7．8．10．11がそれに当たる。

III類

口径が12.5cm、高さ4.0cmを測る。底部から休部への立ち上がりが明瞭でなく、緩やかに胴張

りし口唇部にいたる。底部の外面はへう起こしの後にうすくなでているが、板目の圧痕が残る

ものもある。第110図の9．12がそれに当たる。

高台付坑【第110図13～16】

厳密にはいくつかに分類できるが、出土点数が少なかったので1点づつの説明にとどめる。

13は、内黒のもので、内器面に磨きが施される。口径が15.0cm、坪部の高さ5.0cm、高台の高さ

1.0cmを測る。高台から緩やかに外側にカーブを描きながら、口唇部にいたる。14は造りが13

に似るが、やや小振りである。口径が13.0cm、坪部の高さ4.6cm、高台の高さ1.5cmを測る。15

も内黒で、高台のみである。高台の高さ1.2cmを測る。16も高台と体部がやや残る。高台の高

さ1.5cmを測り、体郡の開き方からすると口径は13より広くなりそうである。

高台付皿【第110図17】

17は、口径が12.5cm、坪部の高さ3.5cm、高台の高さ1.2cmを測る。

皿

大きくI類からⅣ類の4つに類別できる。胎土や焼成によりさらに類別可能かも知れないが、

口径と高さによって大まかに分けるにとどめる。

I類

口径が約10.0cm、坪部の高さ約3.0cmを測る。底部からやや胴張りしながら口唇部にいたるも

のと真っすぐにいたるものに分けられるかもしれない。第111図の1～12．19がこの類に入る。

II類

口径が約10.0cm、坪部の高さ約3.5cmを測る。底部からやや外に広がりながら、口唇部にいた

る。第111図の13．14がこの中に入る。

ⅡI類

口径が約10.0cm、坪部の高さ約2.5cmを測る。第59図の1～3．14がこの中にはいる。I類が

さらに小型化した印象を受ける。

IV類

第112図の21の1点のみの出土である。口径が8.5cm、坪部の高さ1.3cmを測る。底部外面には、

糸切り痕が残る。明らかに中世まで下るものである。出土層は他の土師器よりやや上部であっ

た。この土器は遺構の存在期間の下限を示すものと考えたい。
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青磁器【第113図】

本遺跡内のB－10区から表

採に近い形で採集されたもの

である。遺跡の範囲拡大に際

して、伐採途中に地表面で見

、
劃

一
ユ
卓

一
一
一
一

Z重憲到

ﾃー 、ー
一

一

一

付かつたものである。青磁の

05cm 碗で、胴部より上が径の4分
上－J

の1ほど残っていた。器表面

第113図青磁実測図 には、崩れかけた雷文帯が口

縁部にみられ、体部外面には、

草花文らしき文様がある。いずれも施粕前に引っ掻いて描いたものである。発色は、ややくす

んだ緑色である。復元口径は、13.3cmを計る。14世紀後半～15世紀前半のものであろう。

第7節小結

この地区で確認されたことを以下にまとめる。

(1)丘陵の斜面に形成された遺跡である｡

(2)確認された遺構は、集石4基、縄文土器集中部2カ所、掘立柱建物1棟であった。

(3)集石遺構の内、4号は黒褐色土に掘り込まれ、出土した無文土器などより、縄文時代早期

の可能‘性がある。

(4)掘立柱建物跡1棟は、確認した範囲では梁行三間・桁行三間の方形の建物跡である。その

形態と遺構の周囲から出土した遺物より宗教的な建物であった可能性がある。存在期間は平安

時代の前期から鎌倉時代初期までを想定できる。

(5)出土遺物は、旧石器時代から鎌倉時代までの幅広い時代の遺物が出土した。

(6)遺物の出土状況は、丘陵の斜面地に傾斜に沿って流れてきたと思われるものが多い。

(7)縄文時代の土器の内第V類・第VI類・第VII類・第Ⅷ類・第X類などは、いずれも遺跡内で

は比較的安定した第IVb層と第V層に含まれていた。そこでこれらの遺物は旧位置を保ってい

たものと思われる。

(8)掘立柱建物跡に伴うとみられる土師器は、時期差があり球磨郡内の土師器編年を考える上

で一つの資料となろう。
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第VI章まとめ

この調査は広域農道にかかる調査であったため、道路とその法面幅のみの調査であった。そ

の上丘陵地の傾斜面の調査であり、それほど大きな成果は期待できなかった。しかし、当初の

予想に反して、旧石器時代から平安時代にかけての遺構・遺物が出土した。以下に調査の成果

をまとめ、若干の考察を加えておきたい。

まず、本遺跡からは旧石器時代の遺物として、掻器と石核が出土した。前年度調査の小園遺

跡からは細石刃が出土しており、本遺跡もさらに遺物の出土が期待されたものの、わずかに二

点のみの出土であった。しかし、調査区の周囲に十分に旧石器時代の遺跡の存在が期待されよ

う。

縄文時代の遺物は、表面にすでに出土していた晩期だけでなく、早期・前期・中期・後期の

遺物も出土した。それらの遺物は遺跡の形成場所から、どうしても散在的であったが、意義深

いものがあった。特に前期と思われる「春日式土器」や「蕊式土器」などの土器群の出土は球

磨郡内の縄文文化の研究に新たな資料を提供するものとなろう。また、晩期の土器に加えてそ

れに伴うと思われる大量の打製石斧と廃棄された砂岩の剥片や石核は、ここが一つの石器を製

作する場として利用されていた可能性がある。今後類例の増加を待ちたい。さらに、遺構とし

て4つの集石が確認された。中でも4号集石は明らかに縄文時代早期のものと思われ、他の集

石と異なり、掘り込みがあり石も焼けていた。ただ、時期を明確にできなかったのは残念であ

る。

弥生時代後期の遺物も僅か2点であるが、出土した。付近に弥生時代の遺構の存在の可能'性

が考えられる。

古墳時代の遺構は、昨年度に続き小園遺跡の端で確認された。竪穴住居が4軒存在し、いず

れも古墳時代前期のものと思われ、須恵器の出土はあったものの共伴したかどうかは不明瞭で

ある。もし共伴するとすれば、5世紀末から6世紀前半ということになろうか。一方、斜面上

の谷川遺跡においても古墳時代の遺物が多量に出土している。こちらは須恵器と器面に赤色顔

料を塗布した高坪類を中心とするものである｡何ら遺構を伴わないものであった。しかも出土

層を詳細に観察すると、丘陵の上部から流出したものの中に混じるらしいことが分かった。し

たがって、これらの遺物は、丘陵頂部に存在した何らかの遺構（古墳の可能性が大きい）が破

壊されたために、流出土とともにここに流れてきたものと判断した。

歴史時代の遺構として、緩斜面を整地して営まれた掘立柱建物跡がある。三間四方の建物跡

で仏堂的な要素を持っていた。共伴する遺物も灯明皿として使用された痕跡を残す坪や皿類が

主であった。仏堂として明確な証拠はなかったものの、生活跡としてよりも何か信仰に関連す
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る遣7溝ではないかと思われる。時期としては、一応共伴すると思われる土師器を基準として、

9世紀末から10世紀前半としておく。
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土器・石器観察表

（図版掲載分）



〔観察表凡例〕

石鍍破損部位の分類

－－

石斧残存部位･最大幅部位名称･反りの分類

－151－

破損部位 黒耀石 チャート 不明 計

完 A 完形品 5 4 0 9

A
ハ

ハ
先端部 1 1 0 2

B ▲ 両脚部 1 0 1 2

C ▲ 片脚部 2 0 0 2

， 屍
先端部
片脚部

2 0 0 2

計 11 5 1 17

残存(斜線の部分）

’ ’

1 2 34

髪
易

5678

』 リ
9101112

最大幅位置

反り

－

－

－

一

－

一

｝基部

}基

｝
１
１

中部

中央部

先中部

先端部

iii
123

彰雲
公一

雲’ I
』

〃

’

；髪
〃



【第7図】 1号住居跡内出土遺物

【第10図】 2号住居跡内出土遺物（1）
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恥 遺構名 器種 部位 法璽
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 1号住居跡

高坪 坪部 口：(20.0）

》
鋤

石英・長石

石を含む。
･角閃 ヨコナデ 斜め方向の

ナデ

口唇部：
ヨコナデ

良好

2 1号住居跡ミ

鉢？ 口縁部 ー 外内：黄褐色 色
多
白
を
ヨコナデ ヨコナデの

後粗いナデ

ヨコナデの

後､粗いナデ

良好

3 1号住居跡

浅鉢？ 口縁部 一 外内：黒褐色 綴温黒色の砂粒、

弓謝』蝋
む。

へラ削りの後

丁寧なヨコナ
デb(へラ削り

の陵力種かに

残存）

丁寧なヨコ
ナデ6

平口縁である。

良好

4 1号住居跡
Pit･7

鉢？ 口縁部 － 繊密,微細な白雲
母片､石英を少堂

含む。

弾
一
丸

なヨコナ 滑沢を有す
ヨコナ気

る。 良好

5 1号住居跡

翌 卿
側
口：(24.5） 》

糊
羅
縦

外
内

び 白色･黒色の砂粒、
石英砂粒を多璽に
含む

口縁~頚部：
丁寧なヨコナ
プ

以下：煤付着
で不明

口縁~頚部：
丁寧なヨコナ
ー●

プ。

以下：へラ削
り

良好

N、 遺櫛名 器種 部位 法盤

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 2号住居剛1

高坪 坪部 口：（14.6） ●
●
●
●

外
内

縦
馳
糊
純

都
職
●
●

長石・石英主,角

閃石も奇二混入。
ケ
デ
ハ
ナ
の後､横 横方向のへラ

磨き
良

2 2号住居跡

高坪 坪部 口：（14.6） ●
●
●
●

外
内

棚
鵬
蝋
●
●

》
縦
縦

・長石・石

む。

横ナデ 横ナデと不定

方向のナ気

良

3 2号住居跡

高坪 卿
緬
口：17．4

高：13．6
底：(13.2）

嘩

蝋

》
銅》
艶

艶外 長石・石英を含む。 均笥I：横ナデも

胸間I：へラの
後､ハケ

デ
削
ナ
ラ
横
へ

淵
卿
り。

◎

唇
デ
ロ
ナ

良 §
飾
味

》
卿
誕

ようである。

4 2号住居跡

高坪 坪部 口：（18.0）

ｊ

制
舵
蜘
釧

卿
糊
卿
卿

外
内
赤色彦網塗布
か？。

醸
避
･角閃石を含 横方向のナデも 横ナデの後

磨き

良

5 2号住居跡
高坪 洲

棚

－ 外： 蝋
色
～黄褐 黒色の砂粒｡微細

な白雲母片を多量

に含む

坪謝I：横ナデb
脚部：不明。

一
プ
ー
フ

。
削

ナ
ヘ

卿
卿
り。

良

6 2号住居跡
高坪 坪部

－

●
●
●
や

外
内

不明

7 2号住居跡
高坪 坪部 q■■■■ 黄褐色 角閃石

英を含

･長石・石

む。

横ナデ 横方向のへラ

削りの後､横
ナデ。

良

8 2号住居跡《

高坪 坪部

－

榊
蹄
縦

外
内 ･灰

●
脇
蝿
学

に やや粗↓横ナ
一◆

プ。

丁寧な横ナ完 良 月謝Iと脚部

との境界で

剥離してお

り、接合痕
ｶﾐ見られる。

口縁部片に
も接合痕ら

しき稜が見
られるが、

謡歴が非常
に丁寧であ

るため、詳
細不明



【第11図】 2号住居跡内出土遺物（2）

【第12図】 2号住居跡内出士遺物（3）
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N、 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

9 2号住居跡
高坪 坪部 口：（16.8） 外：黒色・黒褐色

内：明褐色
角閃石・石英･長
石を含む。

櫛
爾

一◆

プ◎

:横ナデ6

へラ磨き。 良

102号住居跡

高坪 坪部 口：（18.6）

明
純

長石・角閃石
英を含む。 砂粒

多避に含まれ、
には径6”程の

石
が
中
小

石粒も含まれる。

横ナデ 横ナデ 良

112号住居跡

高坪 坪部

ー

識
ｊ

》
蝿
》

蝿外
内

綴密。白色の微細
な砂粒を少量含む。

丁寧な横ナデ6不明 良

NO 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 2号住居跡
高坪 脚部 底：（16.0） 黄燈色～澄色 長石・

を含む

石英の砂粒 ヨコナデ ヨコナデ 良好

2 2号住居跡

高坪 脚部 底：(12.8） 蝋
純

●
●
●
●

外
内

白色・半透明の砂

粒､赤褐色の粒子
を多量に含む。

ヨコナデの後、

へラ削り。下
部は粗↓横ナ
一◆

プ，

粗いヨコナデ6 良好

3 2号住居跡
高坪 脚部 － 糊

》
外
内

白色の砂粒､石英
を多堂に含む。

横方向のハケ。 へラ削り。

下部：粗いナ
－◆

アo

良好

4 2号住居跡

高坪 頚部
一

黒色・白色・半透
明の砂粒､石英､白

雲母片を多量に含

む。

ナデ（？） 卿
一
九

：ヨコナ

胸間]：不明。

良好

5 2号住居跡
高坪 脚部 － 灰赤褐色 白色の砂粒を多量

に含む。

ヨコナデb薄
いハケ

粗いへラ削り。 良好

6 2号住居跡

高坪 脚部
一

糊
縦

外
内

●
●
●
●

･黒褐色 黒色・白色･赤褐
色の砂粒、白雲母

片を多量に含む。

へタテナデ

ラ磨き
ナ
削

一
ア
一
ブ

タ
へ

淵
一
九
脚

り

良好

7 2号住居跡

高坪 頚部
一

灰黄褐色・赤褐色 黒色・白色の砂粒

石英、白雲母片を
多量に含む。

ナデ 坪部
一◆

ア｡

：ヨコナ

脚部：不明。

良好

恥 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 2号住居
塊 聯
側
口：(13.5）

高：(6.1）
赤褐色 横方向の帰粍

目。
ヨコナデ6胎

土がもろい為

磨滅している

良好

2 2号住居

境 口繍］ 口：（13.8）

､残存）

長石

まれ

･角閃
る。

玉
髄
ナデ6

:ヘラナ
ー●

ア。

ヨコナ気 下$位に、や

や斜めのヘ
ラナデを施

す。

良好

3 2号住昌居
塊 卿
側
口：（12.0）

高：(6.2）

糊

》
色

外
内 黄褐

径5m程の4石粒
や長石・角閃石が
見られる。

上位：ヨコナ
プ◎

下位：粗いナ
ア。

ヨコナデ6 やや不良 2片接合で

残存｡反軽

復元。

4 2号住居

碗 卿
側
口：（14.9）
高：(6.8）

角閃石・長

英を含む。

石・石 中位：刷毛。
下位：届粍の
後ナデ

ヨコナデ6 口唇部：ヨ
コナデ

良好

5 2号･住居 境 卿
緬
口：（17.4） 暗黄褐色 角閃石・長

英を含む。

石・石 ヘラナデ6 横方向のへラ
削り

口唇部：ヨ
コナデ

良好
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N、 遺構名 器種 部位 法鼠
(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

6 2号住居

境 完形 口：22．6
高：11．0 る）

・黒

白雲母・角閃石。
長石･石英の砂粒
は微細かつ春F愛

含まれており、概

ね脇

底部から口縁
下約2～3m

まで､届粍目
調整。口縁は

ヨコナデb

良好

7 2号住居
塊 卿
側
口：10．1

による）

白色･黒色の砂粒
を少堂含む。もる
い感じを受ける。

陣
一
九

なヨコナ 稗
一
九

なヨコナ 良好

8 2号住居

境 口縁部
ー

■
旬
●
●

外
内

縦
色
糊

･黒褐 鵬白色･黒色
の砂粒若干量含む。

痔
毛
の後､刷 陣

一
九

なヨコナ 良好

9 2号住居

塊 口縁部 一 外:赤褐色 鵬
卿
卿

縦方向のへラ
削り後ナデ

消す。

ヨコナデ6 口唇部：丁
寧なヨコナ
一●

プ。

良好

10 2号住居

境 口縁部 － 外：赤褐色 鵬白色・黒色

の微細な砂粒を小
量含む。

ヨコナデ ヨコナデ 良好

N、 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 2号．住居

短頚壷 淵
側
口：（11.9） 》

》
ｊ
縦
雌
外
内

白色・黒色の砂粒
石英､黒雲母片を

多量に含んでおり
粗い。

弾
一
九

なヨコナ 口縁部：丁寧
なヨコナ式

良好

2 2号引住居

短頚壷 口縁部

－

》
縦

外
内

白色・黒色の砂粒
を若干量含む｡織

密

ヨコナデ6 口鯛I：ヨコ

ナ気

屈曲部以下：

右下がり方向
のへラ削り

良好

3 2号住居
壷 口縁部 口：(9.3） 赤褐色 織錨白色の微細

な砂粒を少量含む。

丁寧

デ。

なヨコナ 良好

4 2号住居

壷 口繍］ 口：(8.9） 雑
縦
。》

外
内

白色･黄褐色の砂
粒を多麓に含む。

ヨコナデ6 ヨコナデ6 良好 かなり小ぷ

りで手づく

ね風である

カミ薄手で

調整も丁寧
であること

から実用の
ためのもの

か。

5 2号住居

増 完形 口：5．8

高：7.9

蝋
一 》

》
》

外
内

･長

む。

石・石 口～胴中部：
ヨコナデ

部分的な調整，
棚I毛。
底部：ナデ6

ヨコナ気 良好
謡駕f
塗付してい
た可肖縦あ

り。

6 2号住居

増 卿
酬 一

灰黄褐色 白色･半透明の微
細な砂粒を若干量
含む。

ヨコナデb器

窯騨堂
肩部までへラ
調整，以下、
粗いナデ上げ6

良好

7 2号･住居
増？ 輯

銅
口：(5.2） 灰黄褐色(煤付着） 認

》
誌 甘鋤

やや丁寧
コナデ

なヨ 良好

8 2号住居

増 胴部
ー

脇白色･黒色
の微細な粒子を若
干量含む。

屈

い◎

不明。 良好 全体的にか
なりいびつ

で､謡遥の
厚さも才鈎
一

0

9 2号住居

小型碗 完形 口：（16.0）

高：4.8
蝋
馳
鍵
糊

晴
・
・
銅
萩

卿 長石・角閃石・石
英を含む。

ヨコナデb

野下半に刷

コヨ郷
一
九

ロ
ナ

底部
磨き。

●一

・グ、フ 良好
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恥 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 2号住居

壷 卿
澗
口：（12.8） 石・石

が多量
口縁部：ヨコ
ナデ。

胴部：ハケの
後、ヨコナデ6

：ヨコナ

:才繍

脚
一
九
臓
整

口唇部：ヨ
コナデ6

良好

漂灘
あり

2 2号住居

壷 卿
緬
口：（16.6） 縦

嘩

●
●
●
●

外
内

角閃石・石英・長

石を含む。
口縁部：ナデb
胴部：ハケ。

口縁部：ナデb
胴部：へラ磨
き。

口唇部：ナ
一◆

プ。

良好

3 2号住居

壷 卿
側
口：（16.0） 白燈色～明黄褐色 石英・

粒が多

石

る。

口縁部：ナデ6
服部：ヨコナ

デの縦ハケ

口鯛]：ヨコ
◎痔
剛
風
:ｷ縦

良好

4 2号住居

境？ 口織I 口：（13.7） 外：灰黄褐色
内：黄褐色

黒色・白色・赤褐
色の砂粒､石英を

多鼠に含む。もる
b穂じを受ける。

縦位のへラ削
りをヨコナデ

により、ナデ

消してある。

右下がり方向
のへラ削りを

ヨコナデによ

り、ナデ消し
てある

良好

5 2号住居

壷 口縁部 口：（12.4） 黄褐色

語j綴‘
小 銅

一
九

ロ
ナ

澗
欠

：ヨコ

:斜めハ

口縁部：ヨコ
ナ式

胴部：へラ削

り後、ナデ6

良好

6 2号･住居

壷 底部 底：4．4 縦
縦
卿

胴
底
内

●
●
●
●
●
●

～暗黄褐色

角閃石・長石・石

英を含む。

ナデ？ ナデ 良好

恥 遺構名 器種 部位 法量

(cIn）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 2号住居

翌 卿
慨
口：（16.3）

高：22.2

蝿稚
《
卿
蝿

外
内

角閃石・長
英を含む。

石・石 ハケ調整 へラ削りの後
ナデ6

口唇部：ヨ
コナデ

良好

2 2号-住居

喪 卿
側
口：（16.4） 淵

口
長石・石英・角閃

石などの4鮒を
多く含む。

内口鯛]：ヨ
コナデ

胴部：ヨコナ

デ後､粗
い縦方向

のへラ磨

き。条痕

を有する
部分もあ
る

横方向の粗い
へラ削り。

口唇部：ヨ
コナデ

良好

3 2号住居

翌 胴部

ー

●
●
●
●

外
内

黒色(煤？）
黄燈色

黄褐色

・黒褐色

長石・石英・角閃
石が含まれる。

ハケ。

下位

り。

:へラ削
縦方向のへラ
削り

内：
よる

後、

に
の
櫛
錘
ナデb

良好

N、 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 2号住居

喪 口繍］ 口：(18.2） 外：暗赤褐色,煤
も付着しているよ

うである。

内：黒褐色
･赤褐色

長石・石英・角閃
石が含まれる。

ヨコナデ ヨコナデ
－

良

2 2号住居
婆 口縁部 口：（17.9） 赤褐色 色の砂粒

に含む。
ヨコナデ6 丁寧

デ

なヨコナ ー 良

3 2号住居

髪 口鏑］

－

蝋
蝋

●
●
●
●

外
内

灘

石英の微細粒が多

鼠に含まれる。角
閃石や長石も若干

見られる。一部、

小石粒も見られる。
気泡有。

ヨコナデ 上部：ヨコハ

欠
爾 :ナデ6

良
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NO 遺構名 器種 部位 法壁
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

4 2号・住居
翌 口縁部 口：（19.2） 》

縦
外
内

醸
嬉
･長石が見ら ヨコナデ ヨコナデ ■■■■■ 良

5 2号"住居

翌 口縁部 口：（16.0）

》
雌

●
●

白色･黒色の砂粒

を多麓に含む。

口縁：右下が

り及び横方向
のハケ目をナ

デ消してある

力年十分で粗

い◎

肩部：非常

騨溺
形の際の接
合痕や凹凸

力…

良

6 2号住居
喪 口縁部 一 縦

。 》

》

外
内

・石英・長

む°

ヨコナデ

～タテナデ

ハケ へラ削り、
ヨコナデ

良

7 2号"住居

翌 口縁部 口：(17.4） 黒褐色 黒色・白色の砂粒、

夷微細な白雲母

片を若干量含む。

やや粗↓横ナ
一

プ。

口縁部：粗い
ヨコナデ

以下:横方向
のハケ

良

N、 遺構名 器種 部位 法殿
(cIn）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 2号住居
鉢 底部 底：(6.2） 縦

糊
外
内
●
●
●
●

･角閃 ヘラナデ ナデ ：
一
ア

剛
矛

良好

2 2号住居
鉢？ 底部 底：3.8 外:暗赤褐色・明

黒褐色･暗黄褐色
内：暗赤褐色

長石の微細粒が多
く石英粒、白色小
石粒も含まれる。

不明 ナデの後､へ

ラナデ6 鶏外
●
● 良好

3 2号住居
翌 底部 － 石英・長石

石を含む。

･角閃 ハケ ナデ？ 良好

4 2号･住居
翌？ 底部

ー 外：暗褐色
内：褐色

他の へラ磨き。 ヘラナデ 底部外：
へラ削り

良好

5 2号"住居

翌 底部 底:3.3 外：
艶
伽
艶

角閃石・石英･長
石粒も含まれる。

粗いへﾗ磨き。 剥落し､不明。 良好

6 2号住居

？
●
底部 底：(6.4） 》

撒
外
内

石英粒が多く、白
色石粒も含まれて
いる。

横方向のヘラ
ナデの後縦

方向のヘラナ
デ6

摩耗し不明。 良好

7 2号･住居
喪？ 底部

一 》
》

外
内

石英の4鮒･長

石・角閃石が含ま
れる。

タテハケ 縦方向のへラ
削り。

外：ナデ6 良好

8 2号・住居

？
●
底部 ■■■■■ 黒褐色 ”

諾
陣
乱
なへﾗ磨 指で押さえつ

けて成形b爪

痕が顕著に残

税

良好

NQ 遺構名 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 2号｡住居

弥生？
喪 m薦

一

灰黄褐色
耀野

胴：様々な方
向のナデb
その後ヨ

コナデ6

脚：ヨコナデ6
(いずれも丁

寧）

.津
プ。

なヨコナ 良好 外器面。

蹄
》
》
麺
識
《
》
あり

2 2号住居

須恵器 口鏑I

一

い◎

がやや明る

ロクロ引きに

よる丁寧なヨ

コナデb滑択
を有する凸帯

が一条歴。

ロクロ引きに

よる丁寧なヨ

コナデ6

良好
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N、 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

3 2号住居

須恵器 胴部 一 灰黒褐色 繊錨粉末伏の白
雲母片を少量含む。

ロクロ引きに
よる横ナ式

丁寧である。
器面は滑択を
有する

ロクロ引きに

よる丁寧なヨ
コナ孔

良好 癖
耐
》
串

4 2号住居

柵
坪
卿
側
口：（10.0）
１
１
６
２
●
●

６
２
く
く
●
●
●
●

高
底

蝿
》

外
内

織密,非常に微細
な白雲母片を少量

含む。もるく

チョーク状の粉末

力指先に付着する。

ロクロ引きに

よる丁寧なヨ
コナデ。

ロクロ引きに
よる丁寧なヨ

コナデ6

口縁部が若
干、いびつ

に歪む。

良好

恥 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 5号住居跡

高坪 ほぼ

完形

口：18．8

高：14．3
底：14.2

棚
縦
鍬
郷

長石･石英･角閃石・
他小石粒が混入。

坪部：届粍の
後、ヨコナ
－◆

ア。

脚部：ヨコナ

デの後捲凋
整

珂笥]：ヨコナ

デの後へラ
削り

脚部：横へラ

削りの後
ナデ。

良好

2 5号住居跡
高坪 口織部 口：（18.2） 赤褐色･外に煤付着 砂粒 丁寧

一◆

ア。

なヨコナ ヨコナデ 良好

3 5号住居跡
壷？ 頚部 － 黄褐色 な砂粒 丁寧

一◆

プ。

なヨコナ 丁寧
一◆

ア。

なヨコナ 良好

4 5号住居跡

翌 頚部 ー 掻色・黄燈色 石英・長石・白雲

母を含む｡粒子が
径2～3mm(大き

い）

ヨコナデ6 摩耗のため、

押月。
不良

N、 遺構名 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 一括

土
塊
師器
？
●

底部 底：(4.5） 灰赤褐色 器面力

不明。

粗い為、 不明 ヨコナデ後

周辺から中
心に向かつ

てのナデ6

良好

2 一括

土師器 底部

－

赤褐色 白色・赤褐色の微

細な砂粒を若干量
含む｡織密〉

丁寧なヨコナ

。
ケ

ー
ア
ハ の後ナ

デ消し

丁寧
一◆

プ。

なヨコナ 良好

3 一括
須 識
翌
胴部

－

外：灰白色
内：暗灰白色

龍
磁
格子目叩き 同心円叩き 良好

4 一括

土師器
塊

口鯛］
－

雑

》
糊

外
内

棚
許
に
を

弾
一
九

なヨコナ ヨコナデの後、

丁寧なへﾗ磨
き。

良好

5 一括
鵬
坪
底部 底：6．9 》

鍵
外
内

柵
む
を僅かに含 ヨコナデ ヨコナデ 一

フヘ
し
不良

6 一括
鑑
坪
底部 底：(6.4）

縦
》
萩
》

外
内

赤色鮒少量含む。 ヨコナデ ヨコナデ

ナデ。

良好 標
備
面に煤
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恥 遺構名 器種 石材 最大長
(c､）

最大幅
(c､）
最大厚
(c､）

重量

(9）

残存 備 考

1 1号住居跡 打製石斧 粘板岩 10.0 5.2 1.07 70.9 3 刃部には、使用による磨耗が見られる。

2 2号住居跡 打製石斧 砂岩 10.8 8.0 1.88 155.8 3 剥片より製作。刃部の調整は不十分である。片面に自然面残
す

3 2号住居跡
磨製石斧 凝灰岩 12.0 6.1 4.56 481.0 4 表面に啄調痕が残る。かなり風化し、剥離痕は不明確。刃部

の剥離痕だけは新しく、破損した後に再利用した可能性があ
る

4 2号住居跡 打製石斧 砂岩 11．0 5.8 1.22 101.0 1 片面に自然面を残す剥片を利用。丁寧に敵打して作る。刃部
に僅かに使用痕残る。

5 2号住居跡 打製石斧 粘板岩 7.8 3.4 1.1 29.9 3 天地不明。打製石斧の破片かどうかも不明。ただ、側辺部に
タッチを施し、調整している。

6 2号住居跡 磨石 砂岩 16.5 7.8 4.5 397.8 1 非常によく使用され、もともと凹面であったと思われる部分
は、さらに磨研され、よりへこんでいる。

N、 遺構区 石材 重さ

(9)

大きさ（c､）

長さ 幅 厚さ

色 備 考

1 A－6 3.0 3.45 1.64 0.66 淡緑灰色 縞状に石層が走る。

2 C－6 黒曜石 3.2 1.76 1.4 1.2 淡乳黒色 数回の剥離が成されるが、方向は必ずしも同方向ではない。

恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 一括

深鉢？ 口縁部
一

》
縦

外
内

砂粒をかなり含む。 口縁の残存す
る部分に径3
mm前後の円形
の工具による

刺突

へﾗ磨き へラ磨き 良好

2 C－5

深鉢 口縁部
－

》
》

外
内

長石・角閃
の砂粒を多

ナデ 横ナデ 外器面に4

本を単位と
する貝殻の
刺突文

縄点様に
施される。

不良
もろい

3 B－6

深鉢 口縁部
ー

鈍い黄褐色

口唇部は灰黄褐色

白色･灰撒菖･赤褐
色の砂粒､白雲母片
を多璽に含む。いず
れも大粒である。

丁寧な横ナデ6

貝殻による押
引き文を二条
施す。

横ナデ？ 良好

4 A－4

深鉢 口縁部
－ 淡黄褐色 ・角閃

を多く

貝 ナデヮ やや不良

5 4－7 ？
●
口縁部 ■■■■■ 聯

碓
外
内

･角閃 貝殻門|文 横ナデ6 口縁に刻目？ 良好

6 C－6

？
●
口縁部 一 暗褐色 角閃石･長石を含

む。

貝謝甲引文と､そ
の上に連点文。

不明 やや良好

7 B－7

深鉢？ 口縁矧］
一

聯
》

外
内

石英・長

石など多
含む。

条痕
デ。

のあとナ ナデ？ 外部に貝殻
による押引

き。内部に

秘

不良

8 B－7

深鉢？ 口縁部

－

》
徽

外
内

径1m暇の角閃石・
石英の砂粒かなり

含む。

口縁上部は貝
殻押引き文。

4本組の押引
き（貝殻か？）
の下を横方向
の同じ工具に
よる淡線。

条痕から
な磨き。

丁寧 やや良好

9 B－5

深鉢 口鯛I
－ 明褐色 長石・石英など多

くの砂粒を含む。

貝殻押引き、

綴による
ナデ？ やや良好
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恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

10 B－6

深鉢 口縁部 口：(8.2） 外：鈍い赤褐色

内：黒褐色
（口唇部も）

白色・黒色・赤褐
色の砂粒(多くは

微細だ力霜田､前後の
ものもある）・石英

･黒雲母片を多璽
に含む。

丁寧な横ﾅデ。
口縁部には､縦

位の押点文の後、

5本単位の棚f

の工具により横

位の就線力瀧文

以下にも制親が

あるので､5本単
位以上の工具の

可開生もある

丁寧な横ナデ｡ 良好

11

７
７
７

’
一
一

Ｂ
Ａ
Ｃ

深鉢 口縁部 口：(23.8） 外：赤褐色
褐色

内:赤燈色｡

遮
馳

詫
錘
･角閃 平行沈線、5

本1単位，
貝殻による条

痕の上から横
ナデb？

口縁に刻目 良好

12 A－6

深鉢 口繍］

－

径2～3m大の白

砂､黒雲母片､長

石などの砂粒を多

量に含む。

剛このため不

明｡柵工具、
もしくは細か

い状の工具で
沈線を描く

11～12条施文

丁3寧なナデ6 やや悪い

13

５
６
６

一
一
一

Ａ
Ｂ
Ｂ

深鉢 胴部 外：黄灰色
内：赤燈色

石英・長石を含む。 貝殻による横

頴鯉溌
下部に縦方向
の平行澱

横ナデ？ 良好

14 A－4 深鉢 胴部 ー 棚
縦

●
●
●
●

外
内

石英・長石を含む。 貝殻の平行沈線。 横方向のナデ。 良好

15 C－7

深鉢？ 口縁部
ー

淡黄褐色 ･長石な

に含む。

ど 貝殻押引きを
意図して引い

たような沈線

文入る

横ナデ？ やや不良

NO グリッド 器種 部位 色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面

焼成 備考

1 A－5

深鉢 口縁部
～胴部

外：暗黄褐色、煤
付着

内：暗灰褐色

石英・長石・白色

粒・灰色粒など砂

粒を多く含む。

ナデか。？
押型文が横走。最
初、上から2～3回

施文し、逆に下か
ら上へ施文してい
る

ナデ やや良好

2 B－7
深鉢 口縁部 外：赤澄色

内：灰黄色

石英・長石が主。

角閃石も含む。

山形押型文（かな

り細かい)。

横ナデ 良～不良

3 一括
深鉢 胴部 外：淡褐色

内：淡黄褐色
石英・白砂・角閃

石などの砂粒をか
なり含む。

山形押型文。 ナデ 良好

4 B－5
深鉢 胴部 淡黄褐色 長石などの砂粒を

かなり含む。
山形押型文。
上斜行、下横走。

調整不明 良好

5 A－5
深鉢 胴部 外：黄燈色

内：暗赤褐色

長石・角閃石・石

英を含む。
山形押型文。 横ナデ？ 良好

6 A－4
深鉢 胴部 外：黄燈色

内：暗黄燈色
長石が主、石英も
含む。

山形押型文。 へラ状工具で成形
後、ナデ調整

良好

7 A－4

深鉢 胴部 淡黄褐色 長石・石英・角閃
石など多量の砂粒

を含む。

格子押型文。単位
不明。

調整不明 不良
もろい

8 A－4
深鉢 胴部 外：赤燈色

内：灰黄色
石英・長石粒が多

量に入る。
格子押型文？ 横ナデ？ 良好

9 A－5

深鉢 胴部 外：淡黄褐色

内：暗淡黄褐色

径1m～2mm大の

砂粒、細砂粒を多
堂に含む。

格子押型文。単位

不明。

ナデ 不良
もろい

10 B－5

深鉢 胴部 外：明褐色～淡黄
褐色

内：淡黄褐色

径1m～3mm大の

砂粒の他多量の砂
粒を含む。

押型文が消えかか
る

調整不明。 不良
もろい
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Nq グリッド 器種 部位 色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面

焼成 備考

11 一括
深鉢 胴部 外：黄灰色

内：灰黄色

長石・角閃石を多

量に含む。

格子状の押型。 へラ状工具による

横ナデ。

良好

12II層一括 深鉢 胴部 赤燈色 石英・長石含む。 格子押型文。 調整は不明 良好

13 B－5
深鉢 胴部 外：淡黄色

内：淡黄褐色

角閃石・長石など
の砂粒含む。

楕円押型（＠5m
×2mm）

調整は不明。 不明

(軟質）

14 B－5
深鉢？ 胴部 外：淡灰褐色

内：淡褐色
白砂粒含む。 楕円押型文(＠5mm

×2～3m）

ナデ 良好

15 B－5

深鉢 胴部 外：淡褐色
内：淡暗褐色

白雲母・長石・石
英など砂粒を多箪
に含む。

短い沈線で、曽畑

に類似した文様。
調整は不明。 やや良

16 A－4

？
●
口縁部 外：淡黄褐色

内：淡黄褐色

部分的に淡黒
褐色

かなり精製され、
細砂粒を僅かに含
む

張り付け突帯四条
に、押引きによる
刺突文。不規則。
小さな刺突をもつ
一つの乳房状突起

があり、更に下に

沈線の一部が見ら
れる

調整は不明。 不良
もろい

17 B・C－

5．6

？
●
口縁部 外：暗黄褐色

内：暗褐色

石英・白砂粒・黒

色砂粒など多くの
砂粒含む。

縦方向の縄文。単
位不明。

口唇部に横方向の
縄文。

良好

18 A－5
深鉢？ 胴部 外：暗褐色

内：淡暗褐色

細砂粒多く含む。 綱目押型文。 やや良好

恥 グリッド 器種 部位 色調

(外／内）

胎土

調整

外器面 内器面

焼成 備考

1
６
４
－
－
Ａ
Ａ

深鉢 口縁部
～胴部

外：淡黄褐色
～暗淡黄褐色

内：淡黄褐色
部分的に淡黒
色

石英・長石・白

砂粒･灰色砂粒(0.5
、～2m大）を多
鼠に含む。

風化のため不明。
口縁部に半裁竹
管様の工具による
押引きが4条。2

条を単位とし間に
3本単位の櫛状工
具による交鎖沈線。

丁寧なナデ。 やや不良

2 A－6

深鉢 口縁部 外：暗淡黄褐色
内：淡黄褐色

長石･石英･白色

砂･角閃石･淡褐色
石を多壁に含む。

風化のため不明。

器面に半裁竹管様
の工具で押引き、

2条単位（？）の
櫛状工具による沈
線の交鎖。

風化のため不明。 やや不良

3 B－6

深鉢 口縁部 外：淡黄燈色
内：暗黄燈色
やや煤付着か

石英・長石・角

閃石など多堂の砂
粒含む。

部分的にナデの
痕跡。
半裁竹管様の工
具による4条の押
引き文。2条を単

位とする中に3条
の櫛状工具による

交鎖沈線。

風化で不明。 やや不良

4 B－6
深鉢 胴部 赤燈色 石英・長石・角

閃石混入

貝殻の押引きで斜
めの沈線。

横ナデ。？ 良好

5 A－6

深鉢 胴部 外：淡黄褐色

内：淡黄燈色

長石・石英・泥

質岩などの砂粒を

多通に含む。

頚部は風化のた
め不明。

頚部に半裁竹管
様工具による押引
き文、下部は区画
沈線内を2～3本

の櫛状工具による
沈線文がうめる。

ナデか やや不良

6 A－6
深鉢 頚部 外：暗赤褐色

内：赤褐色

石英・長石・角

閃石含む

貝殻押引き。 横ナデ 良好

7 B－5
深鉢 胴部 暗赤燈色 石英・長石・角

閃石多量に混入。

貝殻押引き。左
→右

へラ状工具による

粗い横ナデ。？

良好
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NQ グリッド 器種 部位 色調

(外／内）

胎土
調整

外器面 内器面

焼成 備考

8 A－6
深鉢 胴部 外：赤褐色

内：赤燈色
石英・長石・角

閃石を含む。

ほぼ横方向の沈
線が5本。

へラ状工具による

横ナデ。

良好

9 A－4
深鉢 胴部 赤燈色 石英・長石・角

閃石混入
横方向のへラ削り 良好

10 A－4
深鉢 胴部 外：赤橿色

内：灰黄色

石英・長石・角

閃石混入

貝殻条痕文。 横ナデ 良好

11 A－5

深鉢 胴部 赤褐色 石英・長石・角

閃石を含む。
押引き（2条の
平行沈線が不定方

向にあり｡）

横ナデ（へラ状工
具による？）

良好

12 C－5
深鉢 胴部 外：赤横色

内：明赤燈色
石英・長石・角

閃石混入

弱い貝殻押引き

文。左→右
へラ状工具による
横ナデ。

良好

13 A－5
深鉢 胴部 外：赤燈色

内：赤燈色
長石多、石英。

角閃石も混入。
貝殻の押引き文。 横ナデ 良好

N、 グリッド 器種 部位 法堂

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 C－6

深鉢 口縁部
－

石英・長石などの

砂粒を多堂に含む。

下方：縦

殻条痕

条痕
ラ削

外：5m程

の刻目。
内：ナデ6

不良
もろい

イ噸
葛

2 C－6

深鉢 口縁部
■■■■■ 篭騨。

白色･黒色の微細
な砂粒

黒雲母片が目立つ。

右下がり方向

の粗いナデ6

右下がり方向

の粗いナデ6

横ナデ6

口唇部に刻
目

良好 外器面
孔あり

:穿

3 C－6

深鉢 口縁部
－

外：鈍い黄褐色

内:黄褐色･黒褐色
砂粒や雲母片を多
量に含み粗い。

やや丁寧な横ﾅデ 粗し横ナデ6
条聯6

口唇部に刻
目

良好

4 C－6 深鉢？ 口鯛I － 黒褐色 角閃石・石英など
の細砂粒多く含む。

条痕 横ナデ 口唇部とﾀ嬬
面に刺突文。

やや不良 鳩面:煤と炭

愉贈。

5 C－7 深鉢 口縁部 － 黒褐色 雲母･角閃石などの

細砂粒が含まれる。
貝殻錘 ナデ 口唇部に刻目 やや不良

もろい

6 C－7 深鉢 口織り ー 外:暗織旦へ黒褐色
内：黒褐色

疋瑛･雲母･角閃石
等の細砂粒を含む。

縮をナデ消す。 条痕のあとナデ6 口唇部にナ
デと刻目。

良好 燃
悩
:煤

7 C－6

深鉢？ 口縁部

－

洲

》
外
内

白色･黒色の砂粒

を多量に含む。
丁寧な横ナデ6

繍灘
の沈線が二条
以下に縦及び

右下がり方向

の不明瞭な条
痕文が施文

いナデ

位の条

陣
一
九

な横ナ 良好

8 C－7

深鉢 口鯛I
q■■■■

外：茶褐色
内：鈍い黄褐色

白色・黒色・石英

の砂粒を多量に含
む｡灰色の砂利

(7mも含む。

誌雛回
丁寧な横ナデ6 ナ 良好

9 C－6

深鉢 口縁部 口：(16.1） 外：

内:赤

黒色･白色･前穐色の
砂粒を多璽に含む。

粗いナデ蝿
方向不一。

横方向の粗い
ナテ顎醗の後、

波状の文様を
施文。

粗い横ナデb

刻目。粘土
紐の状態み

良好

10 C－6 ？
●
口繍］ － 黄褐色 白色・黒色の砂粒

をやや多量に含む。

粗い

痕が

へﾗ削り｡条

明瞭に殉字
丁寧な横ナデ。 丁寧

一●

ア。

な横ナ 良好

11 C－6

口縁部 －

鮭曇藤棚
砂粒を多量に含む。 上：横位の貝

殻条痕

下:紺立の条痕。

上： 剛
倣

下：ナデ

き波 刻目 不良
もろい

内器面に炭

ｲ鋤付着b

12 C－6

深鉢 口縁部
－

外：赤褐色
（口唇部も）

内：暗黒褐色

白色･黒色の砂粒､黒
雲母片を多璽に含む

右下がり一右
上がりの沈線

力流文。

丁寧な横ナデ6丁寧な横ナ
デb沈線の

ような条痕
をつける。

良好
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恥 グリッド 器種 部位 法通

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

13 C－7

深鉢 口縁部
■■■■■ 貧i譲色

石英・長石などの

砂粒かなり含む。

貝殻縦 横位の条痕に

縦ナデ6

やや良好
だがもろ

い

14 C－6

深鉢 胴部
■■■■■

撒菖 石英･雲母･角閃石

などの鮒を含む。

上：7本単位
の条痕

下：ナデ消し。

条痕のあと削り。 やや不良

15 C－7

深鉢？ 口鯛］
－

》
卿

外
内

長石・

などの

条痕のあ
デ消す。

とナ ナデ 口唇部：浅
い刺夷

朗
蝋

16 C－7 深鉢？ 胴部
一 聯

聯
外
内
●
●
◆
●

長石・石英などの

砂粒を含む。

ナデ､稜杉文。 ナデヮ
●

やや不良

恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 C－7

深鉢 唾
澗
口：(45.0） 縦

》
●
■
●
●

外
内

1～

に含

貝殻条痕調整。
細かい条線が

入る。横方向
の二条の刻目

突帯｡一組に
縦方向の刻目
突帯

貝… 良好
固く焼き

締まって
いる。

5つの補修
孔あり。

NQ 遺構名 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 C－7

深鉢 聯
澗
口：(24.4） 卿

縦

■
●
●
●

外
内

横位の粗
ラ削り。

い"、 横位の粗
ラ削り。

い"、 口唇部：波
状文。
口縁部：二
又状の工
具による押
引き伽。

良好

2 C－6

深鉢？ 口縁部
一

織密,微
母片を多

丁寧
鵬
趣

な横ナデ。
な押引文

横方
搬
淵 す。

間隔 良好

3 B－8

深鉢？ 口鯛I

ー

黒褐色 黒色・白色・赤褐

諾騨:蕊片
をやや多量に含む。

一部に横位の
丁寧なへラ削
り。他は丁寧
な横ナデ6

丁寧な横ナデ6口唇部:刻目。
口唇～屈
曲部にかけ
て､押引き
鍬の沈線
文及〔周隙
に浅い沈線
文が施文さ
れている。

良好

4 C－6

深鉢？ 口縁部 :噺昌色 製さ 条痕残存 条痕残存 良好
#響
:煤

5
７
６
ｌ
ｌ
Ｃ
Ｂ

深鉢 口鏑］
一

馳
唖

外
内

●
●
●
●

角閃石・長石など
の砂粒を多く含む。

貝殻条痕 貝殻条痕 口織冊:遭貌
刺鶏卵引文
錘一一

口唇部
状文

O

:波

やや良好

6 C－7

深鉢 口縁部
－

聯
縦

外
内

●
●
●
●

僅かの砂粒･紐砂
粒を含む。かなり
糖製されている。

聯
一
九

貝
ナ

の後、 貝殻条痕 押
条
る
二

(内と外）

やや良好
:野
:煤

7 B－5

深鉢？ 口縁部
－

垂
雄

ナデ ナデ 波状口縁
澗酷Iは突出
口唇部：3本
の制線と二条
の刺突文

露
蝋
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N、 遺構名 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

8 C－6

？
●
口縁部

ー

黄褐色 色
若
白
を
粗い横ナデ6 右上がり方向

の条痕調整。
薄い平口縁に
粘土紐を貼っ
た後に山形押
引文施文。
屈曲部:粘土
紐を貼り､押引
文施文｡更に山
形I詔値下に
も円形の粘土
を貼り押引文
施文｡

良好

9 C－6

？
●
口縁部

－

錘
蝿

外
内

●
●
●
●

白色・黒色の砂粒
を若干量含み、や
や粗い

右下がりのへ
ラ削りをナデ
消し。

横位のへラ削
りを横ナデで
ナデ消す。へ
ラ削り痕残存。

波状を呈し､粘
土紐を貼る。
口唇部に押点
文睡。

良好

10 C－5
深鉢？ 口縁部

一

●
●
●
●

外
内

白色の微細
石英を多量

横ナデの後、
粗いへラ削り。

粗いへラ削り
の後､横ナデ6

丁寧な横ﾅデ。
貼り付け突帯
上に刺突文

良好 内器面：右
下がりのへ
ラ削り部分

11 C－6

深鉢？ 口織部
ー

外：暗黒褐色
（口唇部

内：黒褐色
も）
白色の砂粒及び白
雲母片を多量に含
み、やや粗い。

やや粗い横及
び右上がり方
向のへラ削り。

粗い横方向の
へラ削り。

口唇部:粘土
紐を貼った後、
刻目及ひ櫛目
状の粥|きを
施文

若干焼き
締めに欠
ける。

12 C－5

深鉢？ 口鯛］
ー

砂粒をかなり含む。 ナデ ナデ ナデ 朗
率

13 C－7
？
●
口縁部 － 淡黄褐色 細砂粒を僅かに含む ナデ

押引文

ナデ やや不良

14 B－7
深鉢？ 口縁部

一

外:暗褐色(煤村着）
内：暗黄褐色

白砂粒･雲母･角閃石な
ど多璽の羅紗粒含む。

貝殻条痕の後、
ナデ。

貝殻条痕
ナデ6
の後、 不良

もろい

15 D－6

？
●
口縁部

一

暗黒褐色 白色の鮒を若干量
含む。滑石を含み、
鈍い光沢を呈す。

横方向のへラ
削りを横ナデ
でナデ消す
不規則な東峡
文施文。

横方向のへラ
削りを横ナデ
でナデ消す。

良好

N、 グリッド 器種 部位 法壁

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 C－6

深鉢 口 除
澗
口：(31.4） 石英 方

へ
横
な

横方向の丁寧
なへラ削り

口唇部は波
桃

ナデ6

良好

2 C－7

深鉢 口縁部 口：(22.9） 外：暗黒褐色
口唇・内：黄褐色

織密,黒色・白色
の微細な砂粒を少

量含む

粗いへラ削り
の後､横方向
のナデ消し。

粗いへラ削り。 良好 卿
鍬
§剛

3 B－5
浅鉢？ 口縁部

－

内・外とも暗褐色 滑石を多量に含む。 丁3寧なナデ6 粗い条癌横
方向の鯛

》
暁
波状気 良好
鱈面
に煤

4 C－7
？
●
口縁部 － 外：暗褐色

内：褐色

砂粒僅かに含む

(長石・石英など)。

横方向の条痕b丁寧なナデ6 良好

5 C－5

？
●
胴 部

－

黒褐色 砂粒含む。

を貼

不明 不良
もろい

6 C－7

深鉢？ 口鏑］

－

》
卿

外
内

滑石を多量に含み、
粒子状のものも多

麓に含む｡器量面
や割れ口は光沢を

呈している。

横方向のへラ
削り

横方向の条痕 竹

》
》
礎

良好

7

C－6

(SB－1）

(Pit-10）

？
●
底部

一

識
唖

外
内

滑石を異常に含み、
滑石でできている

ようである。

不明 不明 上I

る。

ﾃ底に作 良好

8 C－7

？
●
胴 部

ー

黒褐色 僅かに砂粒を含む

が、よく精製され
る

粗い条痕 粗い条痕 良好
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恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

9 C－5

？
●
底部 底：(8.0） 外

●
●
●
●

胴
底

●
●

繍篭
へ暗黄褐色
白いもの付着
内：黒褐色

白砂粒を含む。 粗い条痕の後、
ナデ。

粗い条狼の後、
ナデ6

底部に条痕
峨
州

やや不良

10 B－6

？
｡
底 部 底：(8.4） 外:胴：暗褐色

底：黒褐色。白い刑
土状のもの付着
内：淡黄褐色
～暗褐色

雑
一
九

の後、ナ 条痕 底部ナデか。 良好

N、 グリッド 器種 部位 法箪

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 C－6

深鉢 口縁部 口：(18.8） 》
糊

外
内

･黒

む。

横位・右下が
り方向の粗い
へラ磨き。

な 良好

2 C－7
深鉢 口繍邪

－

》
蝿

外
内

鮒僅かに含む。 ナデ 雑
一
九

のあとナ 口唇 ．
・
雌

部 良好

3 B－4

深鉢 口縁部

ー

明赤褐色 黒色・白色の砂粒

（1～2m微細

な白雲母片等を多
量に含み､粗い。

粗い横ナデ6
口縁部:斜め方
向の肋綴.右下が

り方向のり瀧な沈
綴｡右上がり方向
のやや不財瞭な沈

線｡横方向の非常
に細かい繊力堀
文

粗い横ナデ6 やや不良

4 A－4
浅鉢 胴部

－

外：淡黄褐色
内：暗謝絶･煤贈

砂粒かなり含む。 粗い条痕の後、
少々ナデ消す。

粗い条痕力洛
方向に残る。

やや不良

5 C－7

深鉢 胴部

－

蝿
》

外
内

雲母・石英・長石

などの砂粒を含む。
雑の後､ナデ
上部に円筒伏の

竹管文による刺
突､地文として、

細文｡

：
一
プ

上
ナ
条痕の後、

下：ナえ

良好

6 B－7
深鉢 鴫

酬
口：(14.4）

底：5．8 隷菖
角閃石･長石などの
砂粒を多璽に含む。

ナデ ナデか？ 突起あり。 やや不良

7 A－7
？
●
底部 底：（4.8） 》

》
外
内

角閃石･長石などの

砂粒を多趣に含む｡

磨研 ナデ？ 底部はナデ6 良好

8 C－7

深鉢 底部 底：（8.8） 白色･黒色の砂粒

を若干量含む。

主に横ナデ。
縦ナデもある。

ナデ 》
秘

良好

9 B－5

？
●
底部 底：9．4 》

》
外
内

角閃石・雲母・長
石などの砂粒を多

璽に含む。

アンペラ圧痕？ 不明 底部ナデ6 やや不良

10 C－7

浅鉢 底部 底：（7.3） 黒色・白色、

石英､黒雲f
多趣に含む。

へラによるナ

デ上けも下部
に非常に粗い

横ナデ。

器面力湘く、

調整不明。

底部ナデ。 良好

11

５
５
一
一
Ｂ
Ｃ
深鉢 底部 底：1．5 蝋

》
馳

外
内

雲母・石英・長石

・角閃石などの砂

粒を多く含む。

丁寧なナデ6 ナデ 底部調整不
明。

良好

12 C－7

深鉢？ 底部 一 赤褐色 白色・赤褐色の砂
粒､石英､粉末伏
の白雲母片を多量
に含む。

横ナデの後
右下がり方向
の粗いへラ削
り

り方向
なナデ6

酬
晩
調整不 良好

13 C－7

深鉢？ 底部 底：（6.0） 糊

硫
外
内

微細な白色・黒色
の砂粒､石英､粉
末状の白雲母片を

若干堂含む

丁寧な横ナデ6丁寧なナデ6 》
明

良好
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恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

14 C－7

深鉢？ 底部 底：（7.2） 黄褐色 黒色の砂粒・石英
を若干堂含む。

丁寧な横ナ灸
下部にやや粗

↓横ナデ6

縦方向のへラ
削り

諦
明

良好

15 A－6

深鉢？ 底部 底：（7.2） 外：褐色
内：暗褐色

2～3やや大きい

砲粒を含むが､全

伽勺にはよく精製
される。

よくナデ調整

される。

ナデか？ 良好

16 B－5

深鉢 底部 底：（8.4） 外：赤褐色
内：黄褐色(底部も）
立ち上がり黒褐色

乳白色の砂粒（2

～3，，0、撒細な雲
母片多璽に含み、

粗い。

胴部～屈曲部

:へラ状工具
で粗し横ナデ6
以下：粗いナ

デ上げ及び横
ナデ

へラ》伏工具に

よる丁寧なナ
デ上げ6

底部：へラ

>伏工具によ

る粗↓横ナ
一●

プ

やや不良 割れ口に接

合痕あり。

17 C－7

深鉢 底部 底：(10.4） 白色･黒色･赤褐

色の砂粒､石英、
黒雲母片を多量に
含む。

丁寧な横ナデ。 雛不明。 底

(円周

た形）

やや良好

N、 グリッド 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 C－7

浅鉢 卿
側
口：(31.3） 外・内：灰黄褐色 白色灰褐色の微細

な砂粒を多量に含
む｡やや、もろい。

丁寧なへラ磨
き

丁寧
き。

なへラ磨 良好

2 A－6

浅鉢 卿
側
口：(29.4） 外：淡黄褐色

内：淡黄灰褐色
きめの細かいよく

精製された土であ

る。よくしまる。

ナデを丁寧に
施す。磨研し、

横ナデ6

磨研 やや不良 緬
色
は黒ﾉ褐

3 B－5 浅鉢 口縁部 口：（23.4） 淡灰色～黒色 よく精製され、よ

くしまる。

され、 磨研 口唇部にヒ

レ状の突起
やや良

4 AB

－7

浅鉢 棚
側

一

舶
馳

長石・角閃石など
の砂粒をかなり含

む。

磨研 磨研 やや不良

5 C－7

浅鉢 淵
側
口：（17.2） 黒褐色 非常によく精製さ

れ､砂粒を殆ど含
まない。

丁寧に磨研さ

れる。口径部
に三本の沈線

磨研 良好

蕊藤：
塗布。

6 B－6

浅鉢 口縁部 口：12．8 淡黒褐色 よく精製された土 磨研 磨研

頚部の下に

痕とナ式

条

良好

N、 グリッド 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 A－4 浅鉢 口縁部 － 外:淡黄色~暗褐色
内：淡黄色へ暗褐色

磨研 磨研 やや不良

2 B－5 浅鉢 露
嫡
口：(12.4） 蹄

鎚
とも淡黒 細粒かなり含む。 磨研 磨研 やや不良

3 C－7

一 口縁部
一

内外両面
灰色

とも淡黄 紐肥》粒かなり含む。 磨研。

横方向の沈線。
磨研。
横方向の沈線

と縦方向の沈
線 突起。

やや不良

4 B－6 浅鉢 口繍］ 一 内外両面：黒褐色 よく精製されている 磨研 磨研 良好

5 B－5 浅鉢 口鏑］ 一 内外器面：
赤燈色~暗灰色

かなりよく精製さ
れる

磨研 磨研 口唇部に突

起あり。

やや不良
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N、 グリッド 器種 部位 法坦
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

6 B一

浅鉢 口鏑I
一

暗褐色~黒褐色 長石等の砂粒含む。 磨研 やや不良

7 C－6 浅鉢 口縁部
ー 淡器褐色~暗褐色 僅かに石英な

砂粒を含む。

どの 磨研 磨研 やや良好

8 C－7

浅鉢 胴部
－

》

縦

》
》

伽
・
・

外
内

細砂粒をかなり含む 磨研
屈曲部に沈線
あり。

磨研 やや不良

やや不良

9 C－7 浅鉢 口縁部
－ 外：淡暗灰色
内：暗灰褐色

よく精製される。 磨研 磨研 やや不良

10 C－7 浅鉢 口鯛I
－ 》

聯
外
内

磨研。 磨研 口縁部に斜

格子の癖。

良好

11 一括 深鉢？ 口縁部
一 全面黒色 洲

餌
はほとんど 磨研 磨研 良好

12 AB

－7G

壷？ 口縁部
一 舞驚絶

よく精製されてお
りほとんど砂粒を

含まない。

磨研。 磨研 やや良好

13 B－5

浅鉢 胴部
ー 外:黒色
内：黒灰色

紐肥粒が含まれる
が､かなり精製さ
れている

磨研 磨研 やや不良

14 C－7 浅鉢？ 口縁部
■■■■■ 誰

縦
外
内

壷
鮒

どの 横方向の条混 磨研 良好

15 C－7 底部
－ 内･ﾀ賎緬:黒御芭 細砂粒かなり含む。 翫

測 沈線，
ナデ 良好

N、 グリッド 器種 部位 法璽
(cIn）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 B－5

深鉢 卿
柵
口：(45.8） 外：

口縁部：赤褐色
黒褐色～

内：

灰黄褐色

口繰灘

白色･赤褐色･黒
色の砂粒を若干通
含む（白色のもの
は、やや大粒で3

～5m位)。

粗いへラ削り。 横方向のへラ
削り横ナデも

良好

2 B－5

深鉢 函
柵
口：(41.7） ㈱

㈱

》
縦
確
馳

外
内

白色･赤褐色・黒
灰色の砂粒（3～
5mm;A上)や微細

な白雲母片を多段
に含む。

非常に粗し横
方向のへラ削
り。屈曲部以

外は特に粗い。

丁寧な横ナデ6 やや不良

N、 グリッド 器種 部位 法麓
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 B－5

深鉢 口縁部 口：(45.8） 糊
》

外
内

白色･赤褐色の砂
粒（4～5m）を
多量に含んでおり
ﾖ常に粗い

丁寧なへﾗ磨

哉
爾 は粗↓頓
ナデ。

粗い横ナデ6 良好

2 ５
７
一
一
Ｂ
Ｃ

深鉢 口縁部 口：(50.1） 暗黄褐色 白色･黒色の微細
な砂粒､石英を多
堂､黒雲母・白雲

母片を若干堂含む。
各々 微細。

条痕
いプ、

丁寧な横ナデ6 良好

3 A－7

深鉢 口縁部

一

外：暗褐色
～黒褐色
内：暗褐色､上方
にやや黒味を帯
びる。

繍壷駕
大の砂粒を含む。

粗い条痕の後
にナデか。 縦貫墨庇

良好 外面には煤
付着b
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恥 グリッド 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 A－8

深鉢 口縁部 一 聯

》
外
内

石英･長石・角閃
石などの砂粒多く

含む。

丁寧な瀞h やや不良

2 C－7

深鉢 口 緋
臓
口：(35.9） 外:黄褐色

・灰黒褐色
内：鈍い黄褐色

白色の砂粒､石英を
多く含む｡ややもろ
い

へラ削 良好

3 B－5

深鉢 口縁謝I 一 》
確
洲

外
内

白色・赤褐色の砂

粒を多璽に含む。
やや粗@横ナ
一◆

プ。

良好

4 B－6

深鉢 口 緋
卿 ー

外:暗淡黄褐色
内：暗褐色

砂粒を多量に含む。 粗い条痕の後、
ナデ。

粗い縦 不良
剛こして

いる

5 C－6

深鉢 口縁部

－

貧嫌難色
粗い条痕の後、
ナデ。

丁寧な横ナデ6 良好 A：雛不
明。小さ

な凹凸が

残存

B：樹立の
へラ削り

の後､横
ナデによ

り丁寧に

ナデ消し
てある。

6 ６
７
一
一
Ｃ
Ｃ

深鉢 口 緋
癖
口：(33.3） 白色・黒色・赤褐

色の微細な砂粒若

干｡

横位のやや丁
寧なへラ削り。

右下がり方向

もある。

横位のやや丁
寧なへラ削り。

良好

N、 グリッド 器種 部位 法過
(C､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 B－6

深鉢 口鯛I 口：(52.2） (外)暗赤褐色
鈍い黄褐色･黒褐色

（内）
A部：赤褐色

以下:鈍い赤褐色

白色・黒色の砂粒、
石英､黒雲母・白

雲母片を多量に含
む。

丁寧な横ナデ6A部：横位の
やや粗いへラ

磨き

下部：丁寧な

斜め方向のナ
一◆

プ◎

口唇部(外

器面の接

合痕付近に
は、ナデ上

げ力種かに

ある。

良好

2 B－6

深鉢 口縁部 口：(43.2）

線&糊
内：灰黒褐色

（口唇部も）

黒色･灰褐色･赤褐
色の砂粒を多量に、
黒雲母片を少量含

む。

丁寧な横方向

のへラ磨き。
粗b横方向の
へラ磨き。

口唇部

い沈線

に浅 良好

3 C－5

深鉢 口繍I
－

砂
多
の
を

方向
A部

は非常に雑

丁寧な横ナデ6丁寧
一◆

ア。

な横ナ 良好

4 C－6

深鉢 口縁部

一

黄褐色

も）

白色･赤褐色の微細
な砂粒､雲母片を
若干殿含む｡概ね
鮒

やや粗↓横位
の条混横ナ

一●

アo

やや粗い横位
のへへう削り

の後､丁寧な
横ナデ6

やや粗↓横
位のへラ削

りの後､丁

寧な横ナデ6

良好

5 C－6

深鉢 口鏑I 白色･黒色･赤褐色

の砂粒､黒雲母片
を多盤に含む。

丁寧な横及び

上右がり方向
のナ灸

横方向の条痕

後､横ナデ6
表面力剥離し

ている為､詳
細不明

良好

6 C－6

深鉢 口調I

ー

外：鈍い灰黄褐色

内：灰黒褐色

白色･黄褐色･灰黒

褐色の砂粒を多量
に含み､非常に粗

い◎

３御
混
横位の条 稗

雑
な横位の 丁寧な横位

のへラ削り。
口縁は波状

を呈する。

良好

7 C－6

深鉢 口縁部
一

黄褐色 白色･黒色の砂粒

やや多麓に含む。

を 粗い

輝
蔑

丁寧な横ナデ6

一◆

プ◎

横ナ

良好

8 B－6

胴部 口縁部
ー 舞慾麓色

白色・黒色の砂粒

石英､黒雲母片を

多量に含む。

条痕 ナデ 良好
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伽 グリッド 器種 部位 法璽

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

9 C－6

深鉢 口繍］ 口：（13.4） 外：暗黒褐色

（口唇部も）
内：黄褐色

白色･黒色･半透明
の砂粒､微細な白
雲母片を多量に含
む。

横位のやや粗
いへラ削りを
横ナデでナデ

消してある。

へラ削り痕も

残存する力戦
ね丁寧，

陣
一
九

な横ナデ6丁寧な横ナ 良好

10 C－6

深鉢？ 口縁部
－ 外撫蕊
内：鈍い黄褐色

、鮒
睡
粗い横ナデ6 粗b横ナデ6

一
九

横ナ

良好

11 B－6

深鉢 口縁部

－ 舞灘
（口唇部も）

砂粒 横位
き

のへラ磨 横位のへラ

磨き。

良好

12 C－6

深鉢？ 口縁部

－

白色･黒色･赤褐色
の微細な砂粒を多
量に含む。

丁寧な横ナデ。 丁寧な横ナ灸 特に丁寧な
横ナデ胎土

が外器面に
はみ出す

良好

恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調
(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 B－5

深鉢 口縁部 口：(41.5） 外：黄褐色･黒褐色
内：灰黒褐色

紬
卿
職

へラ削りの後
ナデ消し

丁寧な横ナデ。 陣
一
九

な横ナ 良好

2 C－7

浅鉢 口縁部 口：(48.3）

暗黒褐色

条痕のあと、

横位の粗いへ
ラ削り。

横方向の非常
に丁寧なへラ
磨き。滑沢を

有する。

弾
一
九

な横ナ 良好

3 A－7

浅鉢 口縁部 口：(48.4） 外:赤褐色
暗黒褐色幌?）
内：赤褐色

。鈍い黄褐色
・暗黒褐色

白色･黒色

色の微細な、
多量に含む。

横方向の粗い
へﾗ磨き。器
面の大部分に
釘Lのこる。

横方向の丁寧

なへラ磨き。

器面は滑らか。

丁寧
一◆

ア。

な横ナ 良好 口縁部には

穿孔痕が一
ケ所見られ

る。

N、 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 A・B

－7

浅鉢 口縁ぞ～ 口
脚
(35.4） 黒褐色 細砂粒を含む。 粗い条痕の後、

軽いナデ6
丁寧な磨研， 良好

2 B－5

浅鉢 吟
癖
口：(35.4） 砂粒をいくらか含

むカミわりと精製
されている。

粗い条痕の後、
軽く磨硫，

丁寧な野L 良好 外器面：炭
ｲ伽とスス
付着｡

3 1．2

浅鉢 蜂
癖
口：(39.7） 外：鈍い黄褐色

（口唇部も）

内：鈍い赤褐色
黒褐色

白雲母片

含む。

、

を

非常に粗↓横
位のへラ削り。
条痕多…

やや

位の
非常に粗い

横位のへラ
削り。

雑
蔑
多数残

良好 口縁下:外・
内両器面よ
り穿たれた

と思われる

孔あり。

4 B－8

餓
綱
口縁r～

－

》
》

外
内

白色・黒色の砂粒

石英､黒雲母片

(いずれも微細）

を多量に含む。

横位のへﾗ磨
き。粗く、凹

凸が鐸

横位のへﾗ磨き

丁寧で､A部は
滑沢を有する

良好

5 B－5

浅鉢 聯
癖
口：(37.2）
#雛集褐色
（口唇部も）

白色･黒色の砂粒
石英、白・黒雲母

片（いずれも微細）
を多量に含む。

の 紬
庭
の貝殻@条 良好
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恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

6 B－6

浅鉢 口縁部 口：（17.8） 外：暗黒褐色
（口唇部も）

内：赤褐色

黒色・赤褐色の砂

粒､石英､黒雲母
片を多量に含む。

横位のへラ磨

き。やや粗い。
鮒
載
のへラ磨 良好

7 B－6

浅鉢 口縁部 口：(27.8） 横位のへラ磨

き。やや粗く、

琴が若干残

馳
乱
のへラ磨 良好

Na グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 B－6

鉢 口：12.O

高：9．3
底：14．0

(州

口縁-,-胴部：
暗黒褐色

謡:灘色
底部：黒褐色

微細な白色・黒色

の砂粒､石英､黒
雲母片を多量に含
む。

横方向のへラ
削りとナデ。

へラ磨き。 良好

2 A－5

鉢？ 口縁部 聯
縦

外
内

◆
●
●
●

条痕の後ナデ

か｡煤付着｡
磨研される。 良好 補修孔あり。

3 B－6

鉢 口縁部

－

外:蕊難色
内：明赤褐色

の砂

む。

丁寧な横位の

へラ磨き。

調整の際出来
たと思われる

凹線が、2ケ

所に渡って認

められる。

良好

4 一括

浅鉢 口縁部
一

外：鈍い黄褐色

内：赤褐色
白色･黒色･赤褐色
の砂粒､石英､黒

雲母片を多璽に含
む。

横位のへラ磨

き。粗く条痕
残存。

の 良好 口唇部:櫛

註
蝿
誌
妨
澗
戸
嘩

施
蝿
秘
睡
剛
延
》
力流文

5 B－6

浅鉢 口縁部
－

翻
畷
純

白色･黒色･赤褐色

の砂粒､石英､黒

雲母片を多量に含
む。

やや粗い。

横位のへラ

き。

磨
諏
註
のへラ磨 非常に粗い。 良好

6 B－6

浅鉢 口鏑］
－

灰黒褐色

(口唇部も）

幽
霊
錘

の
白
含

色
の
に

黒
状
量

横位のへラ磨
き。

粗く条…

鈍
詮
のへラ磨 良好

鱈;煤

7 A－5

浅鉢？ 口縁部 口：18．2

純

》
》
海

外
内

長石・角閃石など

細砂粒多く含む。

へラ磨き。 へラ磨き。 やや良好

8 B－5

浅鉢？ 口織祁
■■■■■

諦
縦

●
■
①
●

外
内

微細な白色・黒色

の砂粒、白雲母片
を多量に含み､粗
い｡若干、もろい

感じを受ける。

横ナ灸
粗く条痕
る。

があ

瀞
揮
デbやや やや丁寧 良好

9 B－7

浅鉢？ 口縁部 口：14．9 搾
縦

外
内

鮒
哉
のへラ磨 樹立のへラ磨

き。

丁寧で滑沢を
呈する

良好 外器面：滑

沢を呈す

る部分が

あるが、

や柵く

部分的に
あばた状

を呈する。

10 B－6

浅鉢 口鯛I 口：13．3 、伽
群

に含む。

鮒
哉
のへラ磨

非常に粗い。

横位
き。

のへラ磨

丁寧で滑沢を
有する

良好
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恥 グリッド 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

11

６
７
一
一
Ｃ
Ｃ
浅鉢 口縁部 口：14．8 唖

峠
外
内

白色･黄褐色の砂
粒を多量に含み粗
い。

横位の粗いへ

ラ磨き。

鮒
蒲
面よ

の粗いへ
き・外器

り粗い

良好

12 C－6

浅鉢？ 底部 底：6．6 蝿

》
》

外
内

白砂粒をかなり含
む

ナデ？ 磨研 底部･外器
面はi蓉耗し
ている。

良好

13 C－5

浅鉢？ 底部 底：10.8 蹄
晩

外
砕
緬

よく精製されてい

る僅かに細砂粒含
む。

縦に条痕か。
沈腺が入り、
闇肝している。

磨研 朗
蝋

恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 C－

深鉢 卿
柵
口：(26.4） 棚

《
縦

聯外
内

白色･黒褐色の砂
粒･黒雲母片を多
坦に含み､粗であ
る。

胤
榔
田良。

口

云
唾

良好 屈曲部より

下部は､器
壁の厚さが

薄く

編み

匪
醗
る

には

”
伽
胤
鐸
柵
卿

力認められ

る。

2 C－7

浅鉢 口縁部 口：(29.8） 全面：
謙裳為色

白色・黒色・黄褐
色の砂粒を多瞳に

含む。

に編寵伏の条

痕の後､粗い

横方向のへラ
削り

横方向のへラ
削り。

良好

3 C－6

浅鉢 口縁部 口：(25.0） 糊
》

外
内

白色・黒色の微細

な砂粒を多麓に含
む。

粗いへラ削り。 粗いへラ削り
とナデ消し。

良好

4 C－7

浅鉢 口縁部 一 外:黒褐色~暗褐
色

内：暗灰褐色

石英・長石・雲母

など､多堂の細砂
粒含む

横方向の須昆 条痕
す。

をナデ消 口唇部：ナ
一◆

ア◎

良好

5 B－5

浅鉢 口縁部 一 外:瑠鴬概且･赤褐色
内:謝3色－1噸鵜色

白色･赤褐色の大

粒の砂粒､微細な
白雲母片を多璽に
含む。

やや不良

NQ グリッド 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 C－7

深鉢 口縁部

－

晩

《
聯
》

外
内

雲母
をか
櫛
昭
孝
散

一◆

プ。

部近くに
の刻目突

総
説
をナデ消 ナデ 良好 刻目突帯は

非常に雑な
作りで粗く
貼り付けて
いる。刻目
も浦iいで
ある

2 C－7

深鉢 口縁部
ー

》
徽

外
内

●
●
●
●

角閃石などの細砂
粒､赤砂・白砂な
ど”を含む。

横ナデ 不良

3 C－6

深鉢 口縁部

ー

暗黒褐色

砂
多
の
を
丁寧な横ナデ。
口唇部は刺突
文bほぼ等間
隔で明瞭な押

引き文｡下部
は、粘土紐を

貼り付け､浅
い押点文力聴
文･屈曲部に

刻目突裕文を

一条貼り付け
る。

丁寧な横ナデ6

一音晦ﾘ毛目の
ような横方向
のナデbナデ

上もある。

良好
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NQ グリッド 器種 部位 法坦

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

4 C－7

深鉢 口縁部
－

縦

》
縦

外
内

石英・角閃石など
の細砂粒を含む。

ナデ。

に一条‘
露文。

ナデ？ 口唇部に刻

目か。

やや不良 緬
備
:煤

5 A・B

－7

深鉢 口縁部 蝋
縦
》

外
内

雲母・

石など

く含む

ナデ｡鵡泉。

波状口縁にな

り始める所b
沈線が上昇し

つつある。

ナデ やや良好

6 B－6

深鉢 口縁部 口：(27.8） 外：暗黒褐色

内：鈍い黄褐色

（口縁部も）

黒色・白色・赤褐

色の微細な砂粒、

粉末状の白
を濁二鼠含

ね純。

識
Ⅷ

方向
ナデ。
丁寧な横ナデ6 良好

7 C－6

深鉢？ 口縁部
ー

白色・黒色の砂粒
白雲母片を多量に
含む

粗い横ナデ6 粗↓横ナデ6 縁
呈
口
を

寧な

は波状 良好

8 C一

6．7

深鉢？ 口縁笥I － 》
糊

外
内

白砂粒・石英・長

石の砂粒を多く含

む。

条痕の後ナデ ナデ 良好

9 A－7

深鉢？ 口縁部
－

鮒を僅かに含む。 ナデ､横方向
の沈線，

ケズリ？ 不良

10

A・B

－7

深鉢 口縁部
－

縦

》
》

外
内 粒を多

な
含
母
く

･角閃

どの砂

む。

ナデ､浅い沈
線

ヘラナデ、上

部はナデ。
やや良好

11 C－5

深鉢 口縁部
－

外:黒褐色
内：鈍い黄褐色

白色・赤褐色の砂
粒､石英を多量に
含む

丁寧な横ナデb
X字状の貼り

付け隆帯。

粗↓横ナ式 良好

12 C－7

浅鉢？ 口鯛I 白色・灰褐色の砂

粒（5m前後の大

粒を含む)、石英、
黒雲母片を多量に

含み非常に粗い。

粗いナ気 ナデ？ 鯛I・外器
面にアンペ

ラ状圧混

良好

13 C－7

浅鉢？ 口縁部 》

》
離

鈍外
内

白色・赤褐色の砂
粒､微細な石英、

白雲母片を多量に
含む。

へラ削り及び
ナデ

丁寧な横ナデ6底部・外器
面にアンペ

ラ状圧混

良好

恥 グリッド 器種 部位 法堂

(cIn）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面

焼成 備考

1 B－6 浅鉢？ 底部
－ 蝿

》
外
内

・黒

を含む。

アンペラ状の
圧痕

ナデ 良好

2 一括 浅鉢？ 底部
－ 縦

》
外
内

石英・黒雲母など

を含む。

アンペラ状の

圧痕

ナデ 良好

3 C－5 浅鉢？ 底部
一 蝿

聯
●
●
●
●

外
内

長石・角閃石など

の細砂粒を含む。
アンペラ状の
圧狼

ナデ 良好

4 C－6 浅鉢E？ 底部
－ 外：暗黒褐色
内：暗褐色

石・石英

粒を含む。

アンペラ状の

圧痕

横ナデ 良好

5 C一

5．6

浅鉢？ 底部
－ 稚

》
●
●
●
●

外
内

黒雲母・角閃石・

石英などを含む。

アンペラ状の
圧痕

ナデ 良好

6 C－7 浅鉢？ 底部
一 聯

蝿
、
●
●
●

外
内

黒雲母

を含む。

･長石など アンペラ状の

嘩

ナデ 良好

7 B－5 浅鉢？ 底部
－ ど アンペラ状の

圧痕

ナデ 良好

8 B－5 浅鉢？ 底部
一一 ど アンペラ状の

圧痕

ナデ 良好 7と同引固体か
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恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）
色調

(外／内）
胎土

調整・文様

外器面 内器面
焼成 備考

9 B－6 浅鉢？ 底部 ー

外：褐色
内:淡褐色へ暗褐色

長石・

砂粒を

どの アンペラ状の
圧痕

ナデ 良好

10 A・B

－7

浅鉢？ 底部 － 雑
》

外
内

長石・角

を含む。

閃石など アンペラ状の
圧痕

ナデ 良好

11 B－6 浅鉢？ 底部 ー 確
純

●
●
●
●

外
内

石･石英

粒を含む。
アンペラ状の
圧痕

ナデ 良好 と同一個体か

Nnグリッド 部位 量
ｊ
法
価

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 底部
焼成 備考

1 B－5
底部 底：（9.6） 蝋

縦

●
●
●
●

外
内

角閃石･石英･長石な

どの砂粒を多く含む。

ナデ 条痕

デ。

の後、ナ 良好

2 AB－7
底部 底:(11.0） 蝿

蝿

●
●
●
●

外
内

砂粒を多く含む。 ナデ 条痕？ 良好

3 B－5
底部 底：（9.0） 》

》
外
内

石英･角閃石･長石な
ど多くの砂粒含む。

ナデ 不明 酬
混
:薄い圧 良好

4 B－6
底部 底：（8.0） 純

聯

●
●
●
●

外
内

砂粒を多く含む。 ナデ ナデ 酬
混
:薄い圧 やや良好

5 B－5
底部 底:(10.6） 外:瀦昌色一謝絶

内：黄褐色
砂粒を多く含む。 条痕

一◆

プ◎

の上をナ 不明
－◆

プ。 やや良好 底ﾀ隠面には､薄い
白色の膜がつく。

6 B－6

底部 底:(10.0） 外:胴：
底部

淡黄矧菖
:淡褐色～

淡黄褐色

淡褐色～

淡黄褐色

む。

の砂粒と細
なり多く含

胴部：指
る調整？

によ 粗い綿 底部：網代伏
の圧痕

やや良好 断面には製{徹寺の粘
土の輪積み状態を示
す部分がある。

7 B－7

底部 底：10．3 外：黄褐色
内：鈍い赤褐色

の砂粒、
を多量に

やや粗い横ナ
の方
粗いへラ削り
をナデ消して

いる。

やや不良

8 B－5
底部 底:(11.4） 色へ暗綴且 の鮒かな ナデ？

●
不明 底部

痕か。
:薄い圧 不良

もろい

9 C－6

底部 底：9．9 湘
細
観

ナデ ナデ 不良

10 B－6

底部 底:和月 白色･黄褐色･黒褐色
｡赤褐色の砂粒､白雲
母片を多鼠に含み、
粗い。

粗いへラ削り。 不明 底部：ナデ6 良好 底部は整った円形を
しているが､立ち上

がり部分から歪んだ
形を呈している。

11 B－6

底部 底:(10．0） 雌
》

●
●
●
●

外
内

白色･赤褐色のやや
大粒の砂粒、白雲母
片を多量に含む。

横ナデ 不明 底部：和月。 良好

12 A－4

底部 底:(11.0） 蝋
馳

●
●
●
●

外
内

石英・長石・角閃石

などの柵粒をかな
り含む。

ナデ ナデ やや良好

13 C－7

底部 底：（8.8） 黒色・白色の砂粒、

石英､黒雲母片を多
量に含む。

粗b横ナデ6 不明 ナデ 良好

14 B－4
底部 底:(10.0） 赤褐色 脇白色の砂粒を

若干量含む。
粗し積ナ完 ナデ ナデ 良好

15 C－7

底部 底:(10.4） 確
縦

■
●
●
●

外
内

白色の砂粒､黒雲母
片を多鼠に含む。や

やもろい。

横ナデ 不明 底部：不明。 良好

16 C－9
底部 底:(11.2） 明黄褐色 白色

多麓
砂粒を 横ナデ ナデ 器面力湘い為、

不明6

良好

17 B－6

底部 底：（8.4） 前褐色･癖褐色 黒色・白色の砂粒
石英を多量に含み、
粗いややもろい。

横ナデ？ 横ナデ？ 横ナデ 良好
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【第53図】土製品

【第54図】石鑑
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恥 グリッド 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 底部
焼成 備考

18 一括
底部 底:不画月 娩

縦

●
●
●
●

外
内

石英・長石・角閃石

などの砂粒多く含む。

ナデ ナデ やや良好

19 B－5
底部 底：9．2 ■

、

●
●

外
内

W鵜色 どの刑粒をか ナデ ナデ 薄い日狼b やや不良 底径の3／4残る。

N、 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 C－6

？
● 胴部

一

》
蹴

外
内

砂粒を多量に含む。 剛ﾋｶ撤し
調整は不明

く、 不良

2 C－6

？
● 胴部 ー

聯
》

角閃石・石英・長

石な器面がど多量

の砂粒含む。

条痕？ 剛上し不明。 不良 炭化物僅か
に付着b焼

成悪く、非
常にもろ↓も

3 A－4

？
●
底部 底：(14.0） 褐色 白砂粒・石英・角

閃石・長石など多
くの砂粒含む。

ナデ ナデ 底部
面にフ

圧混

良

恥 グリッド 器種 法型

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面

焼成 備考

1 B－5 不明 直径

1.6～1.7

淡黄褐色

砂粒

ナデ － やや良好： 土偶の一部か？

2 B－5 土玉 縦径:2.9
横径:2.0

灰黄褐色 閃石などの ナデ － 良好 穿孔は両側より。

3 A－4

メンコ

形
直径
5.6へ5.8

雑
》

外
内

微細な黒色・白色の

砂粒､雲母片､赤褐

色の粒子を若干量含
むが､綴観

粗い横ナ夷

条痕あり。
此撤的丁寧な横ナ元 良好 縄文土器を利用。

4 C－7 メンコ

形

直径
3.6へ-3.5

縦
蝋

外
内
●
●
○
●

角閃石・長

粒を含む。

石・石英 弱い刷毛調整。 弱いハケ調整。 やや不良 縄文土器を利用。

5 B－6 メンコ

形

直径
4.9～4.8

外:黒褐色
内：黄褐色～黒褐色

角閃石・白砂粒など
多数の細砂粒含む。

不明 不明 やや不良 縄文土器を利用。

6 C－7 メンコ

形

直径
7.5～6.3

黒褐色 よく精製される。 磨研

焼成力癖く粗くなる
磨研 やや不良

NO 遺構区 石材 破損

部位

重さ

(9)

大きさ（c､）

長さ 幅 厚さ

扶り（c､）

深度 幅

先端角度 色 備 考

1 B－4 黒曜石 完 0.3 1.16 1.27 0．3 0．32 1．16 70 黒

2 B－5 黒曜石 完 0.4 1.48 1.3 0.3 0.2 0.97 50 乳白

3 B－7 黒曜石 ， 0.3 2.45 1．15 0.3 0.2 0.58 50 淡乳黒 透明度高い。

4 B－5
黒曜石 完 0．6 1.85 1.61 0.35 0.58 0.53 50 淡黒 ガラス成分の結成が良く

微かに透けて見える。

5 B－5
黒曜石 完 1.0 2.42 1．55 0.25 0.52 0.67 40 黒 丁寧な作り。刃こぼれな

し



N、 遺構区

6 6G

7 C－6

8 C－6

9 C－7

10 C－7

11 C－7

12 A－5

13 C－6

14 一括

15 C－6

16 B－6

17 A－7

石材

チャート

黒曜石

チャート

黒曜石

黒曜石

チャート

黒曜石

黒曜石

黒曜石

？
●

チャート

チャート

破損

部位

完

完

完

，

C

完

B

A

C

B

完

A

【第55図】磨製石斧

NC 出土区 器種

1 C－5 磨製石斧

2 A・B－7 磨製石斧

3 C－7 磨製石斧

4 C－6 磨製石斧

磨製石斧
5 B－6

6 一括 磨製石斧

【第56図】打製石斧（1）

N、 出土区 石材

1 C－6 砂岩

2 一括 砂岩

3 B－6 砂岩

4 A－9 砂岩

5 C－6 砂岩

6 A？B－7 砂岩

7 C－6 凝灰岩

8 A－5 砂岩

大きさ（c､）

重さ

(9) 長さ 幅

0.7 2.3 1.37

1.2 2.58 1.87

0.7 2.39 1.36

0.7 1.6 1．69

1.0 2.68 1.87

1.9 2.53 2.12

1.2 2.15 1.89

0.8 1.67 1.73

0.7 1．88 1.28

1.8 1.75 2．18

1.8 2.65 1.6

1.7 2.20 1.80

石材 最大長
(c､）

頁岩 12.16

頁岩 9.5

砂岩 15.0

頁岩 9.2

頁岩
8.85

蛇紋岩 3.3

最大長 最大幅 最大厚
(c､） (c､） (cIn）

9.8 3.9 1.15

10．1 4.5 1.58

11.7 5.2 2.0

11.5 4.9 1.18

12.3 5.0 1.26

12.3 4.7 1.08

11.6 5.1 1.68

11.8 5.2 1.19

扶り（c､）

先端角度 色 備 考

厚さ 深度 幅

0.3 0.35 0.5 55 黒

0.29 0.49 1.39 50 淡黒 刃こぼれなし。

0.33 0.2 (1.04） 50 黒 基部を少し欠く。

0.38 0.5 1.08 <40・＞ 黒 余り質が良くない。

0.3 0.5 (1.39） 45 乳黒 刃が極端に深くえぐられ
ている。

0．52 0.6 1.26 65 淡緑灰 微かに自然面作り。

0.46 一 －

60 黒 不純物含む。

0.31 0.37 1.02 <25。〉 黒 切先を欠く。

0.38
－ 1■■■■ － 淡 黒 透明度高い。

0.43 － － 70 淡乳灰 黒の縞有り。

0.52 0.28 0.88 50 淡乳灰 黒の縞（縞の惨み有り）

0.49 0.2 1．43 <25．＞ 淡乳灰

最大幅 最大厚 重量 残存 備 考
(c､） (c､）

6.0 2.5

5.2 1.99

6.4 3.9

5.3 2.66

4.2 1.8

4.3 0.73

重量 最大幅位置

(9)

58.5 中央

91.2 先端

137.7 中央

81.7 中央

93.0 中央

79.5 先中

125.0 先端

89.0 先端

－174－

(9)

237.5

148.0

492.5

161.7

76.2

8.7

残存

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

7

3

7

5

反り

3

3

1

2

2

2

1

2

敵打痕を明瞭に残す部分と丁寧な研磨を行っ

た部分が分かる。装柄痕と思われる部分が僅
かに見られる。

磨製石斧と思われるが、かなりひどく破砕さ

れており、欠けたものをさらに加工していた

ものかもしれない。表面には擦痕が残る。

やや片刃気味か。破片のため全体は不明。

備 考

天地不明。ただ、図化したように下部の方が
より磨耗が強い様である。

天地不明。多分、擦痕のある方が刃部かと思
われる。

偏平に剥離した石片を簡単に調整したもの装
柄部と思われる部分が少々エグしている。

天地不明。



【第57図】打製石斧（2）

N、 出十反 石材 最大長 最大幅
(c､） (c､）

1 C－7 砂岩 11.6 4.9

2 A・B－7 粘板岩 9.35 4.08

3 B－7 粘板岩？ 11.9 4.59

4 C－7 砂岩 11．9 4.3

5 C－6 砂岩 10.0 4.1

6 一括 砂岩 10.9 4.4

7 一括 砂岩 11.2 4.5

8 A－9 粘板岩？ 10.2 4.4

【第58図】打製石斧（3）

恥 出土区 石材 最大長 最大幅
(c､） (c､）

12.2 5.5

1 一括 砂岩

2 A－6 砂岩 10.9 5.6

3 C－6 砂岩 10.4 5.3

4 一括 砂岩 9.3 5.4

5 CS 砂岩 8.3 4.7

6 A・B－7 砂岩 7.6 4.7

7 A・B－7 砂岩 13.3 5.6

8 C－6．7 砂岩 11.9 5.6

59図】打製石斧（4）

N、 出土区 石材 最大長 最大幅
(c､） (c､）

1 A－4 砂岩？ 6.2 3.79

2 B－6 粘板岩 6.9 6.5

3 B－8 砂岩 6.6 4.5

4 B－8 砂岩 5.0 5.6

5 A－8 砂岩 8.5 5.5

6 C－7 砂岩 8.1 5.5

7 6 砂岩 10.5 5.6

8 B－8 砂岩 12．1 6.6

9 B－4 砂岩 9.9 6.17

最大厚 重量 最大幅位置
(c､） (9)

1.36 89.0 中央

1.27 60.0 先端

1.79 139.5 中央

1．72 111．3 先中

1.59 65.2 先中

1．14 63.5 先中

1.17 74.0 中央

1.18 66.0 先中

最大厚 重量 最大幅位置
(c､） (9)

2.1 128.2 先中

1．88 122.8 先端

1.75 100.5 先端

1．55 102.3 先中

2．14 103.5 中央

1.57 77.3 基中

1.89 150.4 先中

1.51 122.8 先端

最大厚 重量 最大幅位置

(c､） (9)

1.25 38.0 基中

1.41 57.5 基部

1.55 52.2 中央

1.2 46.0 中央

1.43 67.7 基中

2.03 117.5 先端

1.84 146.0 先中

2.0 180.7 先中

1.48 104.0 基部

－175－

残存 反り

1 3

1 1

1 3

1 2

1 2

1 1

1 1

1 1

残存 反り

1 1

1 1

3 1

3 2

8 2

8 1

2 1

3 1

残存 反り

8 3

9 2

8 2

9 1

8 2

4 1

7 1

7 1

7 3

備 考

作りが丁寧で、良く遺存している。刃部の使
用痕もかなり残る。装柄部は明確でない。

備 考

かなり使用されていたらしく、刃部の磨耗が

激しい。又、紐づれした痕も表面に僅かに残
る

片面に自然面。刃部に軽い使用痕。

非常に丁寧な作りで、片面に自然面使用痕有
り

上下不明。側面に少し潰れた後有り。

備 考

器面に少々煤が付着。火を受けたか。 ？

装柄痕らしきもの少々あり。

刃部欠ける。

かなり大きな粒子含む。大型の物の一部。



60図】打製石斧（5）

恥 出土区 石材

1 A－8 砂岩

2 C－6 砂岩

3 C－6 砂岩

4 B－5 砂岩

5 B－8 砂岩

6 C－7 砂岩

7 A・B－7 砂岩？

8 一括 砂岩

【第61図】打製石斧（6）

N、

1

2

3

4

5

6

7

8

出土区

B－6

C－7

C－6

C－6

小園地区

第2トレ

8

C－6

C－6

石材

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

【第62図】打製石斧（7）

N、 出十区 石材

1 B－6 砂岩

2 B－6 砂岩

3 B－8 砂岩

4 C－6 粘板岩

5 B－5 頁岩

6 A・B－7 砂岩

7 一括 砂岩

8 B－8 砂岩

9
一括 砂岩

最大長 最大幅
(c､） (c､）

9.7 5.5

8.9 5.0

8.4 6.1

9.9 7.6

16.9 7.32

12.9 4.6

8.9 4.3

9.1 5.0

最大長 最大幅
(c､） (c､）

8.3 6.5

10.0 6.0

8.0 6.1

8.4 7.2

9.6 7.2

8.6 5.8

12．2 8.0

10．2 5.8

最大長 最大幅
(c､） (c､）

4.4 5.7

7.6 6.1

4.8 6.1

8.5 4.6

10.7 6.3

10.6 5.4

9.8 6.0

12.0 6.1

12.3 6.4

最大厚 重璽 最大幅位圃
(c､） (9)

1.3 90.0 中央

1.6 66.5 先中

2.24 124.7 先端

2.8 203.0 先端

2.64 321.0 先端

2.31 160.8 中央

2．18 86.3 中央

2.04 107.5 先中

最大厚 重璽 最大幅位霞
(c､） (9)

1.5 107.5 先中

1.07 57.5 先中

1．7 103.3 先端

2.32 170.6 先中

1.78 130.6 先端

1.68 110.8 先中

1.61 198.0 先端

1.67 130.0 先中

最大厚 重麓 最大幅位置

(c､） (9)

2.08 58.5 基中

2.2 100.8 先端

1.72 66.5 先端

1.56 87.4 基部

2.4 191.0 先端

1.75 129.8 先端

2.25 148.4 中央

1.99 192.0 先中

1.83 164.5 先端

－176－

残存 反り

3 2

4 2

4 1

4 1

1 1

7 2

7 3

10 1

残存 反り

4 1

4 1

4 1

4 2

4 2

4 2

1 1

3 2

残存 反り

9 1

4 1

5 1

7 3

12 2

1 2

8 2

6 1

1 1

備 考

片面に自然面残す。使用によると思われる

磨耗残る。基部の装柄部分で折れたか。？

打製石斧の刃部とは思われるが、もしかす
ると石包丁の可能性もある。

側面に潰れたような跡がある。しかし、刃

部はさほど使用している様には見えない。

天地不明。側面に稜の潰した所がある為、
使用による破損があり、捨てたものか。 ？

かなり風化している。

装柄部が少し認められる。

備 考

刃部はよく使用されている様で、磨耗して
いる

備 考

磨耗痕あり。

刃部全体かなり磨耗している。

刃部が少々欠ける。使用によるものか。？

片面に自然面残す。使用によるものと思わ
れる磨耗が見られる。



【第63図】打製石斧（8）

NQ 出土区 石材 最大長 最大幅 最大厚
(c､） (cIn） (c､）

1 C－6 片岩 7.6 5.0 1.12

2 B－8 砂岩 6.6 4.7 1.0

3 C－5 砂岩 5.5 4.7 1．05

4 B－8 砂岩 5.3 4.8 1．52

5 C－6 砂岩 7.6 5.0 1．16

6 B－5 砂岩 6.3 5.0 1．37

7 A－7 砂岩 12.9 7.8 1.72

砂岩 11．5 7.2 2.18

8 C－6

9 C－6 砂岩 7.7 5.6 1.4

10 B－6 砂岩 7.7 4.5 1.28

【第64図】打製石斧（9）

恥 出土区 石材 最大長 最大幅 最大厚
(c､） (c､） (c､）

1
C－5．6 粘板岩 6.7 4.0 1．05

2 6 粘板岩 6.3 4.2 1．14

3 A－3 凝灰岩 8.8 5.92 2.3

4 B－6 砂岩 7.0 5.1 1.68

5 B－5 粘板岩 9.5 5.8 1.37

6 A－9 砂岩 10.2 6.3 2.19

7 A－4 砂岩 9.2 7.4 1．05

8 C－5．6 安山岩 12.3 7.2 1.33

65図】打製石斧（10）

Nq 出土区 石材 最大長 最大幅 最大厚
(c､） (c､） (c､）

1 C－7 砂岩 12.1 6.9 1．07

2 A－4 砂岩 13．6 7.0 1.83

3 8－E 砂岩 12．4 6.9 1.68

4 6 砂岩 10.4 6.33 1.73

5 A－4 砂岩 10.2 5.82 1.42

6 B－5 砂岩 10.2 8.2 1．98

重量 最大幅位置

(9)

58.5 先中

46.6 中央

38.5 中央

43.3 基中

58.7 中央

57.3 先中

170.0 基中

176.0 中央

68.0 中央

55.3 中央

重量 最大幅位置

(9)

26.7 基部

44.0 中央

133.3 先端

72.7 基中

82.3 先中

166.7 先中

84.1 基中

132.5 中央

重量 最大幅位置

(9)

94.0 先中

187.8 先中

168.3 中央

158.0 先中

107.0 先端

191.2 先中

－177－

残存

10

8

8

8

10

8

6

11

8

8

残存

8

8

3

8

6

10

3

7

残存

7

2

3

10

？
●

5

反り

1

1

1

2

1

1

2

2

2

1

反り

1

1

2

2

1

1

2

2

反り

2

1

2

1

2

2

備 考

作りは丁寧である。

装着の後はない。

刃部が斜めに欠ける。くびれ部に装柄痕があ
る

エグリ部は装柄のためか。かなり敵打されて

いる。刃部の使用痕については余り認められ
ず

柄を付ける部分を作り出す。

もしかすると十字形石器の可能性もある。柄
の装着部と思われる所はよく潰している。

備 考

打製石斧のエグリにしては少々長い。十字形
石器の一部か。

弱干の潰れがある。

かなり大きい緑色の結晶含む。

頭部はやや欠ける。

頚部は欠ける。

備 考

偏平でエグリがある。

装着用のエグリを作る。刃部に使用による
と思われる磨耗が見られる。

明確に使用痕となるものがない。刃頂部が
僅かに破損している。

使用痕は見られず。

使用痕余り認められず。



66図】打製石斧（11）

恥 出土区 石材 最大長 最大幅 最大厚
(c､） (c､） (c､）

1 B－6 砂岩 4.9 5.2 1．25

2 C－5 砂岩 6.7 5.0 1.67

3 A－5 砂岩 11.3 5.7 1.84

4 C－6．7 砂岩 9.1 4.3 1.4

5 A・B－7 砂岩 10.2 6.2 2.83

6 B－7 砂岩 10.6 5.5 1.72

7 A・B－7 片麻岩？ 8.7 5.6 2.21

8 A・B－7 砂岩 10.0 6.2 1.81

9 A－6 砂岩 10.3 7.63 2.85

67図】打製石斧（12）

恥 出土区 石材 最大長 最大幅 最大厚
(c､） (cIn） (c､）

1 B－6 粘板岩 11.1 4.5 0.85

2 B－5 粘板岩 5.2 4.5 1.0

3 C－5．6 砂岩 9.7 5.7 2.04

4 C－6 砂岩 14.7 6.5 2.1

砂岩 17．4 7.0 2.75

5 A－9

6 A・B－7 砂岩 12.2 6.9 1.7

7 一括 砂岩 10.8 6.5 1.25

【第68図】打製石斧（13）

N、 出土区 石材 最大長 最大幅 最大厚
(c､） (c､） (c､）

砂岩 11.3 8.1 2.16

1 B－5

2 C－5．6 砂岩 10.5 6.7 1.3

3 A－6 砂岩 10.3 6.5 1.41

4 C－7
砂岩 9.3 5.0 2.85

5 6 砂岩 10.0 7.4 2.11

6 8 砂岩 11.7 6.3 2.09

7 8 粘板岩 9.8 7.2 1.12

8 C－7 砂岩 5.7 5.4 1.8

重盆 最大幅位圃 残存

(9)

42.5 中央 10

65.0 中央 9

116.0 先端 1

中央 9

151.0 中央 2

115.7 先中 7

101.8 中央 8

124.2 先中 7

289.3 先中 10

重麓 最大幅位置 残存

(9)

45.5 先端 1

27.5 基中 9

113.5 先端 3

192.8 先端 1

323.2 先端 1

149.5 先端 6

97.3 中央 7

重坦 最大幅位置 残存

(9)

194.0 先中 1

101.6 先中 1

105.5 先中 1

131.0 中央 8

149.8 先端 4

147.3 先中 6

92.5 先端 4

77.0 中央 9
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反り

1

1
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1

反り

1
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備 考

柄装着部もしくは、上下逆で頭部か。？

片面に自然面あり。作りは丁寧。

かなり雑

かなり加工する。

側面に潰れあり。側面やや湾曲。

備 考

かなり薄手であるが、少しばかり使用痕が刃

部に認められる。

かなり丁寧に作られている。

自然を一部に残す。

刃部かなり使用している。磨耗している。装
着のためのエグリはなさそうである。きちん

と作成している。

片面に自然面あり。

場合によっては、石包丁の可能性もある。そ
の時は、側面図を示した方が刃部か。？

備 考

刃部と思われる方は､余り刃溢れしていない。
部分によっては、刃がすでに欠けてしまつ
たものか。？

縁部の調整は丁寧。

装着柄部と思われる潰れがある｡刃部の方は、
かなり大きくなる様である。

片面に自然面残す。

使用痕は明確でない。

刃部に弱干の磨耗が認められる。



【第69図】打製石斧（14）

NO 出土区 石材

1 B－6 砂岩

2 B－5 砂岩

3 A・B－7 砂岩

【第70図】打製石斧（15）

恥

1

2

3

NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

出土区

A－4

B－7

A・B－7

石材

砂岩

チャート？
●

砂岩

71図】打製石斧（16）

出土区 石材

A・B－7 ハンレイ岩？

C－6 砂岩

B－6 砂岩

B－6 砂岩

C－5 砂岩

C－7 砂岩

B－4 砂岩

A－5 砂岩

B－6 砂岩

【第72図】磨石（1）

NQ 出土区 器種

1 B－6 楕円

円

2 C－5．6

円

3 B－7

最大長 最大幅 最大厚
(c､） (c､） (c､）

17.5 9.7 2.34

9.05 9.25 3.25

16．3 9.49 3．11

最大長 最大幅 最大厚
(c､） (c､） (c､）

11.7 9.9 4．18

9.6 11.3 2.81

15．6 10.6 2.61

最大長 最大幅 最大厚
(c､） (c､） (c､）

10.9 4.94 1.22

7.6 8.2 1.95

7.3 5.8 2.36

5.5 7.3 2.47

6.4 8.5 1．85

7.2 6.4 1．52

6.2 7.8 1.5

6.0 8.0 1．5

9.5 7.15 1．79

石材 最大長
(c､）

砂岩 12．3

細粒砂岩 6.7

黒雲母 10．3

角閃石ピン岩
(市房山産）

重量 最大幅位置 残存 反り

(9)

446.2 中央 8 2

349.6 中央 10 2

479.7 先中 1 1

重量 最大幅位置 残存 反り

(9)

450.2 先端 5 1

341.8 先端 5 1

532.3 先端 4 2

重量 最大幅位置 残存 反り

(9)

83.5 中央 7 3

141.6 先中 4 1

65.2 先端 4？ 1

91.3 先中 4？ 1

94.7 先端 5 1

80.6 先中 10 1

86.2 先端 10 1

73.5 先端 5 3

132.5 先中 10 2

最大幅 最大厚 重堂 残存
(c､） (c､） (9)

9.0 4.7 879.3 完

10.8 5.38 578.7 l／2位

9.3 4．18 645.5 完
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備 考

パチ形になるものと思われる。

備 考

かなり大形の石斧片である。片方にかなり
使用痕残る。

備 考

刃部かどうかも不明。

装柄部痕と思われる部分あり。

備 考

表裏面ともよく使用され、磨研による平坦部が
形成される。側面にも多少の敵打痕と使用痕が
ある

非常によく使用される。側面に敵打痕あり。余

りよく分からない。側面の僅かを除き、ほぼ全
面的に磨研される。

表面は風化が著しく、撫でるだけで砂粒となっ
て落ちる。塙打痕は確認できない。



73図】磨石（2）

N、 出土区 器形 石材 最大長
(c､）

1 C－7 円 砂岩 2.5

2
A・B－6 楕円 砂岩 4.4

3 C－7 円 砂岩 3.7

4
B－6 円 砂岩 5.1

5 B－5 円 砂岩 6.0

6
C－5 楕円 砂岩 7.0

7
C－6 円 砂岩 6.7

8 C－7 円 砂岩 8.3

円 砂岩 7.0

9 A－7

74図】磨石（3）

恥 出土区 器種 石材 最大長
(c､）

1 A・B－7 長楕円 砂岩 6.1

2 B－5 楕円 砂岩 12．7

3 A－5 楕円 砂岩 9.8

4 B－5 円 砂岩 7.8

5 B－6 円 砂岩 11.3

【第75図】磨石（4）

恥 出＋区 器形 石材 最大長
(c､）

1
B－5 円 砂岩 10．5

B－6 四角 砂岩 9.1

2

3 C－7 楕円 砂岩？ 9.4

4 B－5 円 砂岩 9.9

5 A－4 円 砂岩 10.2

76図】磨石（5）

恥 出土区 器種 石材 最大長
(c､）

1 S－2 円形 砂岩 9.7

2 C－6 円形 砂岩 11.8

3 C－8 楕円 砂岩 16.

最大幅 最大厚
(c､） (c､）

2.2 2.0

2.7 2.4

3.5 3.5

4.0 2.6

5.6 4.4

5.4 3.58

5.9 4.4

6.6 3.98

7.0 4.5

最大幅 最大厚
(c､） (c､）

11.3 6.3

7.1 6.1

8.4 4.7

7.4 3.65

9.2 7.7

最大幅 最大厚
(an） (c､）

8.8 4．08

8.6 4.4

7.1 3.8

8.2 4.6

10.2 5.1

最大幅 最大厚
(an） (an）

8.7 3.9

9.4 4.88

311．2 5.5
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重麓

(9)

37.6

37.6

57.3

64.3

211.3

198.0

235.7

317.0

285.2

重壁

(9)

583.7

654.5

536.7

237.6

1135.2

重麓

(9)

553.5

515.5

562.5

527.5

792.5

重量

(9)

463.0

597.7

1482.0

残存

完

完

完

完

完

完

完

完

完

残存

2/3位

1/2位

2/3位

完

完

残存

完

完

完

完

完

備 考

敵打痕あり。

自然操をそのまま利用したとは言い難いが、部
分的に磨耗した所がある。

局部的に利用。やや平坦になる部分がある。

自然操を使用。又、敵打痕も僅かにあり、敵石

としても利用か。？

かなり使用により磨耗している。

かなり使用され、平坦面が形成される。一部、

火を受けたような跡がある。

あまり使用されてはいない様であるが、局部的
に磨耗している。

数カ所が局部的に磨耗している。

明らかに磨痕があり、典型的な磨石である。敵
打によると思われないヒピがあり、火を受けて
いるかもしれない。

備 考

かなり使用の後が見られる。破損は打撃が横方
向から加わったことによる。

破損しているが、磨石片と思われる。

薄く使用痕が残り､敵打痕も部分的に見られる。
又、破損はその破打によるものであろう。

操石の破片を磨石として利用｡軽く使用され、

剥離面も磨耗している。

自然操をそのまま使用している。裏面に打痕ら
しきものがあるが、はっきりしない。

備 考

凸面側はよく使用されており、つるつるしてい
る。又、一側面に敵打の跡がある。

はっきりとした磨痕はないが、片面に少し磨痕
らしきものが見られる。火を受けたか、少なか

らずヒピが入る。

片面はかなり使用されているが、裏面は余り使
用されていない様である。

局部的によく使用されている。

かなりの磨研痕あり。

備 考

側部には、ずっと敵打痕が残る。一面に少し、敵打痕
あり。又、磨研も全面に有り。
表面は本来の自然の凹凸に加えて、破打のによる凹が

有り、まるでアパタの様になる。かなりの敵打が行わ
れたのであろう。一応、表面は火にあったような痕跡
も有り、磨石としての利用もあったようである。

磨痕もあるにはあるが､より以上に敵打痕があるので、

敵石とした方がよいかもしれない。



【第77図】磨石（6）

【第78図】石匙

【第79図】石錐

【第80図】石核（1）

【第81図】石核（2）
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N、 出十区 器種 石材 最大長
(c､）

最大幅
(c､）

最大厚
(c､）

重量

(9)
残存 備 考

1 A・B－9 円 砂岩 9.7 8.4 4.8 590.4 完 かなり使用されたらしく、磨耗した使用痕が明
暗に残る。敵打などは見られない。

2 C－7 円 砂岩 7.3 9.4 4.9 432.4 l／2位 敵打中に破損か？。使用による磨耗痕が残る。

3 A・B－7 円 角閃石・リュ
ウモン岩

12.6 10.3 5．18 1080.7
今
口
一
元

接
、
Ｊ

く
で
非常によく磨耗痕が残る。2片に割れて出土。

NO 出土区 器種 石材 最大長
(c､）

最大幅
(c､）

最大厚
(c､）

重鼠

(9)
残存 備 考

1 C－6 横型 頁岩 3.37 7.12 1.31 23.4 完 刃部、両面剥離による。

2 D－7

横型 チャート 2.65 3.42 6.74 4.5 完 薄い小振りの剥片の上部に両側よりノッチを入
れ下部を両面から剥離して仕上げる。かなり雑
な作り。

3 B－6 縦型 サヌカイト 6.5 2.82 0.82 33.4 完

4 C－7 菱型 赤色

チャート

5.63 4.49 0.93 18．4 完 色調、赤褐色。

5 C－7 縦型 ？
●

7.78 5.63 1．13 38.6

N、 出土区 石材 最大長
(c､）

最大幅
(c､）

最大厚
(c､）

重量

(9)
備 考

1 C－6 チャート？ 2.74 2.33 0.74 3.4

2 A－6 珪質粘板岩 3.71 2.77 0.62 7.0 頭部に調整痕有り。下部はエグリが有り、やや磨耗する。

3 C－7 チャート 4.88 2.8 1.23 14.1 頂部を使用している様である。

4 B－6 チャート 4.26 2.3 0.88 7.2 頂部が僅かに欠損し、使用しているか。？

5 A・B－7 サヌカイト 4.83 3.04 0.81 10.5 ほぼ、両面に調整と思われる痕跡がある。

6 B－6 チャート 4.34 1.89 0.81 6.3 調整痕ある剥片。

NQ 出土区 石材 最大長
(c､）

最大幅
(c､）
最大厚
(c､）

重量

(9)
備 考

1 第2トレ 凝灰岩 2.59 2.89 1.32 9.8

2 B－5 黒曜石 2.75 3.16 1.91 11.0 小片

3 A・B－10 黒曜石 1.47 4.67 0.81 6.3 小石材より2片ほどの剥離片をとっている。

4 B－7 黒曜石 3.22 3.13 1．67 18.7 気泡をかなり含み、自然面が多い。

5 B－5 黒曜石 2.88 4.71 1．45 16．8 気泡をかなり含み、自然面が多い。

6 B－6 チャート 3.63 4.71 192 38.9 主要剥離面を中心に各方向から剥ぎ取っている。

N、 出十区 石材 最大長

(c､）

最大幅
(c､）

最大厚

(c､）

重量

(9)
備 考

1 C－7 チャート 5.8 5.6 4.12 176.5 各面から打撃を加え､剥片を剥ぎ取るもの。打撃方向は一定方向ではない。

2 一括 チャート 7.4 8.4 2.75 196.4 主要剥離を取り、その片面を中心に各方向から剥ぎ取る。主に凸面から剥
いでいる。

3 一括 チャート 9.3 5.8 2.8 130.5



【第82図】石核（3）

Na 出土区 石材 最大長
(c､）

1 C－7 チャート 6.8

2 一括 チャート 10.4

3 一括 チャート 7.5

【第83図】加工痕のある剥片

恥 出土区 石材 最大長

(c､）

1 A－5 黒曜石 2．03

2 C－5 黒曜石 1.79

3 C－6 チャート 2.96

4 C－7 黒曜石 2.35

5 B－5 黒曜石 2.65

6 A－4 黒曜石 2.28

7 C－7 黒曜石 2.4

8 A・B－7 黒曜石 2.35

9 B－8 黒曜石 4.3

10 C－6 チャート 3.08

【第84図】使用痕のある剥片（1）

N、 出十反 石材 最大長
(c､）

1 A－7 チャート 3.16

2 一括 チャート 2.79

3 B－7 チャート 3.07

4 A－4 凝灰岩 3.11

5 C－7 チャート 3.44

6 C－7 6.7

7 B－5 チャート 4.83

8 B－6 チャート 6.9

【第85図】使用痕のある剥片（2）

N、 出＋区

1 一括

2 C－7

3 A－6

4 C－6．7

5 B－6

6 A・B・C

－5

石材

黒曜石

凝灰岩

チャート

乳白色の

黒曜石

？
●

チャート

最大長

(c､）

3.2

2.96

2.69

2.72

3.2

3.2

最大幅 最大厚 重量 備 考

(c､） (cIn） (9)

4.8 3.27 94.8

7.2 5.27 379.0 自然面を多く残し、それほどの剥ぎ取りはされていないよう
である。

5.3 4.02 152.6 片面は自然面を残す。余り剥ぎ取っていないようである。

最大幅 最大厚 重量 備 考

(c､） (c､） (9)

1.4 0.39 1.4 石錐の未製品の可能性もある。

2.07 0.5 1.8

1.78 0.52 2.2 両面から丁寧な剥離がある。石鑑の製作途中のものか。

1.63 0.35 1.5 石錐の未製品か。？

1.7 0．6

2.5 0.64 4.1

1．09 0.66 1.5

3.28 1．07 5.5

2.29 1.09 10.5 気泡を多く含む石材使用。側面を大ざっぱに打調整し、刃
部を片面から微調整。

2.53 0.89 7.0 細かい加工痕があり、刃部としたものか。？

最大幅 最大厚 重堂 備 考

(c､） (c､） (9)

4.22 1.08 14.9

4.13 1．12 13.5

3.97 1．13 9.8 二次加工のある剥片。

4.26 1．55 14.3

4.32 0.97 16.8 うまく剥いだ剥片を利用している。

3.6 0．88 14.1

4.2 1.24 24.8 二次加工のある剥片。

9.4 2.34 117.5 簡単な調整をし、削器として利用。

最大幅 最大厚 重璽 備 考

(c､） (c､） (9)

1.54 0.8 3.2

1.96 0.36 2.2

2.82 0.62 3.4

1.8 0．45 2.2 剥片を加工も加えずに使用している様である。

3.07 1．15 10.0

2.44 1．0 6.0
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【第86図】使用痕のある剥片（3）

NO 出土区 石材 最大長 最大幅 最大厚 重殿 備 考
(c､） (c､） (c､） (9)

1 B－5 チャート 3.46 4.89 0．96 10．7 使用によると思われる刃コポレが鋭利な部分にある。

2 A－4 チャート 4.0 4．12 0．84 13．4 器形は、石匙に似る。

3 C－7 チャート 4.36 3.2 0.7 9.7 調整ある剥片。

4 C－6 チャート 3.72 4.25 1．07 10．0

5 C－6 チャート 4．01 5.68 1．19 16．3 使用痕・調整痕のある剥片。

6 C－7 チャート 5.03 3.11 1.25 18.9 調整痕のある剥片。

7 SB－l 頁岩 5.49 5.2 2.05 50.7

8 A・B－7 チャート 6.27 4.0 1.05 26.6 ほとんど全ての鋭角部を刃としている様である。

9 A－4 チャート 8.2 8.8 2.8 165.2 剥片をそのまま利用か。？

【第87図】使用痕のある剥片（4）

NO 出土区 石材 最大長 最大幅 最大厚 重麓 備 考
(c､） (c､） (c､） (9)

1 A・B－6 黒曜石 1．66 1.96 0．5 1．4

2 B－5 黒曜石 1.8 2.7 0．59 2.5

3 C－7 黒曜石 2.7 2.73 0.4 2.8

4 一括 黒曜石 2.45 1.61 0.4 1．3

5 C－6．7 黒曜石 2.88 2.57 1.2 7.1

6 C－6 チャート 3.61 2.55 0.72 6.5 鋭利な部分が刃部として使用されたものか。刃コポレを起こしている。

7 C－7 黒曜石 3.26 2.31 0.6 4.0

8 A－9 黒瑠石 3.74 2.58 0.97 7.5 チョボチョボの多く入っている石材。打ち剥いだ石片を使用。

9 B－7 チャート 3.75 2.55 0．69 4.9 薄い剥片の側片を利用。刃コボレがある。

10 一括 黒曜石 3.91 1.89 1．05 5.8 調整痕のある剥片。

88図】敵石（1）

N、 出十反 器種 石材 最大長 最大幅 最大厚 重量 備 考
(c､） (c､） (c､） (9)

1 一括 円 粘板岩 6.7 6.9 1.83 101.0 側部に敵打痕が見られる。また、石錘に形は似るが、敵石と
見とみる。

2 A－8 楕円（小） 砂岩 6.7 3.1 1.7 53.5 表面は丁寧に磨研されている。それぞれ頂部が破打部分とし
て作業に使用されたようである。

3 一括 円（小） 砂岩 5.0 5.7 2.58 100.3 表面には磨研された跡もあるが、大きいのは敵打痕の方であ
る

4 一括 円（小） 砂岩 5.8 6.4 2.6 129.8 表面はかなり滑らかで､磨石としての利用もあるようである。
敵打のあとから叩き石のような利用がされたと思われる。

5 A・B－7 長楕円 砂岩 13.4 5.6 4.85 515.1 側面の2ケ所は磨痕がある。底部に敵打の跡がある。

6 C－5．6 円 砂岩 12.6 9.4 4.68 787.7 一面がよく使用され磨かれる。下部に敵打の跡。

【第89図】敵石（2）

恥 出土区 器種 石材 最大長 最大幅 最大厚 重量 備 考
(c､） (c､） (c､） (9)

1 円 砂岩 10.2 8.9 3.8 525.8

2 B－6 円 砂岩 11.5 10.5 2.3 478.0 片面に弱いながらも磨痕が残る。また、敵打等による痕
跡がある。側面に弱い打痕あり。

3 B－5 円 砂岩 14．2 11.8 5.0 1163.0 敵打痕は部分的にあり、特に下部は特に多い。1号集石
中出土。
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【第90図】敵石（3）

恥 出土区 器種

円

1 B－5

2 G－6 円

3 B－6 円

4 C－7 楕円

楕円
5 B－6

91図】敵石（4）

N、 出土区 器種

1
A－5 長楕円

2
B－8 長楕円

3
B－5 長楕円

4
A－8 長楕円

5
B－7 長楕円

6 A・B－7 長楕円

7 A・B－7 長楕円

【第92図】敵石（5）

NQ 出十反 器種

敵石

1 B－8

2 C－6 敵石

敵石

3 A・B－7

4 A・B－8 敵石

【第93図】喋器（1）

N、 出土区 器種

1 S－4 円形

2 A－6 大形

3 B－6 半円

石材 最大長 最大幅 最大厚 重坦 備 考

輝緑凝灰岩

輝緑凝灰岩

砂岩

砂岩

砂岩

石材

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

流斑岩

石材

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

石材

砂岩

砂岩

砂岩

(c､） (c､） (c､） (9)

7.3 6.7 2.86 228.4

7.7 7.4 2.38 209.2

5.3 4.5 2.28 68.7

10.5 5.0 6.9 479.6

16.9 12．2 7.04 1796.8

最大長 最大幅 最大厚

(c､） (an） (qn）

9.8 3.6 2.25

11.2 4.1 2.38

10.4 3.9 3.36

14.4 6.0 3.65

13.4 4.4 3.54

16．1 4.9 4.16

12.2 5.0 2.88

一応、石錘らしい形を呈するが、側部には、鋭角になったも
のを叩いた様な跡がほぼ、全周に渡って見られる。右側の方
では、磨耗して平らになる。磨石的利用と叩き石的利用がな
されたようである。

石錘というよりも側面にかなりの敵打痕が見られ、叩き石等
として利用されていたのではないか。？

敵打痕が数ケ所に入る｡石器等の調整などに使用されたか｡？

かなり研磨された後に破砕されている。敵打によって、打ち
割ったものの様である。

いくつもの箇所に敵打痕が見られ、かなり使用されている様
である。又、敵打によって剥離している部分もある。この石
材と同程度か､さらに硬度のものに対する工作具であろうか｡？

重量 残存 備 考

(9)

130.9 2/3位 余り磨痕は見られない。破損したのちに火を受
けたか、かなり煤が付着している。

166.2 完 自然の操であるが、磨石として用されている。
部分的に磨痕が見られる。

217.0 2/3位 破損が何によるか不明。火を受けた様な痕跡が
ある。部分的に磨研されている。

442.5 完 自然石をそのまま磨石として利用か。片面がか
なり使用されている。

289.1 完 敵打によると思われる強い痕跡が下部に見られ
る。また、部分的に上方にも破打痕がある。

425.7 完 磨痕も残るが､一方で敵打による破損も大きい。

312.0 完 頂部及び側部に敵打痕あり。

最大長 最大幅 最大厚 重鼠 残存 備 考

(c､） (qn） (c､）

16.7 7.5 3.45

16.0 6.6 4.53

17.2 6.5 4.33

15.1 5.8 3.99

(9)

593.5 完

591.1 完

595.3 完

502.7 完

側面は､ほとんどが敵打のために使用されており、
破損の特に著しい部分もある。一側面だけは磨研
のために使用されたのか、ツルツルしている。

十分に磨研していると見なせるのは側面部である。
また、敵打も行っている。

局部的に磨痕があり、磨石としての利用。また
下部が破損しているが、これは敵打によるもので
あろう。

自然操であるが、やや磨研されている。磨石とし
ての使用も考えられるが、確証はない。

最大長 最大幅 最大厚 重鼠 備 考

(c､） (c､） (c､） (9)

10.7 10．7 3.9 968.4 自然藤の破津片かもしれない表面に僅かに敵打された跡があ
る。又、喋器としての利用も考えられる。

13．4 13.4 3.16 919.0 大形の操から剥片を剥いで、その側片を敵打のために、もし
くは牒器として利用。

14.5 14．5 5.7 1511.2 両面とも磨痕があるが、破損している部分の陵部分には敵打
によると思われる刃溢れ有り。側面に破打痕。
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【第94図】喋器（2）

N、 出土区 器種

1 A・B－7 長楕円

2 B－5 長形

3 B－5 不定

4 B－6

5 B－6 四角

【第95図】喋器（3）

NO 出土区 器種

1 C－7 不定

2 B－6 不定

3 C－5．6 楕円

4 A－6 不定

5 C－7 不定

6 A－8 不定

96図】喋器（4）

N、 出土区 器種

1 B－8 不定

2 B－6 不定

3 B－6 大形

【第97図】喋器（5）

恥 出土区 器種

1 C－7

2 C－6

3 B－6 角

4 C－7

石材

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

石材

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

石材

砂岩

砂岩

砂岩

石材

片岩？
火成岩？

粘板岩

砂岩

砂岩

最大長
(c､）
最大幅

(c､）
最大厚

(c､）

重麓

(9)
備 考

8.6 4.7 3.5 166.3 側面部は磨石として使用。又、敵石としても使用。

14．5 8.8 2.79 424.1 大きい操から剥いだ剥片を少し打ち欠き、それを敵石様
のものとして利用したか。？

11.0 10．6 4.82 583.0

10．8 11．9 2.4 453.4 側部及び下部にかなりの使用痕あり、自然面の残る方は
かなり磨耗している様である。大形打製石斧の刃部か？

12.6 12．1 4.1 813.5 大形の剥片の側部に敵打を行った跡がある。一片のみで
ある。他はもとのままの剥離痕。

最大長 最大幅 最大厚 重量 備 考
(c､） (c､） (c､） (9)

5.7 5.7 1.21 36.3 石斧かどうかは不明。

5.4 5.6 1.75 44.5 上下・左右ともに不明。又、打製石斧かどうかも不明。
側片に使用痕かと思われる陵線の潰れた部分有り。

12.6 7.0 2.03 209.5 刃部に使用痕と思われる磨耗あり。余り加工してはなくはた
して石斧かどうかよく分からない。

7.5 8.7 2.75 175.0 片面に自然面有り。

9.3 8.3 2.3 166.6 少しばかり磨耗しているようである

8.5 10.5 2.95 310.7

最大長 最大幅 最大厚 重量 備 考
(c､） (c､） (c､） (9)

10．5 11．6 2．15 386.0 打製石斧の刃部であると思われる｡かなり大形のものか？
刃の部分にはかなりの回数の打撃により磨耗している

13.8 10.82 2.82 568.0 石鍬

15.2 12.3 3.27 877.0 表面に敵打痕があるが、より大きいものと小さいものに
分けられる。

最大長 最大幅 最大厚 重量 備 考
(c､） (c､） (c､） (9)

9.1 10．2 2.66 276.0 かなり風化が進み、剥離痕が暖昧である。

9.3 9.1 1.33 135.3 各方面からの剥離によって円盤状になっている。成器な

のか、調整途中か不明。？

10.0 10．8 3.68 488.5 喋魂より剥ぎ取った操片からさらに剥離を行っている。

もしかすると打製石斧の本製品か。？

9.5 11．2 2.66 409.3 薄く剥いだ一枚の剥片を打ち欠いた後、鋭角部を敵打の
ために使用。
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【第98図】石錘（1）

【第99図】石錘（2）

【第100図】石皿（1）

【第101図】石皿（2）

－186－

NO 出土区 石材 最大長

(c､）

最大幅
(c､）

最大厚
(c､）

重量

(9)

残存 備 考

1 C－7 安山岩 3.7 3.6 0.85 15.5 完

2 B－5 砂岩 4.8 4.4 1.01 29.6 完

3 C－6 粘板岩 5.6 4.6 0.76 24.4 完 板状剥離をする石板。エグリと思われる部分が数ケ所にある。
ただ、重さがやや軽いようである。

4 C－7 輝緑凝灰岩 7.8 5.6 1.97 132.7
一
元 自然の偏平な操の側面に打撃を加えて紐かけにしたものか。 ？

5 一括 砂岩 7.7 6.2 1.64 102.6 完 余り加工してはいないようであるが、弱いエグリがあり、紐か
けにしたものか。？

6 B－6 砂岩 9.1 8.0 1.34 105.3 完 かなり風化しており、またかなり粗な石材のため、石錘かどう
か不明である。

7 C－7 砂岩 7.2 6.5 2.24 132.5 完 自然な偏平操の側面にエグリを入れ、紐かけとする頭部の打痕
は、側部よりも古い。

8 C－6 頁岩 9.3 6.9 1.26 124.4 完 偏平な石の側部にエグリを敵打によって入れている。表面は敵
打中に剥離した様である。

9 C－5 粘板岩 8.3 6.1 2.52 146.4 完 かなり打痕が大きいが、側部・頂部にそれぞれエグリと見られ
る部分があり、石錘かと思われる。

N、 出土区 石材 最大長
(c､）

最大幅
(c､）
最大厚
(c､）

重量

(9)
残存 備 考

1 C－6 砂岩 7.4 6.7 1.61 126.3 完 自然の偏平な小石に簡単に側片に敵打でエグリを作り、ひつか
けとしている。他に加工はない。

2 B－5 砂岩 7.7 9.0 2.24 221.7 完 ハート形の自然石の下部を打ち欠いただけのもの。他に加工痕
はない。

3 C－5．6

砂岩 8.7 9.1 1.63 204.5 完 敵打して器形を作っているが、その他、自然面の部分にも弱い
打痕が見られ、石垂としてだけでなく、他の用途にも利用され
たか・？

4 A－4 頁岩？

粘板岩

11．9 7.6 1.72 216.7 完 一側面にはエグリがあるが、もう一方にはそれらしいものは余
りない。若干それらしいものはある。

5 C－7 粘板岩 10．5 7.1 2.0 201.8 完 偏平な操を磨研用に使用か。？又、部分的には敵打も行って
いる。その打痕が僅かに残る。

6 B－8 砂岩 9.0 7.1 2.0 149.8 完 両面とも磨研されている。普通の剥片を利用している。

NO 出＋区 石材 最大長
(c､）
最大幅
(c､）
最大厚
(cIn）

重過

(9)
備 考

1 C－7 砂岩 19.7 8.5 6.5 1625.5 両面とも使用されている様である。若干、正面が使用回数が多いか。？

2 砂岩 20.8 11.7 7.6 2255.5

片面だけをよく使用しており、表面が滑らかになっている。火を受けて
いるらしく、表面が薄く赤変している。かなり粒子が粗く、表面の凹凸
が激しい中には泥岩質の小喋も混じる。

N、 出十区 石材 最大長
(c､）

最大幅
(c､）

最大厚
(c､）

重躍

(9)

備 考

1 A－7 砂岩 8.6 7.5 2.4 214.2 自然の偏平な石の一面に筋条のへこみが形成されるほど磨研が行われ
る。一応砥石にしたが、必ずしもそれだけでなく磨石としても利用さ
れている様である。

2 B－5 砂岩 8.0 9.9 1.6 160.0 全体が砂碑後に火を受けている様で、赤く変色している。
表面に磨研の後がある。

3

AB－7 砂岩 19.7 9.2 3.7 1002．5 かなりの使用痕が見られる。使用痕は分からないが、両手でもって台
石か石皿の上で何かを擦るものか、もっと小形の磨石で、この上に物
を乗せてするもののどちらかであろう。又、極部的に残る破損痕はよ
く分からない。

4 B－8 砂岩 18.0 9.7 3.1 804.8 側面も使用している様である。



【第102図】石皿・砥石・台石・不明石器

NO 出＋区 器種

石皿

1 B－6

2 B－5 不明石器

砥石

3 B－8

4 C－6 小皿石皿

【第103図】石皿（3）

NO 出十区 器種

1 A－9 敵石

2 B－7 敵石

3 B－5 敵石

4 B－6 敵石

【第104図】その他の石器（1）

Nq 出土区

1 一括

2 A・B－7

3 C－6

4 一括

5 一括

6 一括

器種

石鎌

石鎌

石鎌

加工痕の

ある石器

石錘？

打製石斧？

【第105図】その他の石器（2）

N、 出土区 器種

1 C－7 使用痕のあ

る石器

2 A－5 環状石斧

3 C－7 盤状石斧

石材

砂岩

凝灰岩

砂岩

砂岩

石材

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

石材

砂岩

砂岩

粘板岩

砂岩

砂岩

粘板岩

石材

安山岩

砂岩

凝灰岩

最大長

(c､）

29.9

21.3

15．4

最大長

(c､）

15.0

15．6

15.2

12.3

最大長

(c､）

10.4

5.3

8.46

6.7

14．9

11.5

最大長
(c､）

6.90

9.61

13.4

最大幅 最大厚
(c､） (c､）

16.0 15．1

9.5 7.9

9.9 7.8

最大幅 最大厚
(c､） (c､）

6.0 4.5

6.8 4．16

6.3 5.4

8.5 4.44

最大幅 最大厚
(c､） (c､）

4.8 192

11．4 2.13

3.26 0.67

4.0 1.05

7.4 1.68

3.8 1．64

最大幅 最大厚
(c､） (c､）

5.30 1.80

4．11 2.13

11．7 2.30
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重璽

(9)

8.32

1670.3

1456.0

重量

(9)

630.3

613.7

722.8

814.0

重璽

(9)

91.3

125.7

23.0

36.0

203.0

73.0

重量

(9)

130.0

234.5

備 考

石皿の破片であり、図化した平面に磨研された跡が残
る。裏側は使用されておらず、自然石のままである。破
損因については、よく分からない。破損後、火を受けた
様な形跡がある。

加工痕があり、大型の石斧に見える。

正面にしたものに4条ほどのスジがある。側面に2条、
何か硬いものを研いだものと思われる。又、石皿代わり
としても使用されている様で、磨耗し、凹む所がある。

破石としても利用か。？かなり重いので、石皿として
の利用も可能であろう。

残存

完

完

不明

不明

備 考

3面のうち2面が、かなり使用されている様で
ある。下部と上部で、やや敵打が行われている
様でもある。

部分的に磨研が施されている。

表面に磨研が施されている。

明確な磨研は認められないが、僅かに磨研して
いる痕跡がある。

備 考

打製石斧の可能性もある。

剥片を利用し、一方の側辺を刃部として調整される。

エグリを入れ、柄の装着部としている。

石斧の可能性もある。

天地不明。中部分の左右にエグリを入れる。

偏平な石の側辺にエグリを入れる。打製石斧に似るがや
や異なる。

備 考

側辺部に使用痕がある。両平坦面に磨研された跡がみ

られ用途は不明確。

表面は丁寧な磨研。刃部は一部刃こぼれしている。

側面に赤色顔料を塗布した痕跡が見られる。表面の凹
凸は加工されたものか。



【第106図】弥生時代及び古墳時代土器

Ｉｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

－188－

恥 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 A－6

喪 口縁部 口：(27.8） 外：暗褐色
内:淡赤褐色～測天色

よく精製され､4秒
粒が含まれるのみ。

丁寧なナデb 丁寧なナデ6 口唇部：丁
寧なナデ

良好

たかも。

2 B－6
喪？ 口縁部

－

赤燈色 石英･長石など多
量の砂粒含む。

横ナデ 横ナデ 良好

3 C－6
鉢 口縁部 口：（13.1） 鈍い黄褐色 白色･黒色の砂粒、

石英、を多く含む。

横ナデ 横ナデ 良好

4 A－5
喪？ 口縁部

一

誌
縦

外
内

石英・白砲粒
鮒が多い。

など 横ナデb
一部へラ磨き。

磨研 良好 煤

5 A－5
？
● 口鯛］

一

赤褐色 かなり大きb

が入る粗い。

ﾕ粒子 磨研 磨研 良好 を》
跡

6 B－5

鉢？ 口縁部
－

明黄褐色 黒色の粒子､白雲母
片（いずれも微細)、

石英を若干量含む。

丁寧な横ナデ6 ナデb

を有

する部分あり。

良好

7 B－6
高坪 口縁部

一

外:赤褐色~褐色
内：黄褐色 羅霧

などの 剛L

赤蝋斗塗布b
良好

8 C－5

壷 頚部

－

褐色
石英･角閃石･白砂
粒などの砂粒含む。

剛b

赤色瀞陸布b
頚部より上は

赤色剛fb
下部はナデ～
削り

良好

9 B－6

壷 頚部

一

褐色 長石･石英な
粒多く含む。

どの砂 卿fo
赤色緋｜塗布6

頚部より上は

鯛ﾐ聯｝
塗布｡

下部はへう削
りの後､ナデ。

不良
もろい

10
C一

5．6

高坪 坪部
一

暗赤褐色 雲母･長石･石英な

どの砂粒含む。
卿fb

赤色爵斗鋤b

馴

赤聯|塗布6
良好

11 B－6

壷？ 頚部

－

》
縦

外
内

ど多趣 ナデ？ 痔
恥

不良

12 A－5

壷？ 頚部

一 ～

さ
含
製
を

ナデ

不明瞭

屈曲部に貼り

付け蝋
斜格子の沈線。

一
アナ

癖
やや不良

13 B－6
高坪 珂謝I

一

赤褐色
》
剛 劇L

赤撚跡6
やや良好

14
A・B

－7

壷？ 頚部
－

明褐色 石英･長

粒含む。
石などの砂 極

嬬
棚
に静賂子

不明 やや良好

15 B－7

壷？ 胴部
q■■■■

などの細 ナデ

赤色騨陛布b
突帯に刻目。

》

一
ブナ やや良好

●
●

16 B－6

壷？ 頚部
ー

明赤褐色 ど多量 ナデ

あま

はな

り明解で
い◎

ナデ

あまり明解で
はない。

やや不良

17 A－8

壷？ 頚部

－

赤褐色 石英･長石･角閃石

などの砂粒多く含む。

ナデ

赤色騨斗塗布b

貼り付け突帯
に刻目。

》

一
ブナ やや良好 内･外器面:赤

色癖|塗布6

18 A－9
壷？ 頚部

－

卿

》
外
内

ど多く ナデ ナデ？ やや不良

19 B－5
壷？ 頚部

一

赤褐色 石英･白砂など砂粒

含む。
磨研

赤色騨鋤6
磨研

赤撚}鋤了6
良好

20 B－5
壷？ 胴部？

－

外：暗灰黄色
内：明褐色

石英

入。

｡長石などを混 ナデ？ やや良好

21 B－6

高坪 脚部
－

●
●
●
●
●
●

外
内
下

蕊蕊蕊聯墨混
閥郡：へﾗ削り

良好
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N、 グリッド 器種 部位 法量

(c､）

色調
(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

22 C－5

高坪 脚部
ー

’1m､汰の砂粒、
石英・長石などの

砂粒多く含む。

ナデ 坪部：ナデ6

脚部：へラ削り
ナデ6

やや良好

23 B－5

高坪 脚部

■■■■■

舞繍篭
乳白色の砂粒､石

英､赤褐色の粒子
を多量に含み粗い。
ややもろい。

縦ナデ 丁寧な縦ナデb
均笥]との境界
には、へラに

よる斜めの押
痕がある。

良好

24
A・B

－7

高坪 脚部

ー

外：赤褐色

内：脚：淡黄褐色
坪：黄赤褐色

長石･石英･白砂・

角閃石などの砂粒
を多く含む。

丁寧なナ気

赤色顔料塗布。
坪部：丁寧な
ナデ6

坪内部に赤色

顔料塗布する
が､外器面よ

り薄い。

脚部:横位の
へラ削

やや良好

25 B－8

高坪 均郡
一

明赤褐色 白色の砂粒・石英
･黒雲母片を多箪

に含む。かなりも
ろ↓穂じを受ける。

横ナデ？
器面力湘い為、

不明。

錨
諦
観
い為、

良好

26 C－5
壷？

②
胴部

ー

稚

》
外
内

白色砂粒･石英･雲

母片など砂粒含む。
縦方向の磨砥

赤色郷I塗布b
へラ削りの後、

磨きかナ気
やや良好

27 A－9

壷 胴部
ー

石英･長石･白砂な

どの砂粒多く含む。
ナデ やや不良

28 C－5
壷 底部

ー

縦
卿

外
内

●
●
●
●

石英･長石な

を多く含む。
ど砂粒 ナデ？

赤色彦淵塗布。
へラ磨き。 やや不良 外器面:赤色

顔瀧臓る。

N、 グリッド 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面・内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 B－5 坪蓋？ 体部 厚：0．6 青灰色 白色砂粒を含む。 ロクロ引きによる丁寧な横ナデ6 良好

2 C－5 j不蓋？ 体部 厚：0．75 灰色 白色砂粒を含む。 ロクロ引きによる丁寧な横ナ夷 良好

3 A・B

－8

坪蓋 体部 厚：0．7 外：茶灰色(自然紬）
内：灰色

白色砂粒を含む。 ロクロ引きによる丁寧な横ナ式 良好

4 B－6 河蓋？ 体部 厚：0．7 外:暗繍貴
内：灰色

色(自然紬） 白色砂粒を含む。 ロクロ引きによる丁寧な横ナえ 良好

5 6 坪蓋 口縁部 厚：0．69
口：（12.0）

灰黄褐色
◎

色
む
白
含
･黒色砂粒を ロクロ引きによる丁寧な横ナデ。 口唇部:内側

に稜が入る

良好

6 A・B

－8

坪蓋 口縁部 厚：0.4

口：（13.0）

外：黄褐色~灰青色

内：灰青色 Ｏ

色
む
白
含
･黒色砂粒を ロクロ引きによる丁寧な横ナデ。

自然紬

口唇部:内側

に稜が入る。

良好

7 A－4 坪 口縁部 厚：0.43

口：（12.9）

灰黄褐色 綴密｡黒色のｦ隙に微
細な砂粒を少璽含む

ロクロ引きによる丁寧な横ナデ。 口唇部:内側
に癖が入る。

良好

8 C－5 坪 口繍］ 口：（11.7） 灰黄褐色 綴密｡黒色の粉末状の

砂粒を極く少量含む

ロクロ引きによる丁寧な横ナデ。 口唇部：端

部は丸くま
とめる。

良好

9 A－5 坪 体部 － 灰黒褐色 ロクロ引きによる丁寧な横ナデ。 良好

10 A－7 坪 口縁部 口：（10.8） 灰黄褐色 織密b白色の非常に微

細な砂粒を少麓含む
ロクロ引きによる丁寧な横ナデ 口唇部：弱

い槻
良好

11 AB－8 坪 体部 －

嫉騨色
織密,粉末状の粒
子を極く少量含む。

ロクロ引きによる丁寧な横ナ式 良好

12 B－8 坪 底部 ー 灰白色 白色砂粒含む。 ロクロ引きの横ナデ。 良好 外器面にへ
う記号あり。

13 B－6 坪 口綴ﾛ 口：(12.0） 灰黄褐色 ロクロ引きによる丁寧な横ナ
デb内器面には、爪による圧

痕が脇 り、弱

線入る
い稜

良好
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恥 グリッド 器種 部位 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

14 B－8 ハソウ 体部 灰黄色 白色砂粒
含む

を多璽に ロクロ引きによる丁寧な横ナデ。

外器面注口部に調整後､櫛描

き波状文めぐる。

良好 注口部一部
残る。

15 B－6 ハソウ 体部 － 青灰色 白色・黒

含む
色砂粒を ロクロ引きによる丁1寧な横ナ

デb？自然秘

良好 注口部一部

残る。

16 A－6

ハソウ 口縁部 口：（11.2） 色
へ
舗
縦

白色砂粒を含む。 ロクロ引きによる丁寧な横ナデ。
櫛描き波状文が~部見られる。

口唇内に稜
線入る。

良好

17 B－6

ハソウ 体部
－

灰黄色 白色・黒

含む。
色砂粒を ロクロ引きの丁寧な横ナ式

細い制憩による区画。その中

に棚苗き波状文か｡叩きによ
る調整痕あり

良好

18 A－6 ハソウ 体部 － ･紬が 白色砂粒を含む。 ロクロ調整》微隆起線で区画
している。間に“工具によ

る連続刺突文を施す。

良好

19 C－5 長径壷 (口）

縁部

口：(7.2） 灰黄褐色 織密｡白色の微細な
砂粒を少量含む。

ロクロ引きによる丁寧な横ナデ6 端部やや内
側にまげる。

良好

20 B－6 大喪 口縁部 口：(28.0） 外:黒色~灰黒褐色

内：灰黄褐色

柵白色の微細

砂粒を少過含む。

な ロクロ引きによる丁寧な横ナデ。
自然粕が部分的にある。
裁訂の景臓多い。

二段に口唇

部をつくる。

内面に弱い
稜線が入る。

良好

21 ８
９
’
一
Ａ
Ａ

大喪 頚部

－

舞鶏篭
外：頚部はロクロ引きによる

横ナデ｡肩は叩き後、ロクロ
引きによる横ナデ成形
内：胴部に同心円叩き。頚部
は丁寧な横ナデ6

良好

22 A－7 大翌 体部 外：黒褐色
内：灰色

白色･黒色砂粒を含む 外：平行叩き。横ナデー部あり
内：同心円叩き

良好

23 C－7 大要 体部 ー 獅
卿

●
●
●
●

外
内

白色砂粒を含む。 ●
●
●
Ｇ

外
内 き。

良好

NO

ド

器種 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1

SB－1

Pitl5

坪 口：10．8

高：4．5

底：16．4

明赤褐色
(外器面1／3程

黄茄鵜色）

鮒bレンガ色の粘土
質の粒子(1m足らず）

を若干量含む｡全体的
にもろい感じ。

回転横ナデの
後､縦及び斜
めにナ穴 ナデ6

へラ

後横

やや弱い

2 B－4

〃 口：11．1

高：4．4
底：5．6

灰黄褐色 蝿黒色のｦ隙に微

細な粒子｡0.5m似下の
白雲母片を多量に含む。

回転横ナデ。 回転横ナデ6 へラ切り？ 良好 炭化物付着。

3 SB－1

Pitl3

〃 底：5．6 赤色砂粒を少し含む。 回転横ナデ 回転横ナデ 板目圧痕 やや不良 燐
職
きく付

4 C－6

〃 口：10．5

高：3．6

黄赤褐色 繊密》微細な雲母片、

砂粒を若干量含む。全

体的にもろい。

回転横ナデ6 回転横ナ完 底部：へラ
削りにより、

立ち上り部
に盛り上る。

やや弱い

5 C－

6．7

〃 底：（6.6） 淡黄褐色 僅かに微砂粒を含む。 － 回転横ナデ へラ削り やや不良

6 C－5

〃 ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
４
０

Ｌ
４
６

１
く
く

く●■
●
●
●
●

口
高
底

灰黄褐色 繊密,黒色の微細
子を少量含む。

な粒 回転横ナデ。 回転横ナデ6 へラ削り 良好

7 A－8

〃 口：9．4

高：3．8
底：5．4

灰黄褐色 半透明・黒色の砂粒
(1mm以内)､黒・白雲

母片等を多く含む。

回転横ナデ 不明 不明 良好 僅力

着。
塾に煤付

8 B－7

〃 ９
７
２

９
３
５

●
●
●
●
●
●

口
高
底

灰黄褐色 黒色の微細な粒子
(1m足らず)､白雲母
片を非常に多く含む。

回転横ナデ6 回転横ナデ。 底部：へラ

切り｡煤付着
痕あり

内器面：ろ

くる引き後

横ナ完

良好



【第111図】平安時代土師器（2）

－191－

恥 遺構or
グリッド

器種 法量
(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

9 C－6

坪 １
１
１

４
〃
５

２
３
６

１
く
く

く●
●
●
●
の
●

口
高
底

明黄褐色 綴密｡微細な黒色の粒
子(0.5mm以下）を多く

含む。

回転横ナデ。 回転横ナデ。 底部：へラ

切り｡(胎土

はみ出す）

良好

10 B－5

〃 ０
７
１

０
３
５

１●
●
●
■
●
●

口
高
底

灰黄褐色 織密,黒色・乳白色の
微細な砂粒（lmn促ら

ず）を多く含む。

回転横ナデ6 回転横ナデ。 底部：へラ
切り｡(胎土
はみ出す）

やや良好 内器面：炭

化物付着痕
。黒い煤痕
あり。

11 C－6

〃 底：4．8 外：淡黄灰褐色

内：淡黄褐色～黒褐色

郷砂粒僅かに含む。 不明 回転横ナデ。 底部：回転

へラ切り板

目圧痕？

不良
もろい

煤付着

12 C－6

〃 底：5．8 暗黄褐色 長石・角

を多く

閃石な

含む。

回転横ナデ。 回転横ナデ。 底部

切り。

:へラ

ナデ6

露
率

13 B－6

高台付
坪

Ｊ
Ｊ
Ｏ

５
６
８

１●
①
●
●
●
●

口
高
底 黒色

綴密b赤褐色の粘土質

鵜誼5")を若
回転横ナデ。 へラ磨き。

口縁部：横

胴部：右上
がり

底部：縦

良好

14 B－4

高台付
坪

口：13．2

高：6．3
底：13．2

灰黄褐色 黒色・白色の砂

褐色の粘土質粒
く含む

い
◎
粗
デ
回転横ナ 粗い

一◆

プ。

回転横ナ 良好

15 C－6
〃 底：7．8 》

糊
外
内

～淡褐色 赤色の砂粒僅かに含む。 回転横ナデ 磨研 底部：ナデ やや不良

16 ６
５
一
一
Ｃ
Ｃ

〃 底：（8.3） 明黄褐色 織密,赤褐色の粘土質

粒子を若干壁含む。

回転横ナデ。 回転横ナデ。 良好 高台の調整

は丁寧b

17 C－5

〃 １
１

３
７
９

２
４
６

１
く

く●
■
●
●
Ｃ
●

口
高
底

明黄褐色 色の微細な粒子､赤

褐色の粘土質粒子（’
～2Ⅱ皿）を多璽に含む。

回転横ナデ。 回転横ナデ。 良好

NQ 遺構or
グリッド

器種 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部

焼成 備考

1 C－6

坪 １
２
４

１
３
６

１●
●
◆
■
●
●

口
高
底

灰黄褐色 織密〕赤褐色の粘土質。

粒子を僅かに含む。

回転横ナデ。
立ち上りにハ

ケ部分あり。

回転横ナデ。 底部：へラ
切り

良好

2 C－6

〃 口：10．4

高：3．0
底：6．5

灰黄褐色 の粘土質。
含む。

ｦ隙に粗い回

転横ナデ。

非常に粗い回

転横ナデ6

非常に粗い
へﾗ切り､胎

土はみ出す。

良好

3 一括

〃 底：6．2 淡黄褐色 赤色の砂粒僅かに含む。 回転横ナデ6 回転横ナデ6 底部：回転
へラ切りの

ちナデ消し。

狼
噸

煤

4 C－6

〃 口：10．2

高：2．7
底：（6.8）

灰黄褐色 ｦ蝋に細かい黒色の砂

粒・白雲母片を若干量
含む

回転横ナデ。 回転横ナデ。 底部：へラ

切り後､横
ナデ6

良好

5 C－6

〃 口：10.l

高：2．7
底：6．7

灰黄褐色 織密,赤褐色の粘土質。
粒子を僅かに含む。

回転横ナデ6 回転横ナデ。 底部：へラ
切り。

胎土はみ

出す。

良好

6 一括

〃 口：10．3

高：2．3
底：6．8

明黄褐色
赤褐色の顔料力残存

舘
壁
回転横ナデ。 回転横ナデ6 酬

地
:へラ やや良好

7 A・B

－7

〃 口：10．2

高：2．8
底：6．1

灰黄褐色 黒色・半透明の砂粒若

干量、白雲母片を少量

含む。

回転横ナデ6 回転横ナデ。 底部：へラ
切り

良好

繍繍
炭化物付着
により黒色

を呈する。
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恥 遺構or
グリッド

器種 法量

(c､）

色調

(外／内）

胎土
調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

8 C－5

坪 ８
３
２

９
３
６

●
●
●
●
●
●

口
高
底

繊密,赤褐色の粘土質
の粒子を僅かに含む。

回転横ナデ6 回転横ナデ6 底部
切り。

:へラ 良好 内器面は全

面炭ｲ圃勿の
付着で黒色
を呈する。

口縁部は剥
離し灰黄褐
色を呈する

部分力泌る。

9

SB－1

C－5

〃 口：伯.9）

高：2．6
底：（5.8）

灰黄褐色 回転横ナデ｡ 回転横ナ式 底部
切り。

:へラ 良好

10 C－6

〃 口：(10.0）

高：2．9
底：（5.8）

灰黄褐色 鮒
脚

雲母片 回転横ナデ6 回転横ナ式 底部：へラ
切りによる

横位の条痕

良好 内器面は煤

付着により
黒色，

11 C－6

〃 口：伯.9）

高：2．7
底：（5.8）

鵬赤褐色の粘土質b
粒子を僅かに含む。

回転横ナデ6 回転横ナ式 底部
切り。

:へラ 良好
鰯蕊
色を呈する
部分力種か

にある。

12 C－6

〃 口：0.4）

高：2．6
底：（5.0）

灰黄褐色 純b 回転横ナデ6 回転横ナ気 底部
切り。

:へラ 良好 内器面には

煤や炭ｲ吻

力洞着し､黒
灰色･黒褐

色を呈する

部分力秘る。

13 C－6

〃 口：0.0）

高：3．5
底：（5.8）

明黄褐色 回転横ナデ6 回転横ナデ6 底部：へラ
切り。

非常に粗い。

良好 内器面の一

部には煤が

付着し､暗
黒褐色を呈
する。

14 C－5

〃 口：0.8）

高：（3.4）
（5.6）

底：（3.4）

灰黄褐色 の微細な粒
らず）を若

回転横ナデ6 回転横ナ夷 底部：へラ

切り。（内器
面はハケ使

用？）

やや良好

15 C－6
〃 口：(9.6）

》
》
：

外
内

柵砲粒僅かに含む。 回転横ナデ。 匝賑横ナデ6 － やや不良

軟質

16 C－6
〃 底：(5.9） 淡黄褐色 鮒僅かに含む。 回転横ナデ6 回転ナデ？ 底部:ナデ？ 碩

鞭

17 B－6 〃 底:伯.2） 外：灰褐色~黒褐色

内：淡黄褐色~黒褐色

細砂粒を少々含む。 回転横ナデ6 回転横ナデ 底部：へラ

切り後､ナ

ア◎

やや良好 棚
悩
:煤

18A・B－7

〃 底：伯.4） 黒色砂粒を僅かに含む。 回転横ナデ？ 回転横ナデ

一◆

ア。

やや不良 内器面：煤
付着･

19 B－6

〃 ５
１
６

９
３
５

口
高
底

明黄褐色 繊醗レンガ色の粘土
質b粒子(1m位)砂粒
を少麓含む。

回転横ナデ6 回転横ナ気 底部：へラ
切り後､横
ナデ胎土

はみ出す)。

やや弱い

り黒色。
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N、

ド

器種 法璽

(c､）

色調

(外／内）

胎土

調整・文様

外器面 内器面 口唇・底部
焼成 備考

1 C－6

坪 ８
８
４

●
●
●

９
２
６

●
●
●
●
●
●

口
高
底

灰黄褐色 綴密,黒色・乳白色の
ｦ隙に微細な砂粒(0.5

､似内）を多く含む。
全体にもろい。

回転横ナデ6 回転横ナデ。
○

酬
伽
:へラ やや良好

2 C－6

〃 ８
６
９

９
２
６

●
●
●
●
■
●

口
高
底

明黄褐色 織密,乳白色・半透明

の砂粒を多麓に、赤褐
色の粘土質粒子を少量

含む。ややもろい。

回転横ナデ6 回転横ナデ6 底部：へラ
切り。
胎士はみ

出す）

やや良好

3 C－5

〃 口：10．2

高：2．5

底：5．4

灰黄褐色 織密>赤褐色の粘土質
粒子を若干壁含む。も

ろい。

回転横ナデ6 回転横ナデ。 底部：和月6 良好 布状のもの
で押さえた

ような痕
ケ所あり

3

4 C－5 〃 底：（5.6） 淡黄褐色 赤砂・

む。

黒砂を僅かに含 回転'横ナデ 回転横ナデ 底部：ナデ やや不良 内器面：煤
付着。

5 C－6 〃 底：6．5 淡黄褐色 微細砂粒を多く含む。 回転横ナデ 回転横ナデ 底部：へラ
おこし後薄

くナデ6

不良 内器面：煤

が付着し、
細い布痕を

残す。

6 B－5 〃 底：4．9 淡黄褐色 微細砂粒を僅かに含む。 回転横ナデ 回転横ナデ 底部：回転
へラ切り穴

があく。

やや不良

7 C－7 〃 底：5．2 蝋

》
外
内 淡暗褐色

僅かの砂粒を含む。 回転横ナデ？ 回転横ナデ 底部：回転
へラ切り

やや不良
●
●銅

蝿

8 6

〃 底：6．1 灰黄褐色 赤褐色の粘土質粒子

(3～4m、微細な黒
雲母・白雲母片､黒色

の砂粒等を若干量含む。

回転横ナデ6 回転横ナデ。 底部：へラ
切り。

横方向の

条痕あり

良好

9 C－5 〃 底： 淡黄褐色 赤砂粒僅かに含む。 回転横ナデ 回転横ナデ 底部：
切り？

へラ 不良

10 C－5

〃 底：5．8 明黄褐色 繊密｡黛

粒を僅力

な砂 回転横ナデ6 回転横ナデ。 底部：丁寧
なへラ切り。

良好

11 C－5

〃 底：（6.4） 赤褐色～明褐色 赤色砂粒をかなり含み、

角閃石・長石・雲母砂

粒も混じる。

回転横ナデか？ 回転横ナデ

ナデ6

やや良好

12 B－6 〃 底：5．8 明褐色 赤色砂

く含む。

･黒色砂など多 回転横ナデ 回転横ナデ？ 底部:ナデ？ 不良

13

SB－1

Pit6

坪 底： 明褐色 赤砂粒をかなり含む。

白砂粒も少し含む。

回転横ナデ 沈線による渦

巻状の文様が
入る。

不良

14 6－B

〃 ４
６
６

９
２
４

●
●
●
●
●
●

口
高
底

黄褐色 織密 回転横ナ灸 回転横ナデ6 底部：内器

面は凹凸が

あり粗い。

良好

15 A・B

－7

〃 底：6．4 淡黄褐色～灰褐色 赤色砂､少砂粒を含む。 回転横ナデ 回転横ナデ 底部：回転
へラ切り後

ナデ消し。

やや不良

16 6 〃 底：5．8 》
縦

外
内

灰褐色 赤砂の他

含む。

微細砂粒を 回転横ナデ 回転横ナデ 良好

17 A－4 〃 底：6．1 外：淡褐色
内：淡黄褐色

黒砂・赤砂など
を含む。

回転横ナデ 回転横ナデ 底部:ナデ？ 不良 もろい。

18 C－6 〃 底：6．4 石英
をか

回転儲ナデ 回転横ナデ 底部
消し。

:ナデ 良好 内器面：煤

付着。

微細砂粒を含む。 回転横ナデ 回転横ナデ 底部:ナデ6やや不良 内器面：赤

色顔料塗布

20 C－6

〃 底：6．2 外：暗黄褐色

吋鳥羅奮色
長石・石英の砂粒、

砂粒を僅かに含む。

白 回転横ナデ 回転横ナデ 底部：ナデ｡ 良好

21

A・B

－7

皿 口：（8.5）

高：1．3

低：（6.4）

淡黄灰色 郷副粒を含む。 回転横ナデ 回転ナデ 底部：回転
糸切り。

やや不良
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 141 集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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